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9. ストレージ 

9.1. 概要 

1. [ストレージ]>[概要]をクリックします。 

 
 

2. 本画面での手順については、以下の章を参照してください。 

「7.1.3. ボリューム/LUN/NVMe/オブジェクトストレージ作成」 

「7.1.4. FabricPool 作成」 

  

①  
②  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  12 

9.2. ボリューム 

ボリューム操作を行う前に SVM の設定が完了している必要があります。SVM の設定を行う場合は「7.1.2. SVM 作成:プロト

コル設定」を参照してください。 

 

9.2.1. ボリューム 管理 

1. [ストレージ]>[ボリューム]をクリックします。 

 

 

2. ボリューム管理画面が表示されます。 

 

 

  

①  

② 
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3. [ ]をクリックすると、ボリュームの概要が表示されます。 

 

 

4. ボリュームの詳細情報を確認する場合、ボリューム名をクリックします。 
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5. ボリュームの詳細情報画面が表示されます。 
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6. ボリュームを検索する場合、ボリューム管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力し検索します。 

 

 

 

7. ボリュームの一覧を出力する場合、ボリューム管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能で

す。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 
 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、ボリューム管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスの

チェックの有無を変更します。 

 

 

  

①  

②  
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9. 管理画面に表示するボリュームを選択する場合、ボリューム管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されま

す。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択します。 

 
 

以下からボリュームの詳細画面における各タブでの操作について記載します。 

 

(1) 概要タブ 

1. [概要]をクリックします。 

 

 

  

①  

② 
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2. ボリュームの概要が表示されます。 
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(2) Snapshot タブ 

1. [Snapshot]をクリックします。Snapshot の一覧を確認することが可能です。 

本画面での操作については「9.2.21. Snapshot 操作」を参照してください。 

 
 

(3) クローン階層タブ 

1. [クローン階層]をクリックします。 

クローンボリュームがある場合のみクローンボリュームの階層を確認することが可能です。 
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2. クローンボリュームの階層を確認できます。 

 
 

3. クローンボリュームを作成する場合、[  ]>[クローン]をクリックします。 

 

 

4. 以下の表の情報を入力し、[クローン]をクリックします。 

 
 

  

①  
② 
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設定項目 説明 

名前 クローンボリューム名を指定します。 

シンプロビジョニングを有効にする シンプロビジョニング機能を有効にする場合にチェックを入れます。 

スナップショットの追加 新しい Snapshot を作成してボリュームのクローンを行う場合に指定します。 

既存の Snapshot を使用する 既存の Snapshot を使用してボリュームのクローンを行う場合に指定します。 

既存の Snapshot の中から使用する Snapshot を選択する必要があります。 

 

5. 「ボリュームがクローニングされました。」と表示されることを確認します 

 

 

6. クローンボリュームを親ボリュームからスプリットする場合、[  ]>[スプリット]をクリックします。 

 
 

  

①  

② 
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7. チェックボックスにチェックを入れ、[スプリット]をクリックします。 

 

 

8. 「クローンがスプリットされました。」と表示されることを確認します。 

 
 

9. クローンボリュームを削除する場合、[  ]>[削除]をクリックします。 

 
 

  

①  

② 

① 

② 
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10. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

11. 「ボリュームが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

(4) SnapMirror タブ 

1.  [SnapMirror]をクリックします。 

 
 

  

①  

②  
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2. SnapMirror の詳細情報が表示されます。 

 

 

3. [ ]をクリックすると、SnapMirror の概要が表示されます。 
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4. [初期化されていない]を ON にすると未初期化の SnapMirror 関係が表示されます。 

 

 

5. [初期化されていない]を OFF にすると初期化済みの SnapMirror 関係のみ表示されます。 

 
 

(5) クラウドへのバックアップタブ 

1. [クラウドへのバックアップ]をクリックします。 
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2. クラウドへのバックアップの詳細情報が表示されます。 

※本書ではクラウドへのバックアップの手順「12.1.6. ボリュームをクラウドにバックアップ」は内容を割愛しております。 

 
 

(6) セキュリティタブ 

1. ランサムウェア対策について確認する場合、[セキュリティ]をクリックします。 

 

 

2. ランサムウェア対策についての詳細が表示されます。本画面での設定変更については、「9.2.23. ランサムウェア対策」を参

照してください。 
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(7) ファイルシステムタブ 

本章では主にファイルシステムタブにて表示される内容について記載しています。ファイルシステムタブにおける操作については

「9.2.22.ファイルシステム操作」を参照してください。 

 

1. ファイルシステムにおける読み書きに関するトラッキングを行う場合、[ファイルシステム]>[アクティビティ]をクリックします。 

 
 

2. アクティビティ追跡のレポートが表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. [タイムラインを有効にする]をクリックし、タイムラインを表示することができます。 
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4. [タイムラインを無効にする] をクリックし、タイムラインを表示しないようにすることができます。 
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5. [ダウンロード] をクリックし、アクティビティの追跡結果を CSV でダウンロードすることが可能です。 

 
 

6. ファイルシステムのディレクトリ内の各オブジェクトの詳細情報を表示、または変更履歴やアクセス履歴を確認する場合、[ファ

イルシステム]>[エクスプローラ]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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7. ディレクトリとファイルの情報と、ファイル分析結果（分析をオンにしている場合のみ）が表示されます。 
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8. [グラフィカルビュー]と[リストビュー]をクリックすることでビューを切り替えることが可能です。 

 

 
グラフィカルビューへの切り替え 
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リストビューへの切り替え 
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9. ファイルシステムの使用量を確認する場合、[ファイルシステム]>[使用量]をクリックします。使用量が表示されます。 

 
 

10. ファイルシステムの使用量が表示されます。 

 
 

11. [ダウンロード] をクリックし、使用量のレポートを CSV でダウンロードすることが可能です。 

 

① 

② 
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12. 「このボリュームでは分析はサポートされていません。」と表示されている場合、そのボリュームタイプではファイル分析を実施でき

ません。ファイルシステム分析は、FlexCache ボリュームと SnapMirror デスティネーションボリュームを除いた、NAS ボリュー

ムで利用可能です。 

 

 

(8) クォータレポートタブ 

1. [クォータレポート]をクリックします。 

 

 

2. クォータの詳細情報が表示されます。 
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3. [ダウンロード] をクリックし、使用量のレポートを CSV でダウンロードすることが可能です。 

 
 

4. 画面の項目の表示/非表示を変更する場合、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェックの有無を変更します。 

 
 

5. クォータルールを編集する場合、対象の Qtree にチェックを入れ、[クォータルールの編集]をクリックします。 

 

① 

② 

① 

② 
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6. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします 

 

 

設定項目 説明 

スペース制限 ディスク使用量を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとなります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ディスクを消費することはできません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、SNMP トラッ

プが生成されます。 

ファイル制限 ファイル作成数を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとなります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ファイルを作成することはできません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、SNMP トラッ

プが生成されます。 

 

7. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.2. ボリューム 作成 

ボリュームの言語エンコードは、SVM のデフォルト言語設定で指定した言語が設定されます。ボリュームの言語をデフォルト言語

以外へ設定する際は、CLI にて行う必要があります。 

 

1. ボリューム管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 12 へ進んでください。 

詳細に設定する場合は、[その他のオプション]をクリックしてください。 

  

 

設定項目 説明 

名前 ボリューム名を指定します。 

容量 ボリュームの容量を指定します。 

STORAGE VM ボリュームを作成する SVM 名を記載します。 

※NAS 用の SVM が単一の際には表示されません。 

NFS でエクスポート 選択した SVM で NFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されます。 

対象ボリュームへ NFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 

SMB/CIFS で共有 選択した SVM で CIFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されます。 

対象ボリュームへ CIFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 
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3. 詳細に設定する場合、以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 説明 

名前 ボリューム名を指定します。 

STORAGE VM ボリュームを作成する SVM 名を記載します。 

※NAS 用の SVM が単一の際には表示されません。 

リモート ボリューム（FlexCache）

のキャッシュとして追加 

FlexCache ボリュームとしてボリュームを作成する場合にチェックを入れます。元のボリュ

ームと FlexCache ボリュームが別のクラスタにある場合は、そのクラスタとのピア関係が

すでに設定されている必要があります。 

このチェックボックスにチェックを入れた場合、保護の設定項目は表示されなくなります。 

 クラスタ 元のボリュームのクラスタ名を指定します。 

Storage VM 元のボリュームの SVM 名を指定します。 

ボリューム 元のボリューム名を指定します。 

 キャッシュ間でファイルハンドル

を保持します 

FlexCache ボリュームでファイルハンドルを保持する場合にチェックを入れます。 

事前入力するフォルダ 元のボリューム内の、FlexCache ボリュームに事前に格納するディレクトリへのパスを指

定します。 

サブフォルダを含める サブフォルダを含める場合に指定します。 

上の選択したパスからフォルダを除

外する（オプション） 

元のボリューム内の、FlexCache ボリュームに事前に格納するディレクトリへのパスか

ら、除外するフォルダを指定します。 

容量 ボリュームのサイズを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベ

ル、パフォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。項番 4 を参

照してください。 

FlexCache ライトバックを有効にす

る 

エッジコンピューティング環境や書き込み負荷の高いワークロードのキャッシュのパフォーマ

ンスを向上させる場合、チェックボックスにチェックを入れます。 FlexCache ボリュームと

してボリュームを作成した時に表示されます。 

ボリュームデータをクラスタ全体に分散

する（FlexGroup） 

FlexGroup ボリュームを作成する場合、チェックボックスにチェックを入れます。 

クラウドストレージ FabricPool 対応のアグリゲートにストレージをプロビジョニングし、データをクラウドに階

層化するかを選択します。 

「クラウドに階層化にしない」を選択した場合、ボリュームを階層化します。クラウド階層

と階層化ポリシーの指定が必要です。 

「クラウドに階層化しない」を選択した場合、 ボリュームを階層化しません。 

 クラウド階層 データを階層化するクラウド階層を指定します。 

階層化ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

NFS でエクスポート 選択した SVM で NFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されます。 

対象ボリュームへ NFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 

項番 5 を参照してください。 

SMB/CIFS で共有 選択した SVM で CIFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されま

す。対象ボリュームへ CIFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 
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4. パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

パフォーマンスサービスレベル カスタムを指定します。 

手動配置 ボリュームを配置するアグリゲートを指定する場合にチェックを入れます。 

 ローカル階層 ボリュームを配置するアグリゲートを指定します。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 

設定項目 説明 

項番 5 を参照してください。 

SnapLock を有効にする SnapLock を有効にする場合に指定します。 

設定には事前に SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されている必要がありま

す。項番 6 を参照してください。 

Snapshot を有効にする（ローカ

ル） 

ローカル保護を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

項番 10 を参照してください。 

Snapshot ロックを有効にする Snapshot をロックし削除できないようにする場合に指定します。設定には事前に

SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されている必要があります。 

項番 10 を参照してください。 

SnapMirror を有効にする（ローカ

ルまたはリモート） 

SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

項番 10 を参照してください。 

Ansible Playbook に保存 設定を Ansible Playbook に保存します。 
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5. アクセス権限を設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

NFS でエクスポート NFS アクセスの有効/無効を設定します。 

 ホストにアクセスを許可 NFS アクセスを許可するホストを指定します。 

既存のポリシーを選択、または新しいポリシーを設定します。 

新しいポリシーを設定する場合、アクセスを許可するクライアントの設定を行います。 

ポリシーの名前はボリューム名が自動で割り当てられます。 

SMB/CIFS で共有 SMB/CIFS アクセスの有効/無効を設定します。 

 名前 共有の名前を指定します。 

ユーザにアクセスを許可 SMB/CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

権限 SMB/CIFS アクセス権限を指定します。アクセスなし/読み取り/変更/フルコントロールから選

択します。 
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6. SnapLock を有効にする場合の手順を記載します。 

事前に SnapLock コンプライアンスクロックを初期化していない場合は[SnapLock コンプライアンスクロックの初期化]をクリ

ックします。 

初期化が完了している場合は項番 9 に進んでください。 

 

 

7. [初期化]をクリックします。これをクリックすると表示されたノード全体でコンプライアンスクロックが設定されます。 

 
 

8. 「ノードの SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されました。」と表示されることを確認します。 
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9. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

SnapLock を有効にする SnapLock を有効にする場合に指定します。 

タイプ SnapLock のモードを指定します。 

 コンプライアンス 管理者であってもファイルの削除ができない、厳格なモードです。 

エンタープライズ エンドユーザはファイルのコミットはできても削除はできません。管理者はデータの削除が可能です。 

ファイルの自動コミット ファイルのコミットについて指定します。 

 自動コミットしない ファイルの自動コミットをしない場合に指定します。 

変更 ファイルが自動的にコミットされるまでの変更されない時間を指定します。 

最小保持期間 ボリューム上の WORM 状態にコミットされたファイルの最小保持期間を指定します。 

最大保持期間 ボリューム上の WORM 状態にコミットされたファイルの最大保持期間を指定します。 

デフォルトの保持期間 関連する保持期間のない WORM 状態へのコミット中にファイルに適用されるデフォルトの保持

期間を指定します。 

最小に設定：保持期間は 0 年です。 

最大に設定：保持期間は 30 年です。 

最小値と最大値の間の値に設定：最小保持期間以上、最大保持期間以下の値を指定しま

す。 

制限なし：ファイルを無期限に保持します。（SystemManager では設定不可） 

このオプション値が infinite の場合、期限切れにならない保持期間がデフォルトの保持期間とし

て使用される。このオプション値が未指定の場合、ファイルは永久に保持される。 
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10. 保護について設定する場合、以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot を有効にする（ローカル） Snapshot の有効/無効を指定します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

Snapshot ロックを有効にする Snapshot をロックし削除できないようにする場合に指定します。設

定には事前に SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されてい

る必要があります。手順については項番 6 を参照してください。 

SnapMirror を有効にする（ローカルまたはリモート） SnapMirror を有効化する場合に指定します。 

 保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバー

ジョン）で使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」以外の場合 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェック

を入れない場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転

送を行う場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジ

ュールを設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」の場合 

 SnapMirror クラウド API ライセンスキー SnapMirror クラウド API ライセンスキーを貼り付け、[認証して続

行]をクリックします。 
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11. [保存]をクリックします。 

 

 

12. 「ボリュームが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.3. ボリューム 変更 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[編集]>[ボリューム]をクリックします。 

 
   

① 

② 

③ 
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2. 以下の表の情報を入力します。 
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設定項目 内容 

名前 ボリューム名を指定します。 

容量 ボリュームのサイズを指定します。 

シンプロビジョニングを有効にする シンプロビジョニングの有効化/無効化を指定します。 

サイズを自動的に変更する 自動拡張・縮小の有効化/無効化を指定します。 

有効にした場合、[拡張]または[自動的に拡張/縮小]を指定します。 

 拡張 ボリュームの使用状況に合わせて自動で拡張します。 

拡張時の最大サイズを指定します。 

 自動的に拡張/縮小 ボリュームの使用状況に合わせて自動で拡張・縮小します。 

縮小時の最小サイズと、拡張時の最大サイズを指定します。 

フラクショナルリザーブを有効にする

(100%) 

フラクショナルリザーブ（上書き保障）を有効にする場合に指定します。 

クォータを有効にする/ 

クォータを無効にする 

クォータの有効化/無効化を指定します。 

有効にする場合、事前にクォータルールを設定する必要があります。 

パフォーマンス制限を適用する QoS ポリシーグループを割り当てる場合にチェックを入れます。既存もしくは新規の

QoS ポリシーグループを指定します。 

FlexCache ライトバックを有効にする FlexCache ボリュームにローカルで書き込みを行うことにより、オリジンボリュームに

直接書き込む場合よりもパフォーマンスを上げる場合に指定します。Flex Cache

ボリュームでのみ表示されます。 

セキュリティタイプ セキュリティタイプを指定します。NTFS、UNIX、MIXED の中からいずれかを指定

します。 

 UNIX 権限 セキュリティタイプが UNIX、MIXED の場合に表示されます。 

所有者/グループ/その他に対し、読み取り/書き込み/実行の権限を指定します。 

ストレージ効率の向上を実現 ストレージの容量効率化機能を有効にする場合に指定します。 

SNAPSHOT リザーブ(%) Snapshot 予約領域を指定します。 

Snapshot のスケジュールを設定 Snapshot の有効化/無効化を指定します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

Snapshot ロックを有効にする Snapshot をロックし削除できないようにする場合に指定します。設定には事前に

SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されている必要があります。手順につ

いては項番 4 を参照してください。 

古い Snapshot を自動的に削除する Snapshot 自動削除の有効化/無効化を指定します。 

クライアントに Snapshot ディレクトリを

表示する 

クライアントに Snapshot ディレクトリを表示し、アクセスできるようにする場合に指

定します。 

マウント NFS クライアントにボリュームをマウントさせる場合にチェックを入れます。ボリュームを

マウントするジャンクションパスを指定する必要があります。アンマウントする場合はチ

ェックを外します。 

この項目は NFS プロトコルが設定された SVM のボリュームでのみ表示されます。 

 パス ボリュームをマウントするジャンクションパスを指定します。 

エクスポートポリシー エクスポートポリシーを指定します。 

この項目は NFS プロトコルが設定された SVM のボリュームでのみ表示されます。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  51 

3. パフォーマンス制限を適用する場合、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 
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4. SnapLock を有効にする場合の手順を記載します。 

事前に SnapLock コンプライアンスクロックを初期化していない場合は[SnapLock コンプライアンスクロックの初期化]をクリ

ックします。 

初期化が完了している場合は項番 9 に進んでください。 

 

 

5. [初期化]をクリックします。これをクリックすると表示されたノード全体でコンプライアンスクロックが設定されます。 

 
 

6. 「ノードの SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されました。」と表示されることを確認します。 
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7. エクスポートポリシーを設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

マウント このボリュームのマウント/アンマウントを指定します。 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを指定します。 

 エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。 

[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

新しいポリシーを追加する 新しいエクスポートポリシーを作成します。 

 名前 エクスポートポリシーの名前を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に

指定します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM コピー元のエクスポートポリシーが設定されている SVM 名を選択します。 

 エクスポートポリシー コピー元のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 
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8. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 

 

 

9. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 
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10. [変更内容を確認する]をクリックします。 

 
 

11. 変更箇所が紫で表示されるので、変更内容を確認します。 

 

 

12. [保存]をクリックします。 
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13. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.4. ボリューム クラウド階層化ポリシーの設定 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[編集]>[クラウド階層の設定]をクリックします。 

 

 

2. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

階層化ポリシー 階層化ポリシーを選択します。 

クーリング期間（日数） ユーザデータブロックがコールドであるとみなされ、クラウド階層に階層化されるまでの日数を指定

します。 

階層化ポリシーで<Snapshot のみ/自動>を指定したときに表示されます。 

  

① 

② ③ 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  58 

3. 「ボリュームの階層化ポリシーが更新されました。～（以下省略）」と表示されることを確認します。 
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9.2.5. ボリューム エクスポートポリシー変更 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[編集]>[エクスポートポリシー]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

③ 
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2. 以下の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを指定します。 

 エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。 

[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

新しいポリシーを追加する 新しいエクスポートポリシーを作成します。 

 名前 エクスポートポリシーの名前を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に

指定します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM コピー元のエクスポートポリシーが設定されている SVM 名を選択します。 

 エクスポートポリシー コピー元のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 

 

3. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 
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4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

5. [保存]をクリックします。 
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6. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  63 

9.2.6. ボリューム マウントパス変更 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[編集]>[マウントパス]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 内容 

マウント NFS クライアントにボリュームをマウントさせる場合にチェックを入れます。 

アンマウントする場合はチェックを外します。 

 パス ボリュームをマウントする場合はマウント対象となるジャンクションパスを指定します。 

① 

② 

③ 
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3. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.7. ボリューム サイズ変更 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[サイズ変更]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

容量 ボリュームのサイズを指定します。 

SNAPSHOT リザーブ(%) Snapshot 予約領域を指定します。 

  

① 

② 
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3. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.8. ボリューム 名称変更 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームにカーソルをかざし、[ ]をクリックします。 

 
 

2. ボリューム名を任意の値に変更し、エンターキーを押下します。 

 
 

3. ボリューム名が変更されたことを確認します。 
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9.2.9. ボリューム 削除 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスをすべて選択し、[削除]をクリックします。表示されるチェックボックスは条件によって異なります。 

また、SnapMirror 関係を持つボリュームは、削除前に SnapMirror 関係のリリースを行う必要があります。 

 

 

  

① ② 

① 

② 
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3. 「ボリュームが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. 以下の操作を実施する場合は、下記表に従って手順を進めてください。 

※削除を実行したボリュームは、デフォルトで 12 時間情報が保持されます。時間内であればボリュームをリカバリすることが可能で

す。 

 

 

 

 

 

5. 削除したボリュームを確認する場合、[詳細]>[削除したボリュームを表示]をクリックします。 

 

 

6. 削除したボリュームが表示されます。 

[検索]をクリックしてキーワードを入力し、対象を検索することができます。 

[表示/非表示]をクリックして、表示する項目を指定することができます。 

[フィルタ]をクリックして、一覧の各列においてフィルタを設定することができます。 

 

 

  

操作 手順 

削除したボリュームを確認する場合 項番 5 へ進んでください 

削除ボリュームのリカバリを実施する場合 項番 7 へ進んでください 

削除ボリュームのパージ（完全削除）を実施する場合 項番 9 へ進んでください 

① 

② 
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7. 削除ボリュームのリカバリを実施する場合、リカバリ対象のボリュームを選択し、[ ]>[リカバリ]をクリックします。 

 

 

8. 「ボリュームがリカバリされました。」と表示されることを確認します。 

※ボリュームをリカバリしても、すべての構成がリセットされるわけではありません。ボリュームを元の状態に戻すには、ボリュームの

リカバリ後に、必要に応じて次のタスクを手動で実行する必要があります。 

①ボリュームの名前の変更（削除された時点でボリューム名の後ろに番号が振られるため） 

②ジャンクションパス（ NAS ）を設定 

③ボリューム内の LUN に対するマッピングの作成（ SAN ） 

④ボリューム内の NVMe ネームスペース に対するマッピングの作成（ SAN ） 

⑤Snapshot ポリシーをボリュームに設定 

⑥ボリュームのクォータポリシールールの設定 

⑦ボリュームのタグの設定 

 

 

9. 削除ボリュームのパージ（完全削除）を実施する場合、パージ対象のボリュームを選択し、[ ]>[パージ]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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10. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[パージ]をクリックします。 

 

 

11. 「ボリュームがパージされました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.10. クローンボリューム 作成 

1. ボリューム管理画面より、クローン対象のボリュームを選択し、[ ]>[クローン]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[クローン]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 クローンボリュームのボリューム名を指定します。 

シンプロビジョニングを有効にする シンプロビジョニングを有効にする場合に選択します。 

スナップショットの追加 新しく取得する Snapshot からクローンボリュームを作成する場合に選択します。 

既存の Snapshot を使用する 既存 Snapshot からクローンボリュームを作成する場合に選択します。使用する

Snapshot を一覧から選択してください。 

① 

② 
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3. 「ボリュームがクローニングされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  74 

9.2.11. クローンボリューム スプリット 

1. ボリューム管理画面より、対象のクローンボリュームを選択し、[ ]>[クローンのスプリット]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[スプリット]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 「クローンがスプリットされました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.12. ボリューム キー変更 

ボリュームの暗号化キーを変更します。この操作は暗号化したボリュームが対象となります。 

 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[キー変更]をクリックします。 

 

 

2. [キー変更]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. ボリューム管理画面にてキー変更したボリュームの[ ]をクリックします。 

 

 

4. 「ボリュームのキーを変更しています。」と表示されることを確認します。 
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9.2.13. ボリューム タグ変更 

ボリュームにタグを割り当て、あるカテゴリに属するオブジェクトを識別することができます。 

タグについて以下の点に注意してください。 

・タグは複数のリソースに使用できます。 

・ボリュームに割り当てられているタグは、ボリュームを削除すると削除されます。 

・ボリュームがリカバリキューからリカバリされた場合、タグはリカバリされません。 

・タグは、ボリュームを移動またはクローニングしても保持されます。 

・ディザスタリカバリ関係で Storage VM に割り当てられたタグは、パートナーサイトのボリュームにレプリケートされます。 

 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[タグの管理]をクリックします。 

 

 

2. タグ未設定の場合、以下の画面が表示されるため、[タグの追加]をクリックします。 

タグ設定済みの場合は項番 3 へ進んでください。 

 

① 

② 
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3. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

キー キーとなる単語を指定します。 

例）department 

値（オプション） キーの値を指定します。値はカンマで区切って複数設定することも可能です。 

例）engineering 

 

4. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.14. ボリューム オフライン/オンライン 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

ボリュームをオフラインにする場合 項番 1 へ進んでください 

ボリュームをオンラインにする場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. ボリュームをオフラインにする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[オフラインにする]をクリックしま

す。 

 

 

2. 以下画面が表示された場合は、チェックボックスにチェックを入れ、[オフラインにする]をクリックします。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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3. 「”<ボリューム名>”は現在オフラインです。」と表示されることを確認します。 

 
 

4. ボリュームをオンラインにする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[オンラインにする]をクリックしま

す。 

※この操作はオフラインになっているボリュームでのみ実行可能です。 

 

 

5. 「”<ボリューム名>”は現在オンラインです。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.2.15. ランサムウェア対策 有効化/無効化 

本手順は「9.2.23.1. ランサムウェア対策 有効化/無効化」の手順でも実施可能です。 

 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

ランサムウェア対策を有効化する場合 項番 1 へ進んでください 

ランサムウェア対策を無効化する場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. ランサムウェア対策を有効化する場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[ランサムウェア対策を有

効化]をクリックします。 

 
 

2. [有効化]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 「”<ボリューム名>”ランサムウェア対策が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. ランサムウェア対策を無効化する場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[ランサムウェア対策を無

効にする]をクリックします。 

 
 

5. [無効化]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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6. 「”<ボリューム名>”ランサムウェア対策が無効になっています。」と表示されることを確認します。 
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9.2.16. クォータ 有効化/無効化 

以下に各操作での手順について記載しています。クォータの設定については「9.9. クォータ」を参照し、設定を行ってください。 

操作 手順 

クォータを有効化する場合 項番 1 へ進んでください 

クォータを無効化する場合 項番 3 へ進んでください 

 

1. クォータを有効化する（※）場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[クォータの有効化]をクリック

します。 

※ボリュームに有効なクォータルールが存在する必要があります。 

 

 

2. 「ボリュームが更新されました。」「”<ボリューム名>”でクォータが有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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3. クォータを無効化する場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[クォータの無効化]をクリックします。 

※この操作はクォータが有効化されているボリュームでのみ実行可能です。 

 

 

4. 「ボリュームが更新されました。」「”<ボリューム名>”でクォータが無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.2.17. ボリューム 移動(vol move) 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[  ]>[移動]をクリックします。 

 

 

2. メディアのコストを設定する場合、[  ]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. コストを設定して[保存]をクリックします。 

 

 

4. 「「<メディアの種類>」タイプのメディアの<容量単位>あたりのコストが更新されました」と表示されることを確認します。 

 

 

5. 移動先アグリゲート情報を指定し、[移動]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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6. メッセージが表示された場合は内容を確認し、問題がなければ[移動]をクリックします。 

 
 

7. ボリューム管理画面にて移動したボリュームの[ ]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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8. 「ボリュームを移動しています。」と表示されることを確認します。 

 
 

9. ボリューム管理画面にて移動したボリュームをクリックします。 
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10. 概要タブで移動先のアグリゲート名を確認します。 
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9.2.18. ボリューム 保護 

本章にて、SnapMirror/SnapVault 関係を構築することが可能です。事前に、デスティネーションクラスタや SVM、保護ポリ

シーの設定を必要に応じて実施してください。 

 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[  ]>[保護]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保護]をクリックします。 

※詳細に情報を設定する場合、[その他のオプション]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

デスティネーション クラスタ デスティネーションクラスタ名を指定します。 

デスティネーション STORAGE VM デスティネーション SVM 名を指定します。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。作成したポリシーを指定することも可能です。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）

で使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」以外の場合 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う

場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを

設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

デスティネーション Snapshot をロックする Snapshot をロックする場合に指定します。設定には事前に SnapLock コン

プライアンスクロックが初期化されている必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

保護ポリシーが「クラウドにバックアップ」>「DailyBackup」の場合 

 SnapMirror クラウド API ライセンスキー SnapMirror クラウド API ライセンスキーを貼り付け、[認証して続行]をクリッ

クします。 

 

4. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.19. アクティビティトラッキング 有効化/無効化 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

アクティビティトラッキングを有効にする場合 項番 1 へ進んでください 

アクティビティトラッキングを無効にする場合 項番 3 へ進んでください 

 

1. アクティビティトラッキングを有効にする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[アクティビティトラッキ

ングの有効化]をクリックします。 

 
 

2. 「ボリューム「<ボリューム名>」のアクティビティ追跡が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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3. アクティビティトラッキングを無効にする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[アクティビティトラッキ

ングの無効化]をクリックします。 

※この操作はアクティビティトラッキングが有効化されているボリュームでのみ実行可能です。 

 
 

4. 「ボリューム「<ボリューム名>」のアクティビティ追跡が無効になっています。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.2.20. 分析 有効化/無効化 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

ファイル分析を有効にする場合 項番 1 へ進んでください 

ファイル分析を無効にする場合 項番 3 へ進んでください 

 

1. ファイル分析を有効にする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[  ]>[分析の有効化]をクリックしま

す。 

 
 

2. 「ボリューム「<ボリューム名>」の分析スキャンが完了しました。ボリュームのファイル分析が有効になりました。」と表示されるこ

とを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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3. ファイル分析を無効にする場合、ボリューム管理画面より、対象のボリュームを選択し、[ ]>[分析の無効化]をクリックしま

す。 

※この操作はファイル分析が有効化されているボリュームでのみ実行可能です。 

 
 

4. 「ボリューム「<ボリューム名>」のファイル分析が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.2.21. Snapshot 操作 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 

 

2. [Snapshot]タブをクリックします。 

 

 

3. Snapshot 一覧画面が表示されます。 
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9.2.21.1. Snapshot 作成 

1. Snapshot 一覧画面を開きます。（9.2.21. Snapshot 操作 参照） 

 

 

2. [＋追加]をクリックします。 
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3. 以下の情報を入力し、[追加]をクリックします。 

  
 

設定項目 説明 

SNAPSHOT 名 Snapshot 名を指定します。 

SNAPMIRROR ラベル SnapMirror 転送用のラベルを指定します。 

例）hourly 

 

4. 「Snapshot「<Snapshot 名>」が作成されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.21.2. Snapshot クローンボリューム 

1. Snapshot 一覧画面を開きます。（9.2.21. Snapshot 操作 参照） 

 
 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[クローンボリューム]をクリックします。 

 

 

  

①  

② 
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3. 以下の情報を入力し、[クローン]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 クローンボリューム名を指定します。 

シンプロビジョニング シンプロビジョニング機能を有効にする場合にチェックを入れます。 

 

4. 「ボリュームがクローニングされました <ボリューム名>」と表示されることを確認します。 
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9.2.21.3. Snapshot リストア（ボリュームリストア） 

1. Snapshot 一覧画面を開きます。（9.2.21. Snapshot 操作 参照） 

 

 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[リストア]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[リストア]をクリックします。 

 
 

4. 「スナップショットがリストアされました。」と表示されることを確認します。 

 

  

①  

② 
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9.2.21.4. Snapshot 削除 

1. Snapshot 一覧画面を開きます。（9.2.21. Snapshot 操作 参照） 

 

 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[削除]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

4. 「Snapshot が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

①  

② 
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9.2.22. ファイルシステム操作 

本章では主にファイルシステムタブにて表示される内容について記載しています。ファイルシステムタブにおける操作については

「9.2.1.ボリューム 管理 (7)ファイルシステム」を参照してください。 

 

9.2.22.1. アクティビティの追跡(トラッキング) 有効化/無効化 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 
 

2. [ファイルシステム]>[アクティビティ]をクリックします。 

 

 

3. アクティビティの追跡を有効にする場合、 [アクティビティの追跡（オフ）]スイッチをクリックします。 

 
 

① 

② 
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4. 「ボリューム「<ボリューム名>」のアクティビティ追跡が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. アクティビティの追跡を無効にする場合、 [アクティビティの追跡（オン）]スイッチをクリックします。 

 

 

6. 「ボリューム「<ボリューム名>」のアクティビティ追跡が無効になっています。」と表示されることを確認します。 
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9.2.22.2. アクティビティの追跡(トラッキング) 停止/再開 

アクティビティの追跡（トラッキング）が有効になっている時のみ、更新の停止/再開が可能です。 

 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 
 

2. [ファイルシステム]>[アクティビティ]をクリックします。 

 
 

3. トラッキングの一時停止を行う場合、[更新を一時停止]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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4. トラッキングを再開する場合、[更新を再開します]をクリックします。 
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9.2.22.3. ファイルシステム分析 有効化/無効化 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 
 

2. [ファイルシステム]>[エクスプローラ]をクリックします。 

 
 

3. ファイルシステムの分析を有効にする場合、 [分析(オフ)]スイッチをクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. 「ボリューム「<ボリューム名>」の分析スキャンが完了しました。ボリュームのファイル分析が有効になりました。」と表示されるこ

とを確認します。 

 
 

5. 赤枠部にファイルシステム分析の結果が表示されます。 
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6. ファイルシステムの分析を有効にする場合、 [分析(オン)]スイッチをクリックします。 

 
 

7. 「ボリューム「<ボリューム名>」のファイル分析が無効になりました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.22.4. ファイルシステム分析 分析ビューの操作 

(1) 分析ビューの操作 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 
 

2. [ファイルシステム]>[エクスプローラ]をクリックします。 

 
 

3. 分析ビューに表示する、ファイルアクセス頻度の集計期間を変更する場合、[非活動時間を編集します]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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4. スライダの位置を動かすことで、ファイルアクセス頻度の集計期間を変更することができます。 

 
 

5. [すべてのボリュームにこの設定を保存します]をクリックすると、そのボリュームがある SVM の持つすべてのボリュームに設定が

適用されます。 

 

 

6. 「「非アクティブな日数」設定が「」に更新されました。」と表示されることを確認します。 
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7. 設定を元に戻す場合、[デフォルトにリセット]をクリックします。 

 
 

8. 「「非アクティブな日数」設定が「」に更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

(2) ボリューム移動 

1. 分析ビューにて[  ]>[ボリュームを移動します]をクリックします。 

手順は「9.2.17. ボリューム 移動(vol move)」を参照してください。 

 

 

  

① 

② 
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(3) クラウド階層化ポリシーの設定 

1. 分析ビューにて[  ]>[クラウド階層の設定を編集します]をクリックします。 

手順は「9.2.4.ボリューム クラウド階層化ポリシーの設定」を参照してください。 

 

 

  

① 

② 
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9.2.22.5. ファイルシステム分析 ディレクトリ/ファイルの削除 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 
 

2. [ファイルシステム]>[エクスプローラ]をクリックします。 

 
 

3. ディレクトリを削除する場合、対象のディレクトリにカーソルをかざし、 [ ]をクリックします。 

 

4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

① 

② 
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5. 「ディレクトリが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

6. ファイルを削除する場合、対象のファイルにカーソルをかざし、 [ ]をクリックします。 

 
 

7. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

① 

② 
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8. 「ファイルが削除されました。」と表示されることを確認します。 

  

① 

② 
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9.2.23. ランサムウェア対策  

アンチランサムウェア機能は NAS（NFS および SMB）環境でワークロード分析を使用して、ランサムウェア攻撃を示す可能性

のある異常なアクティビティをプロアクティブに検出して警告します。 

攻撃を検知すると、Snapshot による既存のスケジュールされた保護に加えて、ランサムウェア対策によって新しい Snapshot 

バックアップが作成されます。 

 

1. ボリューム管理画面より、対象のボリュームをクリックします。 

 

 

2. [セキュリティ]をクリックします。 

 
 

3. ランサムウェア対策画面が表示されます。 
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9.2.23.1. ランサムウェア対策 有効化/無効化 

「9.2.15. ランサムウェア対策 有効化/無効化」の手順でも実施可能です。 

 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 

 

2. ランサムウェア対策を有効にする場合、[ステータス]スイッチ（「無効」と表示されています）をクリックします。 

 

 

3. 「ランサムウェア対策を有効にしました」と表示されることを確認します。 
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4. ランサムウェア対策を無効化する場合、[ステータス]スイッチをクリックします。 

モードにより以下のようにステータス表示が異なります。 

・学習モード（ドライランモード）で実行されている場合：「学習モードでイネーブルになります」と表示 

・アクティブモード（有効モード）で実行されている場合：「アクティブモードで有効になります」と表示 

 
学習モードで実行されている場合 

 

 
アクティブモードで実行されている場合 
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5. 内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

6. 「ランサムウェア対策を無効にしました」と表示されることを確認します。 
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9.2.23.2. ランサムウェア対策 一時停止/再開 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 
 

2. ランサムウェア対策を一時的に停止する場合、[ランサムウェア対策を一時停止]をクリックします。 

 

 

3. 「ランサムウェア対策は一時停止しています。」と表示されることを確認します。 
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4. ランサムウェア対策を再開する場合、[ランサムウェア対策を再開]をクリックします。 

 

 

5. 「ランサムウェア対策は再開されています。」と表示されることを確認します。 
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9.2.23.3. ランサムウェア対策 モード変更 

アンチランサムウェア機能では、まず学習期間（「リハーサル」とも呼ばれます）によりボリュームのワークロード特性、アクセスパタ

ーン分析を学習します。 

学習モードでワークロード特性の評価に十分な時間が経過したら、アクティブモードに切り替えてランサムウェアの検知を開始しま

す。 

学習期間は 30 日間にすることが推奨されています。早期に切り替えると誤検知が多発する恐れがあります。最適な学習期間

は Autonomous Ransomware Protection（ARP）機能により自動的に決定され、30 日以内に自動的にアクティブモー

ドに切り替わります。 

アクティブモードから学習モードへの切り替えはできません。 

 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 

 

2.  [アクティブモードに切り替える]をクリックします。 
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3. 「ランサムウェア対策を有効にしました」と表示されることを確認します。 
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9.2.23.4. ランサムウェア対策 異常検知 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 

 

2. 異常が検知された場合、以下のような画面が表示されるので、[疑わしいファイルの種類を表示します]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[疑わしいファイルの種類を更新してクリア]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

タイプ マークするファイルタイプを選択します。 

疑わしいファイルタイプをマークします 選択したファイルタイプを分類します。 

誤検出/潜在的なランサムウェア攻撃 から選択します。 

 

4. 「疑わしいファイルは無視されます」と表示されることを確認します。 

潜在的なランサムウェア攻撃を選択した場合は、項番 5 へ進んでください。 
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5. ランサムウェア攻撃検知の瞬間には以下名称の Snapshot が自動作成されます。 

「Anti_ransomware_backup.YYYY-MM-DD_XXXX」 

この Snapshot(※)またはこれ以前に取得済みの Snapshot を利用してリカバリ可能です。リカバリの可否についてはサポー

トにお問い合わせのうえ、ご確認ください。 

(※) ランサムウェア対策機能の仕様上、この Snapshot は攻撃の直後に取得されたものであるため、最小限の損傷があ

る可能性があります。この Snapshot とスケジュールで取得された Snapshot を組み合わせて最新のデータに復元すること

を推奨します。 
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9.2.23.5. ランサムウェア対策 イベントの重大度設定 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 
 

2. [イベントの重大度設定]をクリックします。 
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3. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

新しいファイル拡張子が検出されました 新しいファイル拡張子が検出された場合の動作を、イベントを生成しない/お知ら

せ”から選択します。 

ランサムウェアのスナップショットを作成しま

した 

ランサムウェア対策のスナップショットが作成された場合の動作を、”イベントを生成

しない/お知らせ”から選択します。 

 

4. 「イベントの重大度設定が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.2.23.6. ランサムウェア対策 ワークロードの特性を設定 

1. ランサムウェア対策画面を開きます。（9.2.23.  ランサムウェア対策 参照） 

 
 

2. [ワークロードの特性を設定]をクリックします。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  137 

3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

高エントロピーデータのサージを監視します ランダムなデータの急増を監視する場合に指定します。 

正常とみなされるランダムデータの割合を指定する必要があります。 

ファイル作成操作のサージを監視する ファイル作成操作の急増を監視する場合に指定します。 

正常とみなされる操作の最大の割合を指定する必要があります。 

ファイル削除操作のサージを監視する ファイル削除操作の急増を監視する場合に指定します。 

正常とみなされる操作の最大の割合を指定する必要があります。 

ファイル名変更操作のサージを監視します ファイル名変更操作の急増を監視する場合に指定します。 

正常とみなされる操作の最大の割合を指定する必要があります。 

よく知られているファイルタイプが疑わない ランサムウェアの検出においてで PDF や JPEG などのよく知られているファイ

ルを無視する場合に指定します。 

新しいファイルタイプを監視します 学習モードで検出しなかったファイルタイプを監視する場合に指定します。 

正常とみなされる新しいファイルタイプの最大数を指定する必要があります。 
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4. 「ワークロード特性の設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. 赤枠部の青数字をクリックすると、学習モードで検出したファイルの拡張子を確認することが可能です。 
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9.3. LUN 

本章を実施する前に iSCSI または FC を使用する SAN 用の SVM を作成する必要があります。SVM の設定を行う場合は

「7.1.2. SVM 作成：プロトコル設定」を参照してください。 

 

9.3.1. LUN 管理 

1. [ストレージ]>[LUNs]をクリックします。 

 
 

2. LUN 管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. 管理画面より LUN 概要を確認する場合、[ ]をクリックすると、LUN の概要が表示されます。 

 

 

4. LUN の詳細情報を確認する場合、LUN 名をクリックします。 
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5. 詳細情報が表示されます。 
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6. LUN を検索する場合、LUN 管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

7. LUN の一覧を出力する場合、LUN 管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。この

際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、LUN 管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェッ

クを変更します。  

 

 

  

① 

② 
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9. 管理画面に表示する LUN を選択する場合、LUN 管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値

を入力し、[  ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

 

以下から LUN の詳細画面における各タブでの操作について記載します。 

 

(1) 概要タブ 

1. [概要]タブをクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. LUN の概要が表示されます。 
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(2) SnapMirror タブ 

1. [SnapMirror]をクリックします。 

 

 

2. SnapMirror の詳細情報が表示されます。 

 

 

3. [初期化されていない]を ON にすると未初期化の SnapMirror 関係も表示されます。 
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4. [初期化されていない]を OFF にすると初期化済みの SnapMirror 関係が表示されます。 

 

 

(3) クラウドへのバックアップタブ 

1. クラウドへのバックアップの詳細情報を確認する場合、[クラウドへのバックアップ]をクリックします。 

 

 

2. クラウドへのバックアップの詳細情報が表示されます。 

※本書ではクラウドへのバックアップの手順「12.1.6. ボリュームをクラウドにバックアップ」は内容を割愛しております。 
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9.3.2. LUN 作成 

LUN 作成時は以下の理由により、サイズに注意してください。 

LUN の最大サイズは 128TB です。LUN 作成後のサイズ縮小は可能ですが、ONTAP System Manager ではデータ破損

の恐れがあるためサポートされていません。LUN データを含むブロックを切り捨てずに LUN のサイズを適切に縮小するには、

SnapCenter などのツールを使用してください。 

 

1. LUN 管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 8 へ進んでください。 

詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

※操作時の条件によって、表示される項目が異なります。 

 
既存のイニシエータグループや SAN 用 SVM がある場合の画面 

 

  

設定項目 説明 

名前 LUN 名の先頭を指定します。 

STORAGE VM LUN を作成する SVM を指定します。 

※SAN 用の SVM が単一の際には表示されません。 

LUN 数 作成する LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

LUN タイプ LUN を接続するホスト OS のタイプを指定します。 

ホストイニシエータ マッピングするイニシエータを指定します。既存のイニシエータグループがない場合、表示さ

れます。 

イニシエータグループ イニシエータグループを指定します。既存のイニシエータグループがある場合、表示されま

す。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※パフォーマンスサービスレベルをカスタム設定する場合は項番 4、保護を有効にする場合は項番 5、ホストマッピングについては

項番 6 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

名前のプレフィックス LUN 名の先頭を指定します。 

STORAGE VM LUN を作成する SVM を指定します。 

※SAN 用の SVM が単一の際には表示されません。 

関連する LUN のグループ 既存のボリュームに LUN を追加する場合に指定します。 

既存の LUN を選択すると、その LUN が所属するボリューム名が確認できま

すので、対象のボリュームに所属する LUN を指定してください。 

LUN 数 作成する LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最

高レベル、パフォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

各 LUN にパフォーマンス制限を適用します。 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

クラウドストレージ FabricPool 対応のアグリゲートにストレージをプロビジョニングし、データをクラ

ウドに階層化するかを選択します。 

「クラウドに階層化にしない」を選択した場合、ボリュームを階層化します。クラ

ウド階層と階層化ポリシーの指定が必要です。 

「クラウドに階層化しない」を選択した場合、 ボリュームを階層化しません。 

 クラウド階層 データを階層化するクラウド階層を指定します。 

階層化ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

Snapshot を有効にする（ローカル） ローカル保護を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

SnapMirror を有効にする（ローカルまたはリ

モート） 

SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

LUN タイプ LUN を接続するホスト OS のタイプを指定します。 

既存のイニシエータグループ 既存イニシエータグループを指定する場合、クリックします。マッピングするイニシ

エータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新しい

イニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループ

を作成します。 

ホストイニシエータ 新規でイニシエータグループを作成する場合にクリックします。[+追加]をクリッ

クし、イニシエータを指定します。 

Ansible Playbook に保存 設定を Ansible Playbook に保存します。 
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4. パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

手動配置 LUN を配置するアグリゲートを指定する場合にチェックを入れます。 

 ローカル階層 LUN を配置するアグリゲートを指定します。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 
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5. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot を有効にする（ローカル） Snapshot 有効/無効を指定します。適用する Snapshot ポリシーを選択

します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（ローカルまたはリ

モート） 

SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）

で使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う

場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを

設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 
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6. ホストマッピングの設定をする場合は、以下の表に記載した情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

既存のイニシエータグループ 既存のイニシエータグループからイニシエータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用

した新しいイニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループを作成しま

す。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

ホストイニシエータ 新しいイニシエータグループを作成します。 

有効な FC WWPN の例は「01:02:03:04:0a:0b:0c:0d」です。 

有効な iSCSI イニシエータ名の例は、「iqn.1995-08.com.example:string」や

「eui.0123456789abcdef」です。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

 FC イニシエータ FC イニシエータを追加します。FC プロトコルを設定した SVM で表示されます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 iSCSI イニシエータ iSCSI イニシエータを追加します。iSCSI プロトコルを設定した SVM で表示されます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 
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7. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

8. 「LUN が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.3. LUN 変更 

LUN のサイズを縮小すると、データが永久に失われたり破損したりするおそれがあります。LUN サイズの縮小は ONTAP 

System Manager では推奨されていません。LUN データを含むブロックを切り捨てずに LUN のサイズを適切に縮小するには、

SnapCenter などのツールを使用してください。 

 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[変更内容を確認する]をクリックします。 
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3. パフォーマンスサービス制限を設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 
 

  

設定項目 説明 

名前 LUN 名を指定します。 

説明 LUN の説明を指定します。 

容量 LUN のサイズを指定します。 

ただし、LUN サイズの縮小は ONTAP System Manager ではサポートされていません。 

シンプロビジョニング シンプロビジョニングを使用する場合は選択します。 

パフォーマンス制限を適用します パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、パフ

ォーマンスサービスレベルは設定されません。 

スペース割り当てを有効にします スペース割り当てを有効にする場合に指定します。 

有効にすると、ボリュームがスペース不足になってボリューム内の LUN にデータを書き込めなく

なった時にも LUN は読み取り専用モードでオンライン状態を維持し、ホストに通知が届きま

す。スペース割り当ての有効/無効を変更した場合、ホストをリブートする必要があります。 

ホストマッピング マッピングするイニシエータグループを選択します。 
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設定項目 説明 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 

 

4. 変更内容を確認し、[保存]をクリックします。 
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5. 警告が表示された場合、内容を確認し、問題なければ[OK]をクリックします。 

 

 

6. 「LUN が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

7. LUN をサイズ変更した場合は、ホストにサイズの変更を認識させるため、ホストのマニュアルに従いホストから LUN を再スキャ

ンしてください。 
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9.3.4. LUN 削除 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「lun が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9.3.5. LUN クローン 

1. LUN 管理画面より、クローン対象の LUN を選択し、[ ]>[クローン]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 クローンする LUN の LUN 名を指定します。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

既存のイニシエータグループ 既存イニシエータグループを指定する場合、クリックします。マッピングするイニシ

エータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新しい

イニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループ

を作成します。 

ホストイニシエータ 新規でイニシエータグループを作成する場合にクリックします。[+追加]をクリッ

クし、イニシエータを指定します。 
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3. ホストマッピングについては、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

既存のイニシエータグループ 既存のイニシエータグループからイニシエータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新

しいイニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループを作

成します。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

ホストイニシエータ 新しいイニシエータグループを作成します。 

有効な FC WWPN の例は「01:02:03:04:0a:0b:0c:0d」です。 

有効な iSCSI イニシエータ名の例は、「iqn.1995-

08.com.example:string」や「eui.0123456789abcdef」です。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

 FC イニシエータ FC イニシエータを追加します。FC プロトコルを設定した SVM で表示されます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 iSCSI イニシエータ iSCSI イニシエータを追加します。iSCSI プロトコルを設定した SVM で表示されま

す。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 
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4. [クローン]をクリックします。 

 

 

5. 「LUN がクローニングされました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.6. LUN 移動 

1. LUN 管理画面より、移動対象の LUN を選択し、[ ]>[移動]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、 [移動]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

既存のボリューム 既存のボリュームに移動する場合に指定します。 

既存のボリュームを選択する必要があります。 

新しいボリューム 新しいボリュームを作成し移動する場合に指定します。 

 ボリューム名 ボリューム名を指定します。 

ローカル階層 ボリュームを作成するアグリゲートを指定します。 

 

  

① 

② 
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3. 「LUN「<LUN 名>」がボリューム「<ボリューム名>」に移動されました。」と表示されることを確認します。 

メッセージの表示までに時間がかかることがあります。 
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9.3.7. LUN 保護 

本章にて、SnapMirror/SnapVault 関係を構築することが可能です。また、本章を実施前に、デスティネーションクラスタや

SVM、保護ポリシーの設定を必要に応じて実施してください。 

 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[保護]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保護]をクリックし、項番 4 へ進んでください。 

※詳細に情報を設定する場合、[その他のオプション]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

デスティネーション クラスタ SnapMirror の受信側のクラスタ名を指定します。 

STORAGE VM SnapMirror の受信側の SVM 名を指定します。 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用されてい

たポリシーを表示する場合に指定します。 

クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。Auto/Extreme/Performance/Value から

選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、パフ

ォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、指定しま

す。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する場合

に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

デスティネーション Snapshot を

ロックする 

Snapshot をロックする場合に指定します。設定には事前に SnapLock コンプライアンスク

ロックが初期化されている必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

4. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.8. 関連する LUN を追加 

本章では、既存のボリュームに新規 LUN を追加する手順を記載します。 

 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[関連する LUN を追加]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力します。 
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3. ホストマッピングについては、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

  

設定項目 説明 

LUN 数 作成する LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

LUN タイプ LUN を接続するホスト OS のタイプを指定します。 

既存のイニシエータグループ 既存イニシエータグループを指定する場合、クリックします。マッピングするイニシ

エータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新しい

イニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループ

を作成します。 

ホストイニシエータ 新規でイニシエータグループを作成する場合にクリックします。[+追加]をクリッ

クし、イニシエータを指定します。 

Ansible Playbook に保存 設定を Ansible Playbook に保存します。 
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設定項目 説明 

既存のイニシエータグループ 既存のイニシエータグループからイニシエータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新

しいイニシエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグループを作

成します。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

ホストイニシエータ 新しいイニシエータグループを作成します。 

有効な FC WWPN の例は「01:02:03:04:0a:0b:0c:0d」です。 

有効な iSCSI イニシエータ名の例は、「iqn.1995-

08.com.example:string」や「eui.0123456789abcdef」です。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

 FC イニシエータ FC イニシエータを追加します。FC プロトコルを設定した SVM で表示されます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 iSCSI イニシエータ iSCSI イニシエータを追加します。iSCSI プロトコルを設定した SVM で表示されま

す。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 

4. [保存]をクリックします。 

 
 

5. 「LUN が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.9. LUN オンライン/オフライン 

操作 手順 

LUN をオフラインにする場合 項番 1 へ進んでください 

LUN をオンラインにする場合 項番 4 へ進んでください 

 

1. LUN をオフラインにする場合、LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[オフラインにする]をクリックします。 

 
 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[オフライン]をクリックします。 

 
 

3. 「LUN「<LUN 名>」は現在オフラインです。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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4. LUN をオンラインにする場合、LUN 管理画面より、対象の LUN を選択し、[ ]>[オンラインにする]をクリックします。 

 
 

5. 「LUN「<LUN 名>」は現在オンラインです。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.3.10. LUN 整合グループへ追加 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN にチェックを入れ、[＋整合性グループ]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保護]をクリックします。項番 9 へ進んでください。 

※詳細に情報を設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

 
 

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※子整合グループを作成する場合は項番 4、保護を有効にする場合は項番 7 へ進んでください。 

 
 

 

  

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

アプリケーションタイプ 整合グループがホストするアプリケーションのタイプをリストから選択します。 

子整合性グループの追加 子整合グループを作成する場合にクリックします。 

Snapshot のスケジュール設定（ローカ

ル） 

Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れ

ます。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 
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4. 子整合グループを追加する場合、[子整合性グループの追加]をクリックします。 

 
 

5. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

ボリューム 子整合グループ含むボリューム名を指定します。 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェ

ックを入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

 

6. 子整合グループ名を編集する場合、[ ]をクリックし編集します。 
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7. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot のスケジュール設定（ローカ

ル） 

Snapshot の有効/無効を指定します。適用する Snapshot ポリシーを選択しま

す。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使

用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース  

 イニシエータグループのレプリケート イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

チェックを入れると未レプリケートのイニシエータグループのみがレプリケートされます。 

保護ポリシーで AutomatedFailOver、AutomatedFailOverDuplex を選択

した時のみ表示されます。 

近接設定の編集 ホストに最も近い SVM を指定し、データパス最適化とレイテンシ削減をはかる場

合にクリックします。 

保護ポリシーで AutomatedFailOverDuplex を選択した時のみ表示されます。 

設定を行う場合は項番 8 を参照してください。 

デスティネーション  

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

整合性グループ デスティネーション側の整合性グループ名を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場

合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、

指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定

する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 
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8. イニシエータグループの近接設定を行う場合、[近接設定の編集]をクリックします。 

 

 

9. 以下の画面が表示されるので、イニシエータの近接先を選択し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ソース ホストに最も近いイニシエータをソース SVM とする場合に指定します。 

デスティネーション ホストに最も近いイニシエータをデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

両方 ホストに最も近いイニシエータをソース SVM またはデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

なし 近接設定を行わない場合に指定します。 

① 

② 

③ 
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10. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

11. 「整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.11. LUN イニシエータグループにマッピング 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN にチェックを入れます。 

 
 

2. [詳細]>[イニシエータグループにマッピング]をクリックします。 

 
 

3. マッピングするイニシエータグループにチェックを入れ、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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4. 「選択したイニシエータグループに LUN がマッピングされました。」と表示されることを確認します。 
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9.3.12. LUN QoS ポリシーグループ編集 

1. LUN 管理画面より、対象の LUN にチェックを入れます。 

 
 

2. [詳細]>[QoS ポリシーグループを編集します]をクリックします。 

 
 

3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 

 

4. 「選択した QoS ポリシーグループで LUN が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.4. NVMe ネームスペース 

本章を実施する前に NVMe を使用する SAN 用の SVM を作成する必要があります。SVM の設定を行う場合は「7.1.2. 

SVM 作成:プロトコル設定」を参照してください。 

 

9.4.1. NVMe ネームスペース 管理 

1. [ストレージ]>[NVMe ネームスペース]をクリックします。 

 

 

2. NVMe ネームスペース管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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3. 管理画面より NVMe ネームスペース概要を確認する場合、[ ]をクリックすると、NVMe ネームスペースの概要が表示されま

す。 

 

 

4. NVMe ネームスペースの詳細情報を確認する場合、NVMe ネームスペース名をクリックします。 
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5. 詳細情報が表示されます。 

 

 

6. NVMe ネームスペースを検索する場合、NVMe ネームスペース管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを

入力します。 

 
 

  

① 

② 
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7. NVMe ネームスペースの一覧を出力する場合、NVMe ネームスペース管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイル

を出力することが可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができま

す。 

 

 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、NVMe ネームスペース管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェッ

クボックスのチェックを変更します。 

 

 

9. 管理画面に表示する NVMe ネームスペースを選択する場合、NVMe ネームスペース管理画面より、[フィルタ]をクリックする

と、検索バーが表示されます。値を入力し、[  ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが

可能です。 

 

 

  

① 

② 
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9.4.2. NVMe ネームスペース 作成 

1. NVMe ネームスペース管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 6 に進んでください。 

詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックし、項番 3 に進んでください。 

※操作時の条件によって、表示される項目が異なります。 

  
 

設定項目 説明 

名前のプレフィックス NVMe ネームスペース名の先頭を指定します。 

STORAGE VM NVMe ネームスペースを作成する SVM 名を指定します。 

※NVMe 用の SVM が単一の際には表示されません。 

ネームスペース数 作成する NVMe ネームスペース数を指定します。 

ネームスペースあたりの容量 NVMe ネームスペースのサイズを指定します。 

ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。既存の

NVMe サブシステムがない場合、表示されます。 

NVME サブシステム NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムを指定します。既存の NVMe サブシ

ステムがある場合、表示されます。 
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3. 詳細に設定する場合、以下の画面が表示されます。 

※パフォーマンスサービスレベルをカスタム設定する場合は項番 4 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

名前のプレフィックス NVMe ネームスペース名の先頭を指定します。 

STORAGE VM NVMe ネームスペースを作成する SVM 名を指定します。 

※NVMe 用の SVM が単一の際には表示されません。 

関連する NVMe ネームスペースで

グループ化します 

既存のボリュームに NVMe ネームスペースを追加する場合に指定します。 

既存の NVMe ネームスペースを選択すると、その NVMe ネームスペースが所属するボリ

ューム名が確認できますので、対象のボリュームに所属する NVMe ネームスペースを指定

してください。 

ネームスペース数 作成する NVMe ネームスペース数を指定します。 

ネームスペースあたりの容量 NVMe ネームスペースのサイズを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、

パフォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

クラウドストレージ FabricPool 対応のアグリゲートにストレージをプロビジョニングし、データをクラウドに階層

化するかを選択します。 

「クラウドに階層化にしない」を選択した場合、ボリュームを階層化します。クラウド階層と

階層化ポリシーの指定が必要です。 

「クラウドに階層化しない」を選択した場合、 ボリュームを階層化しません。 

 クラウド階層 データを階層化するクラウド階層を指定します。 

階層化ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します 

既存のサブシステムを使用する NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムに、既存の NVMe サブシステムを

使用する場合に指定します。 

新しいサブシステムを追加する NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムに、新しく NVMe サブシステムを

設定する場合に指定します。 

 名前 NVMe ネームスペースの名前を指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を指定する場合は[＋追加]をクリックしてください。 

インバンド認証を使用する DH-HMAC-CHAP 認証を使用して、NVMe/TCP および NVMe/FC プロトコルを介し

た NVMe ホストとコントローラ間のインバンド（セキュア）双方向および単方向認証を設

定する場合に指定します。 

 ホストシークレット ホストの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

優先ハッシュ関数 インバンド認証ハッシュ関数を指定します。 

コントローラシークレット コントローラの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

優先 DH グループ DH グループを指定します。 

Snapshot を有効にする（ローカ

ル） 

ローカル保護を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。リストから

Snapshot ポリシーを選択します。 
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4. パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最

大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 

 

5. [保存]をクリックします。 

 
 

6. 「NVMe ネームスペースが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.4.3. NVMe ネームスペース 変更 

1. NVMe ネームスペース管理画面より、対象の NVMe ネームスペースを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

容量 NVMe ネームスペースのサイズを指定します。 

既存のサブシステムを使用する 既存のサブシステムを使用する場合に指定します。NVMe サブシステムを選択します。 

新しいサブシステムを追加する 新しいサブシステムを追加する場合に指定します。 

 ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

名前 NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステム名を指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を指定する場合は[＋追加]をクリックしてください。 

 インバンド認証を使用する DH-HMAC-CHAP 認証を使用して、NVMe/TCP および NVMe/FC プロトコルを介し

た NVMe ホストとコントローラ間のインバンド（セキュア）双方向および単方向認証を設

定する場合に指定します。 

 ホストシークレット ホストの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

優先ハッシュ関数 インバンド認証ハッシュ関数を指定します。 

コントローラシークレット コントローラの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

優先 DH グループ DH グループを指定します。 

 

3. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.4.4. NVMe ネームスペース クローン 

1. NVMe ネームスペース管理画面より、対象の NVMe ネームスペース管理を選択し、[ ]>[クローン]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[クローン]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

名前 クローンして作成する NVMe サブシステム名を指定します。 

既存のサブシステムを使用する 既存のサブシステムを使用する場合に指定します。NVMe サブシステムを選択します。 

新しいサブシステムを追加する 新しいサブシステムを追加する場合に指定します。 

 ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

名前 NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステム名を指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を指定する場合は[＋追加]をクリックしてください。 

 インバンド認証を使用する DH-HMAC-CHAP 認証を使用して、NVMe/TCP および NVMe/FC プロトコルを介

した NVMe ホストとコントローラ間のインバンド（セキュア）双方向および単方向認証

を設定する場合に指定します。 

  ホストシークレット ホストの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先ハッシュ関数 インバンド認証ハッシュ関数を指定します。 

  コントローラシークレット コントローラの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先 DH グループ DH グループを指定します。 

 

3. 「NVMe ネームスペースがクローニングされました。」と表示されることを確認します。 
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9.4.5. NVMe ネームスペース 削除 

1. NVMe ネームスペース管理画面より、対象の NVMe ネームスペースを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「nvme ネームスペースが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9.4.6. 関連する NVMe ネームスペースを追加 

本章では、既存のボリュームに新規 NVMe ネームスペースを追加する手順を記載します。 

 

1. NVMe ネームスペース管理画面より、対象の NVMe ネームスペースを選択し、[ ]>[関連する NVMe ネームスペースを追

加します]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ネームスペース数 作成する NVMe ネームスペース数を指定します。 

ネームスペースあたりの容量 NVMe ネームスペースのサイズを指定します。 

ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

既存のサブシステムを使用する 既存のサブシステムを使用する場合に指定します。NVMe サブシステムを選択します。 

新しいサブシステムを追加する 新しいサブシステムを追加する場合に指定します。 

 名前 NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステム名を指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を指定する場合は[＋追加]をクリックしてください。 

 インバンド認証を使用する DH-HMAC-CHAP 認証を使用して、NVMe/TCP および NVMe/FC プロトコルを介し

た NVMe ホストとコントローラ間のインバンド（セキュア）双方向および単方向認証を設

定する場合に指定します。 

  ホストシークレット ホストの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先ハッシュ関数 インバンド認証ハッシュ関数を指定します。 

  コントローラシークレット コントローラの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先 DH グループ DH グループを指定します。 

 

3. 「NVMe ネームスペースが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5. 整合グループ 

整合グループは、複数のボリュームを使うアプリケーションワークロードに対して書き込み順序の整合性保証を提供するボリューム

の集まりです。整合グループを使った Snapshot によるデータ保護を行うことにより、アプリケーションのワークロード全体をリストアで

きます。 

整合グループは、プロトコル（NAS、SAN、NVMe）に関係なく任意の FlexVol をサポートします。 

整合グループは子整合グループを作成して階層型の関係にすることもできます。 

 

本章を実施する前に SVM を作成する必要があります。SVM の設定を行う場合は「7.1.2. SVM 作成/プロトコル設定」を参

照してください。ボリュームは必要に応じて作成してください。 

 

9.5.1. 整合グループ 管理 

1. [ストレージ]>[整合グループ]をクリックします。 

 

 

2. 整合グループ管理画面が表示されます。 

 

  

① 

② 
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3. 管理画面より整合グループ階層を確認する場合、[ ]をクリックすると、整合グループの階層が表示されます。（階層がある

整合グループのみ） 

 

 

4. 整合グループの詳細情報を確認する場合、整合グループ名をクリックします。 
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5. 詳細情報が表示されます。 

 
 

6. 整合グループを検索する場合、整合グループ管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 
 

  

① 

② 
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7. 整合グループの一覧を出力する場合、整合グループ管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが

可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、整合グループ管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックス

のチェックを変更します。 

 

 

9. 管理画面に表示する整合グループを選択する場合、整合グループ管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表

示されます。値を入力し、[  ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  210 

以下より整合グループの詳細画面における各タブでの操作について記載します。 

 

(1) 概要タブ 

1. [概要]タブをクリックします。 

 

 

2. 整合グループの概要が表示されます。 
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(2) Snapshot タブ 

本操作については「9.5.14. 整合グループ Snapshot 」を参照してください。 

 

(3) SnapMirror タブ 

1. SnapMirror の詳細情報を確認する場合、[SnapMirror]をクリックします。 

 

 

2. SnapMirror の詳細情報が表示されます。 

 

 

3. [初期化されていない]を ON にすると未初期化の SnapMirror 関係も表示されます。 
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4. [初期化されていない]を OFF にすると初期化済みの SnapMirror 関係のみ表示されます。 
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9.5.2. 整合グループ 作成 

9.5.2.1. 既存のボリュームから作成 

1. 整合グループ管理画面より、[+追加]>[既存のボリュームを使用]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックし、項番 9 へ進んでください。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

 
 

  設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

STORAGE VM 整合グループに含む SVM 名を指定します。 

ボリューム 整合グループに含むボリューム名を指定します。 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※子整合グループを作成する場合は項番 4、保護を有効にする場合は項番 7 へ進んでください。 

 
 

 

  

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

アプリケーションタイプ 整合グループがホストするアプリケーションのタイプをリストから選択します。 

STORAGE VM 整合グループに含む SVM 名を指定します。 

ボリューム 整合グループに含むボリューム名を指定します。 

子整合性グループの追加 子整合グループを作成する場合にクリックします。 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを

入れます。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  215 

4. 子整合グループを追加する場合、[子整合性グループの追加]をクリックします。 

 
 

5. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

ボリューム 子整合グループ含むボリューム名を指定します。 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを

入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 
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6. 子整合グループ名を編集する場合、[ ]をクリックし編集します。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  217 

7. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot のスケジュール設定（ローカ

ル） 

Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れ

ます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

整合性グループ デスティネーション側の整合性グループ名を指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場

合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、

指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定

する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

8. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

9. 「整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.2.2. 新しい LUN から作成 

1. 整合グループ管理画面より、[+追加]>[新しい LUN を使用する]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

 

  

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

STORAGE VM 整合グループに含む SVM 名を指定します。 

※SAN 用の SVM が単一の際には表示されません。 

LUN 数 整合グループに作成する LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

ボリュームを追加する LUN を追加する場合にクリックします。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します。 

LUN タイプ LUN を接続するホスト OS のタイプを指定します。 

イニシエータグループ イニシエータグループを指定します。 
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3. アプリケーションタイプ、パフォーマンスサービスレベル、子整合性グループ、保護、ホストマッピングについて設定する場合は[そ

の他のオプション]をクリックします。 

 

 

4. アプリケーションタイプを設定する場合は、リストから選択します。 
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5. パフォーマンスサービスレベルを設定する場合は、リストから選択します。パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場

合は、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パフ

ォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを設定し

た場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最大値の

指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限

を共有 

ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合にチェックを

入れます。 
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6. 子整合グループを追加する場合、[子整合性グループの追加]をクリックします。 

 
 

7. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パ

フォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。項番 5 を参照し

て下さい。 

LUN 数 子整合グループに含む LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

ボリュームを追加する LUN を追加する場合にクリックします。 

Snapshot のスケジュール設定

（ローカル） 

Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

 

8. 子整合グループ名を編集する場合、[ ]をクリックし編集します。 
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9. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールの有効/無効を指定します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

整合性グループ 整合グループを指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名のプレフィックスとサフィックスを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う

場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを

設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

10. ホストマッピングの設定をする場合は、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

既存のイニシエータグループ 既存のイニシエータグループからイニシエータグループを選択します。 

既存のイニシエータグループを使用した新しいイニ

シエータグループ 

既存のイニシエータグループからグループを選択し、新しいイニシエータグル

ープを作成します。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

ホストイニシエータ 新しいイニシエータグループを作成します。 

有効な FC WWPN の例は「01:02:03:04:0a:0b:0c:0d」です。 

有効な iSCSI イニシエータ名の例は、「iqn.1995-

08.com.example:string」や「eui.0123456789abcdef」です。 

 イニシエータグループ 名前 イニシエータグループの名前を指定します。 

 FC イニシエータ FC イニシエータを追加します。FC プロトコルを設定した SVM で表示され

ます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 iSCSI イニシエータ iSCSI イニシエータを追加します。iSCSI プロトコルを設定した SVM で表

示されます。 

[＋追加イニシエータ]をクリックし、イニシエータを追加する必要があります。 

 

11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

12. 「整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.2.3. 新しい NVMe ネームスペースから作成 

1. 整合グループ管理画面より、[+追加]>[新しい NVMe ネームスペースを使用する]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  229 

2. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

STORAGE VM 整合グループに含む SVM 名を指定します。 

※NVMe 用の SVM が単一の際には表示されません。 

ネームスペース数 整合グループに作成するネームスペース数を指定します。 

ネームスペースあたりの容量 ネームスペースのサイズを指定します。 

ボリュームを追加する ネームスペースを追加する場合にクリックします。 

ホストオペレーティングシステム ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。既存

の NVMe サブシステムがない場合、表示されます。 

NVMe サブシステム NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムを指定します。既存の NVMe サブシ

ステムがある場合、表示されます。 
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3. アプリケーションタイプ、パフォーマンスサービスレベル、子整合性グループ、ホストマッピング、保護について設定する場合は[そ

の他のオプション]をクリックします。 

 

 

4. アプリケーションタイプを設定する場合は、リストから選択します。 
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5. パフォーマンスサービスレベルを設定する場合は、リストから選択します。パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場

合は、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パフ

ォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを設定し

た場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最大値の

指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限

を共有 

ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合にチェックを

入れます。 
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6. 子整合グループを追加する場合、[子整合性グループの追加]をクリックします。 

 
 

7. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パ

フォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。項番 5 を参照し

て下さい。 

ネームスペース数 整合グループに作成するネームスペース数を指定します。 

ネームスペースあたりの容量 ネームスペースのサイズを指定します。 

ボリュームを追加する ネームスペースを追加する場合にクリックします。 

Snapshot のスケジュール設定

（ローカル） 

Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

 

8. 子整合グループ名を編集する場合、[ ]をクリックし編集します。 
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9. ホストマッピングの設定をする場合は、以下の表に記載した情報を入力します。 

 
  

設定項目 説明 

ホストオペレーティングシステム NVMe ネームスペースを接続するホストオペレーティングシステムを指定します 

既存のサブシステムを使用する NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムに、既存の NVMe サブシステム

を使用する場合に指定します。NVMe サブシステムを選択する必要があります。 

新しいサブシステムを追加する NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムに、新しく NVMe サブシステム

を設定する場合に指定します。 

 名前 NVMe ネームスペースの名前を指定します。 

ホスト NQN NVMe ネームスペースを接続する NVMe サブシステムのホスト NQN を指定します。 

複数のホスト NQN を指定する場合は[＋追加]をクリックしてください。 

 インバンド認証を使用する DH-HMAC-CHAP 認証を使用して、NVMe/TCP および NVMe/FC プロトコルを介

した NVMe ホストとコントローラ間のインバンド（セキュア）双方向および単方向認証

を設定する場合に指定します。 

  ホストシークレット ホストの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先ハッシュ関数 インバンド認証ハッシュ関数を指定します。 

  コントローラシークレット コントローラの DH-HMAC-CHAP キーを指定します。 

  優先 DH グループ DH グループを指定します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  235 

10. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールの有効/無効を指定します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

整合性グループ 整合グループを指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名のプレフィックスとサフィックスを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う

場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを

設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

12. 「整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.2.4. 新しい NAS ボリュームから作成 

1. 整合グループ管理画面より、[+追加]>[新しい NAS ボリュームの使用]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

 

  

設定項目 説明 

名前 整合グループの名前を指定します。 

STORAGE VM 整合グループに含む SVM 名を指定します。 

※NAS 用の SVM が単一の際には表示されません。 

ボリュームの数 整合グループに作成するボリューム数を指定します。 

容量 ボリュームのサイズを指定します。 

追加 ボリュームを追加する場合にクリックします。 

NFS 経由でボリュームうぃエクスポート 選択した SVM で NFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されま

す。対象ボリュームへ NFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 

SMB/CIFS 経由でボリュームを共有 選択した SVM で CIFS が有効化されている場合、アクセス権限の欄に表示されま

す。対象ボリュームへ CIFS アクセスする場合はチェックボックスにチェックを入れます。 
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3. アプリケーションタイプ、パフォーマンスサービスレベル、子整合性グループ、アクセス権限、保護について設定する場合は[その

他のオプション]をクリックします。 

 

 

4. アプリケーションタイプを設定する場合は、リストから選択します。 
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5. パフォーマンスサービスレベルを設定する場合は、リストから選択します。パフォーマンスサービスレベルをカスタムに設定する場

合は、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パフ

ォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを設定し

た場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最大値の

指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限

を共有 

ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合にチェックを

入れます。 
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6. 子整合グループを追加する場合、[子整合性グループの追加]をクリックします。 

 
 

7. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レベル、パ

フォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。項番 5 を参照し

て下さい。 

ボリュームの数 整合グループに作成するボリューム数を指定します。 

容量 ボリュームのサイズを指定します。 

追加 ネームスペースを追加する場合にクリックします。 

Snapshot のスケジュール設定

（ローカル） 

Snapshot 取得スケジュールを有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

 

8. 子整合グループ名を編集する場合、[ ]をクリックし編集します。 

 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  243 

9. アクセス権限の設定をする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 
  

設定項目 説明 

NFS 経由でボリュームをエクスポート NFS アクセスの有効/無効を設定します。 

 ホストにアクセスを許可 NFS アクセスを許可するホストを指定します。 

既存のポリシーを選択します。 

SMB/CIFS 経由でボリュームを共有 SMB/CIFS アクセスの有効/無効を設定します。 

 ユーザにアクセスを許可 SMB/CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

権限 SMB/CIFS アクセス権限を指定します。 

アクセスなし/読み取り/変更/フルコントロールから選択します。 

 ユーザタイプ SMB/CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループのタイプを指定します。 

UNIX グループ/UNIX ユーザ/Windows から選択します。 
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10. 保護を有効にする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot 取得スケジュールの有効/無効を指定します。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

SnapMirror を有効にする（リモート） SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

 古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）

で使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

整合性グループ 整合グループを指定します。 

ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名のプレフィックスとサフィックスを指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れな

い場合、パフォーマンスサービスレベルは設定されません。 

関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う

場合、指定します。 

転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを

設定する場合に指定します。 

プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

 FABRICPOOL ポリシー 階層化ポリシーを指定します。 

 

11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

12. 「整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.3. 整合グループ 変更 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

アプリケーションタイプ 整合グループがホストするアプリケーションのタイプをリストから選択します。 

Snapshot のスケジュール設定（ローカル） Snapshot スケジュールを設定する場合にチェックを入れます。 

 SNAPSHOT ポリシー Snapshot ポリシーを指定します。 

① 

② 
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3. 「整合グループが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.4. 整合グループ 拡張  

9.5.4.1. 既存のボリュームを使用して拡張 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[拡張]>[既存のボリュームの使用を拡張]をクリックしま

す。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

ボリューム 整合グループに追加するボリュームを指定します。 

① 

② ③ 
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3. 「整合グループが拡張されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.4.2. 新しい LUN を使用して拡張 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[ 拡張]>[新しい LUN を使用する]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

③ 
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2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

3. 「整合グループが拡張されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

LUN 数 整合グループに作成する LUN 数を指定します。 

LUN あたりの容量 LUN のサイズを指定します。 

ボリュームを追加する LUN を含むボリュームを新しく追加する場合にクリックします。 

ホストオペレーティングシステム LUN を接続するホストオペレーティングシステムを指定します 

LUN タイプ LUN を接続するホスト OS のタイプを指定します。 
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9.5.5. 整合グループ 削除 

整合グループを削除しても、そのボリュームや LUN には影響しません。 

整合グループを削除しても各ボリュームの Snapshot は削除されませんが、整合グループの一貫性を保った Snapshot として

は利用できなくなります。 

 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。メッセージの内容は整合グループの構成により異なりま

す。 

 

 

3. 「整合グループの削除」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.5.6. 整合グループ クローン 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[クローン]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  254 

2. 以下の表の情報を入力し、[クローニング]をクリックします。 

 

 

 

3. 「整合グループがクローニングされました。」と表示されることを確認します。  

 
 

  

設定項目 説明 

お名前 クローン整合グループの名前を指定します。 

シンプロビジョニングを有効にする シンプロビジョニング機能を有効にする場合にチェックを入れます。 

新しいスナップショットの追加 新しい Snapshot を作成して整合グループのクローンを行う場合に指定します。 

既存の Snapshot を使用する 既存の Snapshot 使用して整合グループのクローンを行う場合に指定します。既存の

Snapshot の中から使用する Snapshot を選択する必要があります。 

クローンのスプリット クローンを親整合グループからスプリットする場合に指定します。 
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9.5.7. 整合グループ 保護 

整合グループは、 SnapMirror アクティブ同期を確立することによりリモート保護を提供します。 

 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[保護]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

古いポリシーを表示します System Manager クラシックバージョン（ONTAP9.7 以前のバージョン）で使用されてい

たポリシーを表示する場合に指定します。 

ソース  

 イニシエータグループのレプ

リケート 

イニシエータグループをデスティネーションへレプリケートする場合に指定します。 

チェックを入れると未レプリケートのイニシエータグループのみがレプリケートされます。 

保護ポリシーで AutomatedFailOver、AutomatedFailOverDuplex を選択した時のみ

表示されます。 

 近接設定の編集 ホストに最も近い SVM を指定し、データパス最適化とレイテンシ削減をはかる場合にクリックし

ます。 

保護ポリシーで AutomatedFailOverDuplex を選択した時のみ表示されます。 

設定を行う場合は項番 3 を参照してください。 

デスティネーション  

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

 STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

 整合性グループ 整合グループを指定します。 

 ボリューム名 デスティネーション側のボリューム名のプレフィックスとサフィックスを指定します。 

 パフォーマンスサービスレベ

ル 

パフォーマンスサービスレベルを指定します。Auto/Extreme/Performance/Value から選

択します。 

 パフォーマンス制限を適用 パフォーマンスサービスレベルを有効にする場合に指定します。チェックを入れない場合、パフォ

ーマンスサービスレベルは設定されません。 

 関係を初期化する 保護関係を初期化し、デスティネーションボリュームにベースライン転送を行う場合、指定しま

す。 

 転送スケジュールを無視 保護ポリシーで指定される転送スケジュールを無視して、転送スケジュールを設定する場合に

指定します。プルダウンからスケジュールを選択する必要があります。 

 FabricPool を有効にする FabricPool を使用してボリュームを保護する場合に指定します。 

  FABRICPOOL ポリシ

ー 

階層化ポリシーを指定します。 
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3. イニシエータグループの近接設定を行う場合、[近接設定の編集]をクリックします。 

 

 

4. 以下の画面が表示されるので、イニシエータの近接先を選択し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ソース ホストに最も近いイニシエータをソース SVM とする場合に指定します。 

デスティネーション ホストに最も近いイニシエータをデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

両方 ホストに最も近いイニシエータをソース SVM またはデスティネーション SVM とする場合に指定します。 

なし 近接設定を行わない場合に指定します。 

 

  

① 

② 

③ 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  259 

5. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 
 

6. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.5.8. 整合グループ 親整合グループへの昇格 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[親整合グループへのプロモート]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[プロモート]をクリックします。 

 

 

  

設定項目 説明 

子整合グループ名 子整合グループの名前を指定します。 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

① 

② 
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3. 「整合グループが昇格されました。」と表示されることを確認します。  
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9.5.9. 整合グループ 別の整合グループの下に移動 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[別のコンシステンシグループの下に移動]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[移動]をクリックします。 

 

① 

② 
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3. 「整合グループが移動されました。」と表示されることを確認します。  

 
 

 

  

設定項目 説明 

新しい名前を設定します 整合グループの名前を指定します。元と同じ名前を指定することも可能です。 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

既存の整合グループ 既存の整合グループの子整合グループにする場合に指定します。 

新しい整合グループ 新しい整合グループを作成して、その子整合グループにする場合に指定します。 

 名前 親整合グループの名前を指定します。 

 アプリケーションタイプ 親整合グループがホストするアプリケーションのタイプをリストから選択します。 
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9.5.10. 整合グループ 親から接続解除 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[親から接続解除]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[接続解除]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

新しい整合グループ名 整合グループの名前を指定します。 

アプリケーションタイプ 整合グループがホストするアプリケーションのタイプをリストから選択します。 

① 

② 
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3. 「整合グループが解除されました。」と表示されることを確認します。  
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9.5.11. 整合グループ 単一のコンシステンシグループに降格 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[単一のコンシステンシグループに降格]をクリックします。 

 

 

2. 内容を確認し、[降格]をクリックします。 

 

 

3. 「整合グループが降格されました。」と表示されることを確認します。  

 

  

① 

② 
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9.5.12. 整合グループ 新しい子整合グループの追加 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループを選択し、[ ]>[新しい子整合グループの追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

子整合グループ名 追加する子整合グループの名前を指定します。 

コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 

既存のボリューム 既存のボリュームを子整合グループに追加する場合に指定します。 

新しいボリューム 新しいボリュームを作成して、子整合グループに追加する場合に指定します。 

 ボリュームの数 子整合グループとして作成するボリューム数を指定します。 

 容量 ボリュームのサイズを指定します。 

 ボリュームの追加 ボリュームを追加する場合にクリックします。 
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3. 「子整合グループが追加されました。」と表示されることを確認します。  
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9.5.13. 整合グループ ボリュームの操作 

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループをクリックします。 

 
 

2. 詳細画面の[概要]タブより、[ボリューム]をクリックします。 
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3. 整合グループに含まれるボリュームの情報が表示されます。 
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9.5.13.1. ボリュームの移動 

1. 整合グループに含まれるボリュームの情報を表示させます。（9.5.13.  整合グループ ボリュームの操作 参照） 

 

 

2. 対象のボリュームにチェックを入れ、[移動]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[移動]をクリックします。 

 
 

 

4. 「ボリュームが移動されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

設定項目 説明 

既存の子整合グループ 既存の整合グループの子整合グループにする場合に指定します。 

新しい子整合グループ 新しい整合グループを作成して、その子整合グループにする場合に指定します。 

 名前 親整合グループの名前を指定します。 

 コンポーネントのタイプ 子整合グループがホストするアプリケーションのタイプを選択します。 
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9.5.13.2. ボリュームの削除 

1. 整合グループに含まれるボリュームの情報を開きます。（9.5.13.  整合グループ ボリュームの操作 参照） 

 

 

2. 対象のボリュームにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

5. 「ボリュームが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.5.13.3. 整合グループからのボリューム削除 

1. 整合グループに含まれるボリュームの情報を開きます。（9.5.13.  整合グループ ボリュームの操作 参照） 

 

 

2. 対象のボリュームにチェックを入れ、[整合グループから削除します]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

4. 「ボリュームが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.5.14. 整合グループ Snapshot  

1. 整合グループ管理画面より、対象の整合グループをクリックします。 

 

 

2. 詳細画面の[Snapshot]タブをクリックし、整合グループの SnapShot 一覧を確認できます。 
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9.5.14.1. Snapshot 作成 

1. 整合グループの SnapShot 一覧を表示させます。（9.5.14.  整合グループ Snapshot 参照）。 

 

 

2. [+追加]をクリックします。 

 

 

3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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4. 「Snapshot が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

名前 整合グループの Snapshot の名前を指定します。 

SNAPMIRROR ラベル SnapMirror ラベル名を指定します。 

一貫性 SnapMirror 取得時の一貫性について指定します。 

crash-consistent を選択した場合、すでに書き込みの完了したデータのみ Snapshot とし

て取得されます。 

アプリケーションとの整合性を選択した場合、ホスト上でアプリケーションを一時停止した後に

Snapshot が取得されます。 
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9.5.14.2. Snapshot リストア 

1. 整合グループの SnapShot 一覧を開きます。（9.5.14.  整合グループ Snapshot 参照）。 

 

 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[リストア]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[リストア]をクリックします。 

  

 

4. 「Snapshot「<Snapshot 名>」がリストアされました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.5.14.3. Snapshot 整合グループをクローン 

1. 整合グループの SnapShot 一覧を開きます。（9.5.14.  整合グループ Snapshot 参照）。 

 

 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[整合グループをクローニングする]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[クローニング]をクリックします。 

  

 

 

4. 「整合グループがクローニングされました。」と表示されることを確認します。  

 

 

 

  

設定項目 説明 

お名前 クローン整合グループの名前を指定します。 

シンプロビジョニングを有効にする シンプロビジョニング機能を有効にする場合にチェックを入れます。 

クローンのスプリット クローンを親整合グループからスプリットする場合にチェックを入れます。 
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9.5.14.4. Snapshot 削除 

1. 整合グループの SnapShot 一覧を開きます。（9.5.14.  整合グループ Snapshot 参照）。 

 

 

2. 対象の Snapshot を選択し、[  ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. チェックボックスにチェックを入れて、[削除]をクリックします。 

 

① 

② 

① 

② 
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4. 「snapshot が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6. 共有 

本章は、CIFS/SMB 共有の設定を実施する手順を記載しています。 

本章を実施する前にCIFSを使用するNAS用のSVMを作成する必要があります。SVMの設定を行う場合は「7.1.2. SVM

作成:プロトコル設定」を参照してください。 

 

9.6.1. CIFS 共有  

9.6.1.1. CIFS 共有 管理 

1. [ストレージ]>[共有]をクリックします。 

 

 

2. 共有管理画面が表示されます。 

 

  

① 

② 
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3. 管理画面より CIFS/SMB 共有概要を確認する場合､[ ]をクリックすると、共有の概要が表示されます。 

 

 

4. CIFS/SMB 共有を検索する場合、共有管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

5. CIFS/SMB 共有の一覧を出力する場合、共有管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可

能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

  

① 

② 
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6. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、共有管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェッ

クを変更します。 

 

 

7. 管理画面に表示する CIFS/SMB 共有を選択する場合、管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されま

す。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

  

① 

② 
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9.6.1.2. CIFS 共有 作成 

本章を実施する前に、必要に応じて Qtree の作成を行ってください。 

 

1. 共有管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. [共有]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※フォルダ名を追加する場合は項番 4 へ、アクセス権限を追加する場合は項番 6 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

共有名 共有の名前を指定します。 

STORAGE VM 共有を作成する SVM 名を指定します。 

※CIFS 用 SVM が単一の際には、表示されません。 

フォルダ名 [参照]をクリックし、共有するフォルダを指定します。 

説明 共有に関する説明を記載します。 

アクセス権限 共有にアクセスする権限を指定します。 

継続的可用性を有効にする SMB 3.0 の継続的可用性機能を有効にする場合に指定します。 

コントローラ障害等でフェイルオーバーが発生した場合にも継続的に共有にア

クセスできます。 

この共有へのアクセス時にデータを暗号化する 共有に対するデータ暗号化を有効にする場合に指定します。 

 

4. フォルダ名を追加する場合、[参照]をクリックします。 
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5. 共有するフォルダを選択し、[保存]をクリックします。 

 

 

6. アクセス権限を追加する場合、[+追加]をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ユーザ/グループ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

ユーザタイプ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループのタイプを指定します。 

UNIX グループ/UNIX ユーザ/Windows から選択します。 

アクセス権限 CIFS アクセス権限を指定します。 

フルコントロール/アクセスなし/読み取り/変更から選択します。 

① 

② 
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7.  [保存]をクリックします。 

 
 

8. 「共有が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6.1.3. CIFS 共有 変更 

1. 共有管理画面より、対象の CIFS/SMB 共有を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※アクセス権限の変更を行う場合、項番 3 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

説明 共有に関する説明を記載します。 

アクセス権限 共有にアクセスする権限を指定します。 

シンボリックリンク シンボリックリンクに関する情報を指定します。 

シンボリックリンク/シンボリックリンクとワイドリンク/無効化のいずれかを選択

します。 

継続的可用性を有効にする システム停止を伴うイベントが発生しても無停止で継続的に共有にアクセ

スできる機能を有効にする場合に指定します。 

クライアントに Snapshots ディレクトリへのアクセ

スを許可します 

クライアントに Snapshot ディレクトリを表示し、アクセスできるようにする場

合に指定します。 

この共有へのアクセス時にデータを暗号化する 共有に対するデータ暗号化を有効にする場合に指定します。 

Oplock を有効にする Oplock の有効化/無効化を指定します。 

変更通知を有効にする 変更通知の有効化/無効化を指定します。 

アクセスベースの列挙（ABE）を有効にする アクセスベースの列挙の有効化/無効化を指定します。 

 

3. アクセス権限の追加を行う場合、[+追加]をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

ユーザ/グループ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

ユーザタイプ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループのタイプを指定します。 

UNIX グループ/UNIX ユーザ/Windows から選択します。 

アクセス権限 CIFS アクセス権限を指定します。 

フルコントロール/アクセスなし/読み取り/変更から選択します。 

 

4. アクセス権の変更を行う場合、変更したい箇所をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 
 

  

① 

② 
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5. アクセス権の削除を行う場合、削除する列にカーソルをあて、[  ]を表示させ、クリックします。 

  

 

6. [保存]をクリックします。 

 

 

7. 「共有が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6.1.4. CIFS 共有 削除 

1. 共有管理画面より、対象の CIFS/SMB 共有を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「共有が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9.6.1.5. CIFS 共有 S3 プロトコルアクセスを割り当て 

1. 共有管理画面より、対象の CIFS/SMB 共有を選択し、[ ]>[S3 プロトコルアクセスを割り当て]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※アクセス権限の変更を行う場合、項番 3 へ進んでください。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

名前 バケット名を指定します。 

STORAGE VM バケットを作成する SVM 名を指定します。 

アクセス権限を既存のバケットからコピー アクセス権限を既存のバケットからコピーして適用する場合に指定します。 

新しい権限を指定するには[追加]をクリックして指定する必要があります。 

 バケット アクセス権をコピーするバケットを指定します。 

アクセス権限を既存のバケットからコピーにチェックを入れた場合に指定します。 

権限 バケットへのアクセス権限を指定します。 
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3. バケットへのアクセス権を追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プリンシパル アクセスが許可されるユーザまたはグループを指定します。 

許可/拒否 ユーザまたはグループへのアクセスを許可または拒否を選択します。 

アクション 特定のユーザまたはグループのバケットで許可または拒否される操作を指定します。 

リソース ユーザにアクセスを許可または拒否するバケット内のオブジェクトのパスと名前を指定します。 

有効な形式は、「*」、「<bucketname>」、「<bucketname>/…/…」です。 

例） 

バケット内のすべてのオブジェクトへのアクセスを許可 ⇒ bucketname および bucketname/* 

*_readme.txt という名称のオブジェクトへのアクセスを許可 ⇒ bucketname/*_readme.txt 

条件 アクセス要求を承認する際に評価される式を指定します。 

たとえば、以下のようにアクセスを許可または拒否する IP アドレスを指定できます。 

キー： source_ips 

演算子：ip_address 

値：192.168.0.200 
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5. [保存]をクリックします。 

 

 

6. 「バケットが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6.2. ホームディレクトリ  

9.6.2.1. ホームディレクトリ 管理 

1. [ストレージ]>[共有]をクリックします。 

 

 

2. ホームディレクトリ管理画面（※）が表示されます。ホームディレクトリの場合、「ホームディレクトリ」の欄に[ ]が表示されま

す。 

（※）共有管理画面と同一画面です 

 

 

  

① 

② 
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9.6.2.2. ホームディレクトリ 作成 

1. ホームディレクトリ管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. [ホームディレクトリ]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

※ホームディレクトリ検索パスを追加する場合は項番 4 へ、アクセス権限を追加する場合は項番 7 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

名前 ホームディレクトリの名前を指定します。 

STORAGE VM ホームディレクトリを作成する SVM 名を指定します。 

※CIFS 用 SVM が単一の際には、表示されません。 

相対パス ホームディレクトリに設定する相対パスを指定します。 

静的(例：home)、動的(例：%w)、または 2 つの組合わせ(例：eng/%w)で指定します。 

説明 ホームディレクトリに関する説明を記載します。 

ホームディレクトリ検索パス [+追加]をクリックし、共有するフォルダを指定します。 

アクセス権限 [+追加]をクリックし、ホームディレクトリにアクセスする権限を指定します。 

 

4. ホームディレクトリ検索パスを追加する場合、ホームディレクトリ検索パスの[+追加]をクリックします。 

 

 

5. ホームディレクトリ検索パスを選択し、[保存]をクリックします。 
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6. ホームディレクトリ検索パスが追加されたことを確認します。 

 
 

7. アクセス権限を追加する場合、アクセス権限の[+追加]をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ユーザ/グループ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

ユーザタイプ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。UNIX グループ/UNIX ユーザ

/Windows から選択します。 

アクセス権限 CIFS アクセス権限を指定します。 

フルコントロール/アクセスなし/読み取り/変更から選択します。 

 

8. [保存]をクリックします。 

 
 

  

 

① 

② 
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9. 「ホームディレクトリが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6.2.3. ホームディレクトリ 変更 

1. ホームディレクトリ管理画面より、対象のホームディレクトリを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

 

 ① 
② 
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2. 以下の表の情報を入力します。 

※ホームディレクトリ検索パスを変更する場合は項番 3 へ、アクセス権限を変更する場合は項番 8 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

説明 ホームディレクトリに関する説明を記載します。 

ホームディレクトリ検索パス ホームディレクトリ検索パスを指定します。 

アクセス権限 ホームディレクトリにアクセスする権限を指定します。 

シンボリックリンク シンボリックリンクに関する情報を指定します。 

シンボリックリンク/シンボリックリンクとワイドリンク/無効化のいずれかを選

択します。 

継続的可用性を有効にする システム停止を伴うイベントが発生しても無停止で継続的に共有にアク

セスできる機能を有効にする場合に指定します。 

クライアントに Snapshots ディレクトリへのアクセス

を許可する 

クライアントに Snapshot ディレクトリを表示し、アクセスできるようにする

場合に指定します。 

この共有へのアクセス時にデータを暗号化する 共有に対するデータ暗号化を有効にする場合に指定します。 

Oplock を有効にする Oplock の有効化/無効化を指定します。 

変更通知を有効にする 変更通知の有効化/無効化を指定します。 

アクセスベースの列挙（ABE）を有効にする アクセスベースの列挙の有効化/無効化を指定します。 

 

3. ホームディレクトリ検索パスを追加する場合、ホームディレクトリ検索パスの[+追加]をクリックします。 
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4. ホームディレクトリ検索パスを選択し、[保存]をクリックします。 

 

 

5. ホームディレクトリ検索パスが追加されたことを確認します。 

 
 

6. ホームディレクトリ検索パスを削除する場合、対象の検索パスにカーソルを合わせ、[  ]をクリックします。 
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7. ホームディレクトリ検索パスが削除されたことを確認します。 

 

 

8. アクセス権限を追加する場合、アクセス権限の[+追加]をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ユーザ/グループ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループを指定します。 

ユーザタイプ CIFS アクセス権限を設定するユーザ/グループのタイプを指定します。 

UNIX グループ/UNIX ユーザ/Windows から選択します。 

アクセス権限 CIFS アクセス権限を指定します。 

フルコントロール/アクセスなし/読み取り/変更から選択します。 

 

9. アクセス権の変更を行う場合、変更したい箇所をクリックし、アクセス権限の情報を入力します。 

 

 

10. アクセス権の削除を行う場合、削除する列にカーソルをあて、[  ]を表示させ、クリックします。 

  

 

① 

② 
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11. [保存]をクリックします。 

 

 

12. 「ホームディレクトリが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.6.2.4. ホームディレクトリ 削除 

1. ホームディレクトリ管理画面より、対象のホームディレクトリを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、チェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「共有が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

 

 

① 

② 

 

 ① 

② 
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9.6.2.5. ホームディレクトリ S3 プロトコルアクセスを割り当て 

1. ホームディレクトリ管理画面より、対象のホームディレクトリを選択し、[ ]>[S3 プロトコルアクセスを割り当て]をクリックしま

す。 

 

 

  

 

 ① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※アクセス権限の変更を行う場合、項番 3 へ進んでください。 

 
 

 

  

設定項目 説明 

名前 バケット名を指定します。 

STORAGE VM バケットを作成する SVM 名を指定します。 

アクセス権限を既存のバケットからコピー アクセス権限を既存のバケットからコピーして適用する場合に指定します。 

新しい権限を指定するには[追加]をクリックして指定する必要があります。 

 バケット アクセス権をコピーするバケットを指定します。 

アクセス権限を既存のバケットからコピーにチェックを入れた場合に指定します。 
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3. バケットへのアクセス権を追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プリンシパル アクセスが許可されるユーザまたはグループを指定します。 

許可/拒否 ユーザまたはグループへのアクセスを許可または拒否を選択します。 

アクション 特定のユーザまたはグループのバケットで許可または拒否される操作を指定します。 

リソース ユーザにアクセスを許可または拒否するバケット内のオブジェクトのパスと名前を指定します。 

有効な形式は、「*」、「<bucketname>」、「<bucketname>/…/…」です。 

例） 

バケット内のすべてのオブジェクトへのアクセスを許可 ⇒ bucketname および bucketname/* 

*_readme.txt という名称のオブジェクトへのアクセスを許可 ⇒ bucketname/*_readme.txt 

条件 アクセス要求を承認する際に評価される式を指定します。 

たとえば、以下のようにアクセスを許可または拒否する IP アドレスを指定できます。 

キー： source_ips 

演算子：ip_address 

値：192.168.0.200 
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5. [保存]をクリックします。 

 

 

6. 「バケットが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.7. バケット 

本章を実施する前に S3（ONTAP Simple Storage Service）を使用する NAS 用の SVM を作成する必要があります。

SVM の設定を行う場合は「7.1.2. SVM 作成:プロトコル設定」を参照してください。 

 

9.7.1. バケット 管理 

1. [ストレージ]>[バケット]をクリックします。 

 

 

2. バケット管理画面が表示されます。 

 

 

3. バケットの詳細情報を確認する場合、バケット名をクリックします。 

 

① 

② 
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4. バケットの詳細情報が表示されます。 

 
 

5. バケットを検索する場合、バケット管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

6. バケットの一覧を出力する場合、バケット管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。こ

の際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 
 

① 

② 
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7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、バケット管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスにチェ

ックを変更することで、管理画面に表示する情報の選択をすることが可能です。 

 

 

8. 管理画面に表示する バケットを選択する場合、バケット管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。

値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 
 

以下からバケットの詳細画面における各タブでの操作について記載します。 

 

(1) 概要タブ 

1. [概要]タブをクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. バケットの概要が表示されます。 

 

 

(2) 権限タブ 

1. [権限]をクリックします。 
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2. 権限の詳細情報が表示されます。 

 
 

(3) ライフサイクルルールタブ 

ライフサイクルルールタブでの操作については「9.7.6. バケット ライフサイクルルールの管理」を参照してください。 

 

1. [ライフサイクルルール]をクリックします。 
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2. ライフサイクルルールの一覧が表示されます。 

 
 

3. [ ]をクリックするとライフサイクルルールの詳細情報を確認可能です。 
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(4) SnapMirror（ONTAP またはクラウド）タブ 

1. [SnapMirror（ONTAP またはクラウド）]をクリックします。 

 
 

2. S3 SnapMirror の一覧が表示されます。 

 
 

4. [ ]をクリックすると SnapMirror の詳細情報を確認可能です。 
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9.7.2. バケット 作成 

1. バケット管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 14 に進んでください。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

 

 

設定項目 説明 

名前 バケット名を指定します。 

STORAGE VM バケットを作成する SVM 名を指定します。 

容量 バケットのサイズを指定します。 

Storage VM「<SVM 名>」のすべてのユーザに

対して ListBucket アクセスを有効にします。 

S3 バケット内のオブジェクトの一部またはすべてを一覧表示するアクセス

許可を付与する場合に指定します。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※フォルダを設定する場合は項番 4 へ、パフォーマンスサービスレベルをカスタムにする場合は項番 6 へ、権限の設定については

項番 7 へ、SnapLock の設定は項番 9 へ、保護の設定は項番 12 へ進んでください。 
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設定項目 説明 

名前 バケット名を指定します。 

STORAGE VM バケットを作成する SVM 名を指定します。 

フォルダ（オプション） バケットにマッピングするボリュームや Qtree を指定します。 

容量 バケットのサイズを指定します。 

階層化に使用 バケットを FabricPool の階層化に使用する場合に指定します。パフォーマンスサ

ービスレベルは選択されず、階層化データに最適なパフォーマンスを備えた低コスト

のメディアが選択されます。 

バージョン管理を有効にする バケットのバージョンを複数保存し、そこからリカバリできるようにする場合に指定しま

す。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。パフォーマンスサービスレベルは、最高レ

ベル、パフォーマンス、バリュー、カスタムの中からいずれかを指定します。 

カスタムを選択した場合、QoS ポリシーグループの割り当てが必要です。 

アクセス権限を既存のバケットからコピー アクセス権限を既存のバケットからコピーして適用する場合に指定します。 

新しい権限を指定するには[追加]をクリックして指定する必要があります。 

 バケット アクセス権をコピーするバケットを指定します。 

アクセス権限を既存のバケットからコピーにチェックを入れた場合に指定します。 

オブジェクトロックを有効にする バケット内のオブジェクトが削除または上書きされないように保護する場合に指定し

ます。オブジェクトロックでオブジェクトを保護するには、すべてのノードで SnapLock

コンプライアンスクロックを初期化している必要があります。項番 9 を参照してくださ

い。 

 ガバナンス エンドユーザは指定の期間、データを Write Once, Read Many（WORM）に

設定できますが、削除はできません。特定の権限を持つ管理者ユーザはオブジェク

トを削除できます。 

 コンプライアンス オブジェクトの削除と更新についてより厳格なルールを割り当てたい場合に指定しま

す。データを Write Once, Read Many（WORM）に設定すると、オブジェクト

は指定された保持期間の終了時にのみ失効します。保持期間が指定されない限

り、オブジェクトは無期限にロックされたままになります。管理者でもデータの削除は

できません。 

 保持期間 オブジェクトロックを有効にする期間を指定します。 

SnapMirror を有効にする（ONTAP

またはクラウド） 

S3 SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 
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4. フォルダを設定する場合、[参照]をクリックします。 

 

 

5. バケットにマッピングするボリュームまたは Qtree を選択し、[保存]をクリックします。 
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6. パフォーマンスサービスレベルをカスタム設定する場合、以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

手動配置 バケットを配置するアグリゲートを指定する場合にチェックを入れます。 

 ローカル階層 バケットを配置するアグリゲートを指定します。 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最

大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 
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7. バケットへのアクセス権を追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

8. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プリンシパル アクセスが許可されるユーザまたはグループを指定します。 

許可/拒否 ユーザまたはグループへのアクセスを許可または拒否を選択します。 

アクション 特定のユーザまたはグループのバケットで許可または拒否される操作を指定します。 

リソース ユーザにアクセスを許可または拒否するバケット内のオブジェクトのパスと名前を指定します。 

有効な形式は、「*」、「<bucketname>」、「<bucketname>/…/…」です。 

例）バケット内のすべてのオブジェクトへのアクセスを許可 

bucketname および bucketname/* 

例）*_readme.txt という名称のオブジェクトへのアクセスを許可 bucketname/*_readme.txt 

条件 アクセス要求を承認する際に評価される式を指定します。 

たとえば、以下のようにアクセスを許可または拒否する IP アドレスを指定できます。 

キー： source_ips 

演算子：ip_address 

値：192.168.0.200 
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9. SnapLock を有効にする場合の手順を記載します。 

事前に SnapLock コンプライアンスクロックを初期化していない場合は[SnapLock コンプライアンスクロックの初期化]をクリ

ックします。 

初期化が完了している場合は項番 10 に進んでください。 

 

 

10. [初期化]をクリックします。これをクリックすると表示されたノード全体でコンプライアンスクロックが設定されます。 

 
 

11. 「ノードの SnapLock コンプライアンスクロックが初期化されました。」と表示されることを確認します。 
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12. 保護の設定をする場合、以下の表の情報を入力します。 

保護の前提条件として、ソースとデスティネーションの両 S3 サーバにて、ルートオブジェクトストアサーバユーザにアクセスキーと

シークレットキーが設定されている必要があります。これらの設定を行うには、CLI で”vserver object-store-server user 

regenerate-keys”を実行してください。 
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設定項目 説明 

SnapMirror を有効にする（ONTAP

またはクラウド） 

S3 SnapMirror を有効化する場合に、チェックボックスにチェックを入れます。 

保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ソース S3 SnapMirror 送信側の設定をします。 

 S3 サーバ CA 証明書 デスティネーション SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

デスティネーションで同じ証明書を利

用する。 

デスティネーション側で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

デスティネーション S3 SnapMirror 受信側の設定をします。 

 ターゲット S3 SnapMirror の宛先を、ONTAP システムまたはクラウドストレージから指定し

ます。 

 ONTAP システムを導入 S3 SnapMirror の宛先を ONTAP システムにする場合に指定します。 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

バケット名 デスティネーションバケット名を指定します。 

容量 バケットの容量を指定します。 

保持期間 オブジェクトロックを有効にする期間を指定します。 

ソースでオブジェクトがロックされていない場合、この値を設定することでデスティネー

ションバケットでロックすることができます。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

クラウドストレージ S3 SnapMirror の宛先をクラウドオブジェクトストアにする場合に指定します。 

 CLOUD OBJECT STORE

の略 

デスティネーションとなるクラウドオブジェクトストアを指定します。 

 

13. [保存]をクリックします。 

 

 

14. 「バケットが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.3. バケット 変更 

1.  バケット管理画面より、対象のバケットを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※パフォーマンス制限を適用する場合は項番 3 へ、権限の設定については項番 4 へ進んでください。 

 
 

設定項目 説明 

容量 バケットのサイズを指定します。 

バージョン管理を有効にする バケットのバージョンを複数保存し、そこからリカバリできるようにする場合に指定します。 

パフォーマンス制限を適用する QoS ポリシーグループを割り当てる場合にチェックを入れます。既存もしくは新規の QoS ポリ

シーグループを指定します。 

権限 アクセス権限を指定します。 
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3. パフォーマンス制限を適用する場合、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

既存 既存の QoS ポリシーグループを指定する場合にチェックを入れます。 

QoS ポリシーグループを指定する必要があります。 

新規 新規の QoS ポリシーグループを作成します。 

 ポリシーグループ名 ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを

設定した場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、

最大値の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。 

パフォーマンスの保証と制限を共有 ポリシーグループを適用したストレージオブジェクトで QoS の設定を共有する場合に

チェックを入れます。 
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4. バケットへのアクセス権を追加する場合、[追加]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

プリンシパル アクセスが許可されるユーザまたはグループを指定します。 

許可/拒否 ユーザまたはグループへのアクセスを許可または拒否を選択します。 

アクション 特定のユーザまたはグループのバケットで許可または拒否される操作を指定します。 

リソース ユーザにアクセスを許可または拒否するバケット内のオブジェクトのパスと名前を指定します。 

有効な形式は、「*」、「<bucketname>」、「<bucketname>/…/…」です。 

例）バケット内のすべてのオブジェクトへのアクセスを許可 

bucketname および bucketname/* 

例）*_readme.txt という名称のオブジェクトへのアクセスを許可 bucketname/*_readme.txt 

条件 アクセス要求を承認する際に評価される式を指定します。 

たとえば、以下のようにアクセスを許可または拒否する IP アドレスを指定できます。 

キー： source_ips 

演算子：ip_address 

値：192.168.0.200 
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6. バケットへのアクセス権を編集する場合、対象の権限にカーソルをあて、[  ]>[編集]をクリックします。 

 
 

7. 以下画面が表示されるので、項番 5 を参照し、表に記載された情報を入力します。 

 
 

8. バケットへのアクセス権を削除する場合、対象の権限にカーソルをあて、[  ]>[削除]をクリックします。 

クリック後、対象の権限が削除されたことを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9. [保存]をクリックします。 

 

 

10. 「バケットが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.4. バケット 削除 

1. バケット管理画面より、対象のバケットを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. [削除]をクリックします。 

 

 

3. 「バケットが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.7.5. バケット 保護 

1. バケット管理画面より、対象のバケットをクリックします。 

 
 

2. 「SnapMirror（ONTAP またはクラウド）」タブをクリックします。 

 
 

3. バケットの S3 SnapMirror 管理画面が表示されます。 
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9.7.5.1. バケット 保護 設定 

保護の前提条件として、ソースとデスティネーションの両 S3 サーバにて、ルートオブジェクトストアサーバユーザにアクセスキーとシ

ークレットキーが設定されている必要があります。これらの設定を行うには、CLI で”vserver object-store-server user 

regenerate-keys”を実行してください。 

 

1. バケット管理画面より、対象のバケットを選択し、[ ]>[保護]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

設定項目 説明 

① 

② 
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保護ポリシー 保護ポリシーを指定します。 

ソース S3 SnapMirror 送信側の設定をします。 

 S3 サーバ CA 証明書 デスティネーション SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

デスティネーションで同じ証明書を利

用する。 

デスティネーション側で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

デスティネーション S3 SnapMirror 受信側の設定をします。 

 ターゲット S3 SnapMirror の宛先を、ONTAP システムまたはクラウドストレージから指定し

ます。 

 ONTAP システムを導入 S3 SnapMirror の宛先を ONTAP システムにする場合に指定します。 

 クラスタ デスティネーションクラスタを指定します。 

STORAGE VM デスティネーション側の SVM を指定します。 

S3 サーバ CA 証明書 ソース SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

バケット名 デスティネーションバケット名を指定します。 

容量 バケットの容量を指定します。 

パフォーマンスサービスレベル パフォーマンスサービスレベルを指定します。

Auto/Extreme/Performance/Value から選択します。 

クラウドストレージ S3 SnapMirror の宛先をクラウドオブジェクトストアにする場合に指定します。 

 CLOUD OBJECT STORE

の略 

デスティネーションとなるクラウドオブジェクトストアを指定します。 

 

3. 「関係が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.5.2. バケット 保護 変更 

1. バケットの S3 SnapMirror 管理画面を表示させます。（9.7.5. バケット 保護 参照）。 

 

 

2. 対象の関係を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

  

 

① 

② 
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3. 保護ポリシーを指定し、[保存]をクリックします。 

 

 

4. 「関係が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.5.3. バケット 保護 リストア 

1. バケットの S3 SnapMirror 管理画面を表示させます。（9.7.5. バケット 保護 参照）。 

 

 

2. 対象の関係を選択し、[ ]>[リストア]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  350 

3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ソース データのリストア先の設定をします。 

 既存のバケット 既存のバケットにデータをリストアする場合に指定します。 

  クラスタ リストア先のクラスタを指定します。 

  STORAGE VM リストア先の SVM を指定します。 

  バケット リストア先のバケット名を指定します。 

  S3 サーバ CA 証明書 リストア先の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

  デスティネーションで同じ証

明書を利用する。 

リストア元で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

 新しいバケット 新しいバケットにデータをリストアする場合に指定します。 

  クラスタ リストア先のクラスタを指定します。 

  STORAGE VM リストア先の SVM を指定します。 

  バケット名 リストア先のバケット名を指定します。 

  容量 バケットの容量を指定します。 

  S3 サーバ CA 証明書 リストア先の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

  デスティネーションで同じ証

明書を利用する。 

リストア元で同じ CA 証明書を使用する場合にチェックします。 

  オブジェクトロックを有効にす

る 

バケット内のオブジェクトが削除または上書きされないように保護する場合に指定します。 

オブジェクトロックでオブジェクトを保護するには、すべてのノードで SnapLock コンプライア

ンスクロックを初期化している必要がありますが、本画面において初期化操作は実施でき

ません。CLI で snaplock compliance-clock initialize コマンドを使用して初期化

してください。 

   ガバナンス エンドユーザは指定の期間、データを Write Once, Read Many（WORM）に設定

できますが、削除はできません。特定の権限を持つ管理者ユーザはオブジェクトを削除で

きます。 

   コンプライアンス オブジェクトの削除と更新についてより厳格なルールを割り当てたい場合に指定します。デ

ータを Write Once, Read Many（WORM）に設定すると、オブジェクトは指定され

た保持期間の終了時にのみ失効します。保持期間が指定されない限り、オブジェクトは

無期限にロックされたままになります。管理者でもデータの削除はできません。 

   保持期間 オブジェクトロックを有効にする期間を指定します。 

デスティネーション S3 SnapMirror 受信側の設定をします。 

 S3 サーバ CA 証明書 デスティネーション SVM の S3 サーバ CA 証明書の内容を貼り付けます。 

 

4. 「関係がリストアされました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.5.4. バケット 保護 フェイルオーバー 

フェイルオーバー処理が実行されると、ソースバケットが読み取り専用に変換され、元のデスティネーションバケットが読み取り / 書

き込みに変換されて S3 SnapMirror 関係が反転されます。 

 

1. バケットの S3 SnapMirror 管理画面を表示させます。（9.7.5. バケット 保護 参照）。 

 

 

2. 対象の関係を選択し、[ ]>[フェイルオーバー]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 内容を確認し、[フェイルオーバー]をクリックします。 

 

 

4. 「関係のフェイルオーバーに成功しました。」と表示されることを確認します。 
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9.7.6. バケット ライフサイクルルールの管理 

1. バケット管理画面より、対象のバケットを選択し、[ ]>[ライフサイクルルールの管理]をクリックします。 

 

 

2. ライフサイクルルール管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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9.7.6.1. ライフサイクルルール 作成 

1. ライフサイクルルール管理画面にて[＋追加]>[ライフサイクルルール]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 「ライフサイクルルールが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

NAME ライフサイクルルールの名前を指定します。 

SCOPE ライフサイクルルールの適応対象を指定します。 

 バケット内のすべてのオブジェクト バケット内のすべてのオブジェクトにルールを適応する場合に指定します。 

 バケット内の選択されたオブジェクト ルールを適応させるオブジェクトを選択する場合に指定します。 

  プレフィックスが付いています ルールを適用するオブジェクトキー名のプレフィックスを指定します。通常は、オブジェ

クトのパスまたはフォルダです。ルールごとに 1 つのプレフィックスを入力できます。 

  タグ付き ルールを適用するオブジェクトのキーと値のペア（タグ）を指定します。各タグでキー

と値のペアが一致している必要があります。 

  サイズを持っています オブジェクトの最小サイズと最大サイズの間でスコープを制限できます。 

オブジェクトの現在のバージョンを期限切

れにする 

現在のオブジェクトが作成されてから一定の日数が経過した後、または特定の日付

に、すべてのオブジェクトを永続的に使用不可にするルールを設定する場合に指定

します。 

 以下の日数の経過後 期限切れにするまでの日数を指定します。 

 オン 期限切れにする日付を指定します。 

最新でないバージョンを完全に削除する 最新でなくなったバージョンを完全に削除する場合に指定します。 

 オブジェクトが最新でなくなってから削

除するまでの日数を入力します。 

旧バージョンが削除されるまでの日数を指定します。 

 次の数の新しいバージョンを保持（オ

プション） 

旧バージョンの保持世代数を指定します。 

期限切れのオブジェクト削除マーカーを

削除する 

期限切れのオブジェクト削除マーカーを削除する場合に指定します。 

不完全なマルチパートアップロードを削除

する 

完了のマルチパートアップロードを削除する場合に指定します。 

 以下の日数の経過後： 完了のマルチパートアップロードを削除するまでの日数を設定します。指定した保持

期間内に実行中のマルチパートアップロードが失敗した場合は、完了していないマ

ルチパートアップロードを削除できます。 
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9.7.6.2. ライフサイクルルール ルールのインポート 

1. ライフサイクルルール管理画面にて[＋追加]>[ルールのインポート]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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3. 「ライフサイクルルールがインポートされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

バケットからインポート ライフサイクルルールのインポート元となるバケットを選択します。 

バケットを指定するとそのバケットがもつライフサイクルルールが表示されるため、インポートするルールを

指定します。 
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9.7.6.3. ライフサイクルルール 変更 

1.  ライフサイクルルール管理画面より、対象のルールを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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3.  「ライフサイクルルールが変更されました。」と表示されることを確認します 

 

 

  

設定項目 説明 

オブジェクトの現在のバージョンを期限切

れにする 

現在のオブジェクトが作成されてから一定の日数が経過した後、または特定の日付

に、すべてのオブジェクトを永続的に使用不可にするルールを設定する場合に指定

します。 

 以下の日数の経過後 期限切れにするまでの日数を指定します。 

 オン 期限切れにする日付を指定します。 

最新でないバージョンを完全に削除する 最新でなくなったバージョンを完全に削除する場合に指定します。 

 オブジェクトが最新でなくなってから削

除するまでの日数を入力します。 

旧バージョンが削除されるまでの日数を指定します。 

 次の数の新しいバージョンを保持（オ

プション） 

旧バージョンの保持世代数を指定します。 

期限切れのオブジェクト削除マーカーを

削除する 

期限切れのオブジェクト削除マーカーを削除する場合に指定します。 

不完全なマルチパートアップロードを削除

する 

完了のマルチパートアップロードを削除する場合に指定します。 

 以下の日数の経過後： 完了のマルチパートアップロードを削除するまでの日数を設定します。指定した保持

期間内に実行中のマルチパートアップロードが失敗した場合は、完了していないマ

ルチパートアップロードを削除できます。 
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9.7.6.4. ライフサイクルルール 削除 

1.  ライフサイクルルール管理画面より、対象のルールを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「ライフサイクルルールが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

② 

① 
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9.7.6.5. ライフサイクルルール 無効化/有効化 

1. ライフサイクルルールを無効化する場合、ライフサイクルルール管理画面より、対象のルールを選択し、[ ]>[無効化]をクリッ

クします。 

 

 

2. 「ライフサイクルルールが無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

3. ライフサイクルルールを有効化する場合、ライフサイクルルール管理画面より、対象のルールを選択し、[ ]>[有効化]をクリッ

クします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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4. 「ライフサイクルルールが有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  364 

9.8. Qtree 設定 

9.8.1. Qtree 管理 

1. [ストレージ]>[Qtrees]をクリックします。 

 

 

2. Qtree 管理画面が表示されます。 

 

 

3. 管理画面より Qtree 概要を確認する場合、[ ]をクリックすると、Qtree の概要が表示されます。 

 

① 

② 
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4. Qtree の詳細情報を確認する場合、Qtree 名をクリックします。 

 

 

5. 概要が表示されます。 
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6. Qtree を検索する場合、Qtree 管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

 

 

 

7. Qtree の一覧を出力する場合、Qtree 管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。こ

の際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

8. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、Qtree 管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェ

ックを変更します。 

 

 

  

① 

② 
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9. 管理画面に表示する Qtree を選択する場合、Qtree 管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。

値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

  

② 

① 
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9.8.2. Qtree 作成 

1. Qtree 管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。エクスポートポリシーの設定については項番 3 に記載しています。 

 
 

設定項目 説明 

名前 Qtree の名前を指定します。 

ボリューム Qtree を作成するボリュームを指定します。 

クォータの有効化 クォータを有効化する場合に指定します。クォータ未設定のボリュームを選択した

場合に表示されます。 

セキュリティ形式 Qtree のセキュリティ形式を指定します。ボリュームからセキュリティ形式を継承す

る/UNIX/NTFS/混在から選択します。 

 ユーザ Qtree の所有権をもつ UNIX ユーザを指定します。 

グループ Qtree の所有権をもつ UNIX グループを指定します。 

エクスポートポリシー Qtree に適用するエクスポートポリシーを指定します。 

 ボリュームからポリシーを継承する ボリュームに設定されたエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

 既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

 新しいポリシーを追加する 新規のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

クォータの設定 クォータの有効化/無効化を指定します。 

 この qtree 内の合計スペース使用

量を制限する 

Qtree へクォータを設定する場合に選択します。 

Qtree 内のスペース使用量を指定します。 

この qtree のユーザによる合計スペ

ース使用量を制限する 

ユーザへクォータを設定する場合に選択します。 

Qtree のユーザによるスペース使用量を指定します。 

 ユーザマッピングを有効にする UNIX ユーザと Windows ユーザのマッピングを有効化する場合に指定します。 
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3. エクスポートポリシーの設定をする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

※エクスポートポリシーにルールを追加する場合、項番 4～5 を参照してください。 

 

 

設定項目 説明 

ボリュームからポリシーを継承する ボリュームに設定されたエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

 エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。[+追

加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

新しいポリシーを追加する 新規のエクスポートポリシーを作成する場合、指定します。 

 名前 エクスポートポリシーの名前を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に

指定します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM コピー元のエクスポートポリシーが設定されている SVM 名を選択します。 

 エクスポートポリシー コピー元のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 

 

4. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 
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5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

6. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 
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7. 「qtree が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

8. クォータルールを設定した場合は以下のメッセージが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
 

9. 「ボリュームクォータが再有効化されました」と表示されることを確認します。 
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9.8.3. Qtree 変更 

1. Qtree 管理画面より、対象の Qtree を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 
② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※エクスポートポリシーの設定をする場合、項番 3 へ進んでください。 

 
 

設定項目 説明 

セキュリティ形式 Qtree のセキュリティ形式を指定します。 

ボリュームからセキュリティ形式を継承する/UNIX/NTFS/混在 から選択します。 

ユーザ Qtree の所有権をもつ UNIX ユーザを指定します。 

グループ Qtree の所有権をもつ UNIX グループを指定します。 

エクスポートポリシー Qtree に適用するエクスポートポリシーを指定します。 

 ボリュームからポリシーを継承する ボリュームに設定されたエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

新しいポリシーを追加する 新規のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 
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3. エクスポートポリシーの設定をする場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

※エクスポートポリシーにルールを追加・削除する場合、項番 4～6 を参照してください。 

 

 

設定項目 説明 

ボリュームからポリシーを継承する ボリュームに設定されたエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

 エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。[+追

加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

新しいポリシーを追加する 新規のエクスポートポリシーを作成する場合、指定します。 

 名前 エクスポートポリシーの名前を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に指

定します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM コピー元のエクスポートポリシーが設定されている SVM 名を選択します。 

 エクスポートポリシー コピー元のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 

 

4. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 
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5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

6. エクスポートポリシーのルールを削除する場合、ルールのスクロールバーを右に動かし、対象のルールにカーソルをあて、[  ]をク

リックします。 

 

  

① 

② 
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7. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

8. 「qtree が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.8.4. Qtree 削除 

1. Qtree 管理画面より、対象の Qtree を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「qtree が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9.8.5. Qtree エクスポートポリシー変更 

1. Qtree 管理画面より、対象の Qtree を選択し、[ ]>[エクスポートポリシーの編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力します。 

※エクスポートポリシーにルールを追加・削除する場合、項番 3～5 を参照してください。 

 

 

設定項目 説明 

ボリュームからポリシーを継承する ボリュームに設定されたエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

既存のポリシーを選択する 既存のエクスポートポリシーを使用する場合、指定します。 

 エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。[+追

加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

新しいポリシーを追加する 新規のエクスポートポリシーを作成する場合、指定します。 

 名前 エクスポートポリシーの名前を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に

指定します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM コピー元のエクスポートポリシーが設定されている SVM 名を選択します。 

 エクスポートポリシー コピー元のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 
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3. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 

 
 

4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  382 

5. エクスポートポリシーのルールを削除する場合、ルールのスクロールバーを右に動かし、対象のルールにカーソルをあて、[  ]をク

リックします。 

 
 

6. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

7. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 

  

① 

② 
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9.9. クォータ 

9.9.1. レポート  

9.9.1.1. レポート 管理 

1. [ストレージ]>[クォータ]をクリックします。 

 

 

2. クォータ管理画面より、[レポート]をクリックします。 

 

 

3. クォータ レポートの情報が表示されます。 

 

  

① 

② 
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4. クォータレポートを検索する場合、クォータの管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

  

 

 

5. クォータレポートの一覧を出力する場合、クォータの管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可

能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

6. クォータレポートの管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェックを変更します。 

 
 

  

① 

② 
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7. クォータレポートの管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を入力し、[  ]をクリックして検索条

件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

  

① 
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9.9.2. ルール  

9.9.2.1. ルール 管理 

1. [ストレージ]>[クォータ]をクリックします。 

 

 

2. [ルール]をクリックします。 

 

 

3. クォータ ルール管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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4. クォータ ルールを検索する場合、クォータ ルールの管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

  

 

 

5. クォータ ルールの一覧を出力する場合、クォータ ルールの管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力するこ

とが可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 

 

6. クォータ ルールの管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェックを変更します。 

 

  

① 

② 
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7. クォータ ルールの管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を入力し、[ ]をクリックして検索条

件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

  

① 

② 
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9.9.2.2. ルール 作成 

1. クォータ ルール管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

クォータターゲット クォータの適用ボリュームを選択します。 

 ボリューム クォータを適用するボリュームを指定します。ボリュームのみを指定した場合は、ボリュー

ム下のすべての Qtree に対してクォータが適用されます。 

 Qtree クォータを適用する Qtree を指定します。 

クォータの有効化 クォータを有効にする場合に指定します。 

※クォータ有効化済のボリュームを選択している場合は表示されません。 

クォータタイプ クォータの適用対象（Qtee/ユーザ/グループ）を選択します。 

 Qtree Qtree に対してクォータを適用する場合に選択します。 

 ユーザ ユーザに対してクォータを適用する場合に選択します。 

  すべてのユーザ すべてのユーザにクォータを適用されます。 

 特定のユーザ 指定したユーザにクォータが適用されます。[追加]をクリックし、ユーザを入力する必要

があります。 

 ユーザマッピングを有効にする UNIX ユーザと Windows ユーザのマッピングを有効にする場合に指定します。 

 グループ グループに対してクォータを適用する場合に選択します。 

  すべてのグループ すべてのグループにクォータを適用されます。 

 特定のグループ 指定したグループにクォータが適用されます。グループを入力する必要があります。 

スペース制限 ディスク使用量を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとな

ります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ディスクを消費することはで

きません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、

SNMP トラップが生成されます。 

ファイル制限 ファイル作成数を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとな

ります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ファイルを作成することはで

きません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、

SNMP トラップが生成されます。 

 

 

 

設定項目 説明 

クォータターゲットに対して初めてクォータを作成した場合 項番 3 へ進んでください。 

クォータターゲットに対して 2 個目以降のクォータを追加した場合 項番 4 へ進んでください。 
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3. クォータターゲットに対して初めてクォータを作成した場合、「クォータ ルールが追加されました。」と表示されることを確認しま

す。 

 
 

4. クォータターゲットに対して 2 個目以降のクォータを追加した場合、以下メッセージが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 

 

5. 「クォータが再有効化されました。」と表示されることを確認します。 
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9.9.2.3. ルール 変更 

1. クォータ ルール管理画面より、対象のクォータ ルールを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

スペース制限 ディスク使用量を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとなります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ディスクを消費することはできません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、SNMP トラップが

生成されます。 

ファイル制限 ファイル作成数を制限する場合に指定します。数値を指定しない場合は制限なしとなります。 

 ハードリミット ハードリミットを指定します。リミットを超えた場合、それ以上ファイルを作成することはできません。 

ソフトリミット ソフトリミットを指定します。リミットを超えた場合、コンソールメッセージ、EMS イベント、SNMP トラップが

生成されます。 

 

  

① 

② 
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3. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.9.2.4. ルール 削除 

1. クォータ ルール管理画面より、対象のクォータ ルールを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「クォータルールが削除されました。」とメッセージが表示されることを確認します。 

 

 

4. 以下メッセージが表示された場合は、メッセージの内容に従ってください。クォータを再度有効にするには「9.9.3.2. クォータ有

効化/無効化」を参照し、クォータの無効化と有効化を実施してください。 

 

 

① 

② 
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9.9.3. ボリュームステータス 

9.9.3.1. ボリュームステータス 管理 

1. [ストレージ]>[クォータ]をクリックします。 

 
 

2. クォータ管理画面より、[ボリュームステータス]をクリックします。 

 

 

3. ボリュームステータス管理画面が表示されます。 

 

  

① 

② 
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4. ボリュームステータスを検索する場合、ボリュームステータスの管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入

力します。 

 

 
 

5. ボリュームステータスの一覧を出力する場合、ボリュームステータスの管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを

出力することが可能です。この際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができま

す。 

 

 

6. ボリュームステータスの管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェックを変更します。 

 

 

  

① 

② 
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7. ボリュームステータスの管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を入力し、[ ]をクリックして検

索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

  

① 

② 
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9.9.3.2. クォータ有効化/無効化 

1. クォータ管理画面より、[ボリュームステータス]をクリックします。 

 

 

2. クォータを有効化する場合、対象のボリュームにチェックを入れ、[有効化]をクリックします。 

 

 

3. 「ボリュームが更新されました。」「”<ボリューム名>”でクォータが有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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4. クォータを無効化する場合、対象のボリュームにチェックを入れ、[無効化]をクリックします。 

 

 

5. 「ボリュームが更新されました。」「”<ボリューム名>”でクォータが無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10. Storage VM(SVM) 

本章を実施する前にアグリゲートの設定が完了している必要があります。アグリゲートの設定を行う場合は、「7.1.1. アグリゲー

ト作成」を参照してください。 

 

9.10.1. Storage VM 管理 

1. [ストレージ]>[Storage VM]をクリックします。 

 

 

2. SVM 管理画面が表示されます。 

 

 

3. SVM の詳細情報を確認する場合、SVM 名をクリックします。 

 
 

① 

② 
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4. SVM の詳細情報が表示されます。 
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5. SVM を検索する場合、SVM 管理画面より[検索]をクリックし、検索ボックスにキーワードを入力します。 

  

 

 

6. SVM の一覧を出力する場合、SVM 管理画面より[ダウンロード]をクリックし、CSV ファイルを出力することが可能です。この

際、検索やフィルタをかけてからダウンロードをクリックすると、その一覧を出力することができます。 

 
 

7. 管理画面の項目の表示/非表示を変更する場合、SVM 管理画面より、[表示/非表示]をクリックし、チェックボックスのチェ

ックを変更します。 

 

 

8. 管理画面に表示する SVM を選択する場合、SVM 管理画面より、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値

を入力し、[ ]をクリックして検索条件を選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 

 

① 

② 

① 

② 
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以下から SVM の詳細画面における各タブでの操作について記載します。 

 

(1) 概要タブ 

1. [概要]をクリックします。 

 

 

2. SVM の概要が表示されます。 
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(2) 設定タブ 

1. [設定]をクリックします。 

 

 

2. SVM 設定の詳細情報が表示されます。 
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(3) SnapMirror（ローカルまたはリモート）タブ 

1. [SnapMirror（リモート）]をクリックします。 

 

 

2. SnapMirror 関係の一覧が表示されます。 

 
 

3. [ ]をクリックすると、SnapMirror の概要が表示されます。 
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(4) ファイルシステムタブ 

1. [ファイルシステム]をクリックします。 

 

 

2. ファイルシステムの詳細情報（アクティビティの追跡情報）が表示されます。 
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3. アクティビティトラッキング表示の一時停止を行う場合、[更新を一時停止]をクリックします。 

 

 

4. アクティビティトラッキング表示を再開する場合、[更新を再開します]をクリックします。 
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5. [タイムラインを有効にする]をクリックし、タイムラインを表示することができます。 
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6. [タイムラインを無効にする] をクリックし、タイムラインを表示しないようにすることができます。 

 

 

 

7. [ダウンロード] をクリックし、トラッキング結果を CSV でダウンロードすることが可能です。 

 

 

8. アクティビティの追跡を有効にする場合は、[詳細]>[アクティビティトラッキングの有効化]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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9. [有効化]をクリックします。 

 
 

10. 「ボリュームでアクティビティ追跡が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 
 

11. アクティビティ追跡を有効にすると、過去５分間のアクティビティ情報を表示することができます。 
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12. アクティビティの追跡を無効にする場合は、[詳細]>[アクティビティトラッキングの無効化]をクリックします。 

 
 

13. [無効化]をクリックします。 

 
 

14. 「ボリュームでアクティビティ追跡が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 
 

15. ボリュームのアクティビティ追跡設定一覧を表示する場合は、[詳細]>[アクティビティ追跡をサポートするボリュームを表示しま

す]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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16. ボリュームのアクティビティ追跡設定の一覧が表示されます。 
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9.10.2. Storage VM 作成 

9.10.2.1. SVM 作成：SMB/CIFS、NFS、S3 設定 

1. SVM 管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. [SMB/CIFS,NFS,S3]タブを選択し、有効化したいプロトコルを選びチェックを入れます。 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 
[SMB/CIFS を有効にする]にチェックを入れた場合の画面 
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[NFS を有効にする]にチェックを入れた場合の画面 
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[S3 を有効にする]にチェックを入れた場合の画面 
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設定項目 説明 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

IPSPACE IPspace 名を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

SMB/CIFS を有効にする SMB/CIFS を有効化する場合にチェックを入れます。 

 管理者名 ドメインに参加させる権限があるユーザのユーザ名を指定します。 

パスワード 上記ドメインユーザのパスワードを指定します。 

サーバ名 CIFS サーバ名を指定します。 

ACTIVE DIRECTORY ドメイン 参加する Active Directory ドメイン名を指定します。 

組織単位 Active Directory ドメイン内の OU を指定します。 

Storage VM 内の共有へのアクセス

時にデータを暗号化する 

SMB 3.0 でデータを暗号化する場合に有効にします。 

ドメイン SVM に設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ SVM に設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

NFS を有効にする NFS プロトコルを有効化する場合にチェックを入れます。 

 NFS クライアントアクセスを許可 NFS クライアントが SVM のボリュームへアクセスできるようにする場合にチェックを入

れます。チェックを入れるとクライアントアクセスのルールを設定する必要があります。

チェックを入れない場合はボリュームへのクライアントアクセスが拒否されます。 

ルール クライアントのアクセスルールを指定します。 

S3 を有効にする ONTAP Simple Storage Service （ S3 ）を有効化する場合にチェックを入

れます。 

 S3 サーバ名 S3 サーバ名を完全修飾ドメイン名（ FQDN ）で指定します。 

TLS を有効にする TLS を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 443 です。 

証明書 クライアントアクセスに必要な証明書を選択します。 

 システムで生成された証明書

を使用する 

オンボードの認証局の署名がある証明書を生成してインストールする場合にチェック

を入れます。この証明書を選択した場合、有効期限を指定する必要があります。 

外部の CA 署名証明書を使

用する 

この証明書を選択した場合、証明書と秘密鍵の貼り付けが必要です。 

HTTP を有効にする（セキュアでな

い） 

HTTP を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 80 です。 

デフォルトの言語 SVM 及びそのボリュームのデフォルトの言語エンコード設定を指定します。 

ボリュームの言語エンコードはこのデフォルト言語が適用されます。デフォルト言語と

異なる設定をボリュームごとに設定したい場合は、ボリュームの作成を CLI にて行う

必要があります。 

ネットワークインターフェイス データ LIF を作成します。 

 サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 
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設定項目 説明 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.2.6 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマ

スク、ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが自

動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマ

スク、ゲートウェイ、ブロードキャストド

メインを使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブロ

ードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを

使用する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

Storage VM 管理 SVM 管理アカウントや容量制限の設定を行います。 

手順については 9.10.2.7 章を参照してください。 

 

4. NFS を有効化し、エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 
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5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

6. [保存]をクリックします。 
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7. 「Storage VM が追加されました。」と表示されることを確認します。S3 を有効化した場合は項番 8 を参照してください。 

 

 

8. S3 を有効化した場合は以下の画面が表示されるので、[ダウンロード]をクリックします。これにより作成した S3 対応 SVM へ

のアクセスキー等が記載されたテキストがダウンロードされます。ダウンロードしたテキストはアクセス時に必要となりますので必ず

保存してください。 

テキストの保存後に[閉じる]をクリックします。 

 
 

  

① ② 
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9.10.2.2. SVM 作成：iSCSI 設定 

1. SVM 管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. [iSCSI]タブをクリックし、[有効化 iSCSI]にチェックを入れます。 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  422 

3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

IPSPACE IPspace 名を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

ネットワークインターフェイス データ LIF を作成します。 

 サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.2.6 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマ

スク、ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが自

動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマ

スク、ゲートウェイ、ブロードキャストド

メインを使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブロ

ードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを

使用する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

Storage VM 管理 SVM 管理アカウントや容量制限の設定を行います。 

手順については 9.10.2.7 章を参照してください。 

 

4. 「Storage VM が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.2.3. SVM 作成：FC 設定 

1. SVM 管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. [FC]タブをクリックし、[有効化 FC]にチェックを入れます。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

IPSPACE IPspace 名を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

FC ポートの設定 FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 

Storage VM 管理 SVM 管理アカウントや容量制限の設定を行います。 

手順については 9.10.2.7 章を参照してください。 
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4. 「Storage VM が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.2.4. SVM 作成：NVMe/FC、NVMe/TCP 設定 

1. SVM 管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 
 

2. [NVMe]タブをクリックし、[有効化 NVMe/FC]または[有効化 NVMe/TCP]にチェックを入れます。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
有効化 NVMe/FC にチェックを入れた場合 
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有効化 NVMe/TCP にチェックを入れた場合 
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設定項目 説明 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

IPSPACE IPspace 名を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

有効化 NVMe/FC NVMe/FC を有効化する場合にチェックを入れます。 

 FC ポートの設定 NVMe/FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 

有効化 NVMe/TCP NVMe/TCP を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ネットワークインターフェイス NVMe/TCP プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

 サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.2.6 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが自

動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トマスク、ゲートウェイ、ブロードキャ

ストドメインを使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブロ

ードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネッ

トを使用する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力されま

す。 

Storage VM 管理 SVM 管理アカウントや容量制限の設定を行います。 

手順については 9.10.2.7 章を参照してください。 

 

4. 「Storage VM が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.2.5. SVM 作成：プロトコル設定なし 

1. SVM 管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

IPSPACE IPspace 名を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

Storage VM 管理 SVM 管理アカウントや容量制限の設定を行います。 

手順については 9.10.2.7 章を参照してください。 

 

3. 「Storage VM が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.2.6. <参考資料>ブロードキャストドメインとポートの指定手順 

本章では、SVM 作成時のブロードキャストドメインとポートの指定手順を 2 種類記載します。 

 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 

 

 

② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 
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9.10.2.7. <参考資料>SVM 管理用設定 

本章では、SVM 作成時に SVM 管理用のアカウント設定や容量制限を行う場合の手順を記載します。 

 

1. SVM 作成画面の下部に「Storage VM 管理」という項目があります。 

以下の表の情報を入力してください。 
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設定項目 説明 

最大容量制限を有効にする 最大容量のうち一定割合が使用済みとなったときにアラートを発する設定を有効に

します。 

 最大容量 SVM 内のすべてのボリュームに割り当てることができる最大容量を指定します。 

管理者アカウントを管理する 管理者アカウント（vsadmin）を設定する場合にチェックを入れます。 

 パスワード パスワードを入力します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 

管理用のネットワークインターフェイス

を追加する 

SVM 管理用の LIF を設定する場合にチェックを入れます。 

 ノード ノードを指定します。 

サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス SVM 管理用の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク SVM 管理用のサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ SVM 管理用のゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート SVM 管理用のブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.2.6 章を参照してください。 

ポート SVM 管理用のポートを指定します。サブネットを指定した場合に表示されます。 
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9.10.3. Storage VM 変更 

1. SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 「storage vm が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 内容 

STORAGE VM 名 SVM 名を指定します。 

デフォルトの言語 SVM 及びそのボリュームのデフォルトの言語エンコード設定を指定します。 

ボリュームの言語エンコードはこのデフォルト言語が適用されます。デフォルト言語と異

なる設定をボリュームごとに設定したい場合は、ボリュームの作成を CLI にて行う必要

があります。 

削除したボリュームの保持期間 削除したボリュームを保持しておく期間を指定します。 

最大容量制限を有効にする 最大容量のうち一定割合が使用済みとなったときにアラートを発する設定を有効にし

ます。 

 最大容量 SVM 内のすべてのボリュームに割り当てることができる最大容量を指定します。 

 アラートしきい値 SVM 内のすべてのボリューム容量に対し、アラートメッセージを出すしきい値を指定し

ます。 

ボリュームの作成を優先ローカル階層に

制限する 

ボリュームの作成を優先ローカル階層に制限する場合、指定します。 
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9.10.4. Storage VM 削除 

SVM を削除する前に、削除対象の SVM 内のボリュームを削除する必要があります。 

 

1. SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

CIFS の SVM を削除する場合には、ドメイン参加管理者のユーザ名とパスワードを入力してください。 

 
【CIFS 以外、またはプロトコル未設定の場合】 

  

【CIFSプロトコルの場合】 

① 

② 
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3. 「storage vm が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.5. Storage VM 停止/再開 

1. SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[停止]をクリックします。 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[停止]をクリックします。 

 

 

3. 「Storage VM が停止しました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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4. 停止した SVM を再開する場合、SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[開始]をクリックします。 

 

 

5. 「Storage VM が開始されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.6. ファイルアクセスのトレース 

CIFS または NFS プロトコルを使用して SVM のファイルと共有へのアクセスに問題がある場合に、ファイルアクセスのトレースウィ

ンドウを使用して問題を診断できます。 

 

1. SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[ファイルアクセスのトレース]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表の情報を入力し、[トレースを開始]をクリックします。 

 
 

操作 手順 

ファイルアクセスプロトコル トレースを行うプロトコルを指定します。 

※SMB/CIFS、NFS 両方のプロトコルが設定されている SVM でのみ表示さ

れます。 

ユーザ名 ファイルアクセス要求エラーが返されたユーザの名前を指定します。 

クライアント IP アドレス クライアントの IP アドレスを指定します。 

特定のパスをトレースする トレースするファイルまたはファイルパスを指定する場合にチェックを入れます。 

 トレースするファイルまたはパス トレースするファイル名またはファイルパスを指定します。 

アクセスが拒否されたエントリのみを表示する アクセスが拒否されたエントリのみ表示する場合にチェックを入れます。 
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3. トレースの結果が表示されます。 
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4. 結果のダウンロードを行う場合は、[ダウンロード]をクリックします。CSV でダウンロードされます。 

 
 

5. 表示の絞り込みを行う場合、[フィルタ]をクリックすると、検索バーが表示されます。値を入力し、[ ]をクリックして検索条件を

選択することで、表示される情報を抽出することが可能です。 
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6. ファイル権限と共有権限を確認する場合は、[権限の表示]をクリックします 

 

 

7. ファイル権限と共有権限が表示されます。[OK]をクリックすると画面が戻ります。 
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8. トレースを停止する場合、「トレースを停止」をクリックします。 

 
 

9. 「ファイルのトレースが完了しました。」と表示されることを確認します。 

 

 

10. トレースを再開する場合、「再開」をクリックします。トレースの情報を入力する画面に戻るので、項番 2 を参照し、情報を入

力してください。 
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9.10.7. ログインバナーメッセージ 

1. SVM 管理画面より、対象の SVM を選択し、[ ]>[ログインバナーメッセージ]をクリックします。 

 

 

2. メッセージを入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

3. 「ログインバナーが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8. SVM 設定  

1. SVM 管理画面より SVM 名をクリックします。 

 

 

2. SVM の詳細情報が表示されるため、[設定]をクリックします。 
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3. SVM 設定画面が表示されます。この画面にて各種設定を実施してください。 
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9.10.8.1. 暗号化 

9.10.8.1.1. 暗号化 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「暗号化」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.1.2. 暗号化 キーマネージャ設定 

1. SVM 設定画面より、「暗号化」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. [＋追加]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート ポート番号は固定値です。 

セカンダリキーサーバ セカンダリキー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。指定する場合は

[追加]をクリックします。 

 

4. キーサーバの設定は [ ]>[削除]で行を削除することが可能です。 

 
 

5. セカンダリキーサーバで[追加]をクリックした場合は以下画面が表示されます。[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力

し、[保存]をクリックします。 

 
 

① 

② 

① 

② 
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設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 セカンダリ外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート セカンダリ外部キー管理サーバのポート番号を指定します。 

 

6. KMIP サーバ CA 証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 
 

7. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

 

8. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9. KMIP クライアント証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 
 

10. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、証明書ファイルの内

容をコピーして貼り付けます。 

秘密鍵 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、秘密鍵の内容をコピ

ーして貼り付けます。 

 

11. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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12. [保存]をクリックします。 

 
 

13. 「外部キー管理ツールが設定されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.2. 証明書  

9.10.8.2.1. 証明書 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「証明書」欄の[ ]をクリックします。 
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3. 証明書管理画面が表示されます。 
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9.10.8.2.2. CSR 作成 

System Manager では秘密鍵とそれに対応する CSR （証明書署名要求）が生成できます。認証局が CSR に署名し、

パブリック証明書を生成できます。 

 

1.  SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ] をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。 
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3. [CSR を生成]をクリックします。 

 

 

4. 以下の表の情報を入力し、[生成]をクリックします。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

 

 

操作 手順 

共通名 共通名を指定します。 

例 example.corp.com 

国 国を指定します。 

組織 組織を指定します。 

例 Corp 

組織単位 組織単位を指定します。 

例 Finance 
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5. 以下の表の情報を入力し、[生成]をクリックします。 
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操作 手順 

アルゴリズム 暗号アルゴリズムを指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

セキュリティ強度 セキュリティ強度を指定します。 

鍵用途 鍵の用途を指定します。 

拡張鍵 拡張鍵の用途を指定します。 

サブジェクト名 サブジェクト名を指定します。 

 共通名 共通名を指定します。 

例 example.corp.com 

国 国を指定します。 

組織 組織を指定します。 

例 Corp 

組織単位 組織単位を指定します。 

例 Finance 

サブジェクトの別名 サブジェクトの別名を指定します。 

サブジェクト名を指定した場合、別名の指定は省略できます。 

 URI URI を指定します。 

DNS サーバ DNS サーバを完全修飾ドメイン名（ FQDN ）で指定します。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブジェクトの E メール E メールアドレスを指定します。 

 

6. [ファイルにエクスポート]をクリックします。privateKey.pem と csr.pem がダウンロードされることを確認し、[閉じる]をクリック

します。 

 

① ② 
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9.10.8.2.3. 信頼された認証局  

9.10.8.2.3.1. 信頼された認証局 作成 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[信頼された認証局]>[追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

 

4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 
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5. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 

 

6. [追加]をクリックします。 

 

 

7. 「信頼された認証局が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.10.8.2.3.2. 信頼された認証局 ファイルにエクスポート 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

3. 対象の認証局を選択し、[ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 

 

4. Pem ファイルがダウンロードフォルダに保存されたことを確認します。 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  468 

9.10.8.2.3.3. 信頼された認証局 削除 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

3. 対象の認証局を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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4. 必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
証明書のスコープがクラスタ（Admin SVM）の場合 

 

 
証明書のスコープがクラスタ以外の場合 

 

5. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.10.8.2.3.4. 信頼された認証局 更新 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[信頼された認証局]をクリックします。 

 

 

3. 対象の認証局を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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4. 以下の表の情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

新しい証明書名 証明書名を指定します。 

 

5. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 
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6. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 

 

7. [更新]をクリックします。 

 

 

8. 「証明書を更新しています。に成功しました。」と表示されることを確認します。[閉じる]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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9.10.8.2.4. クライアント/サーバ証明書  

9.10.8.2.4.1. クライアント/サーバ証明書 作成 

署名された証明書ファイルを使用してクライアント/サーバ証明書を作成することができます。 

 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[クライアント/サーバ証明書] >[追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 
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4. 「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 

 
 

5. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 
 

6. 「秘密鍵」の[インポート]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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7. 秘密鍵のファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

8. [保存]をクリックします。 

 
 

9. 「クライアント/サーバ証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.10.8.2.4.2. クライアント/サーバ証明書 ファイルにエクスポート 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

3. 対象の証明書を選択し、[ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 
 

4. クライアント/サーバ証明書がダウンロードフォルダに保存されたことを確認します。 

① 

② 
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9.10.8.2.4.3. クライアント/サーバ証明書 削除 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

3. 対象の証明書を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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4. 必要に応じてチェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
証明書のスコープがクラスタ（Admin SVM）の場合 

 

 
証明書のスコープがクラスタ以外の場合 

 

5. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8.2.4.4. クライアント/サーバ証明書 更新 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[クライアント/サーバ証明書]をクリックします。 

 

 

3. 対象の証明書を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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4. 以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

新しい証明書名 更新後の新しい証明書名を指定します。 

証明書に自己署名する 証明書に自己署名する場合にチェックを入れます。 

 有効期間 有効期間を指定します。 

 

5. 証明書をインポートする場合は、「証明書の詳細」の[インポート]をクリックします。 
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6. 署名入り証明書ファイルを指定し、[open]をクリックします。 

 
 

7. 「秘密鍵」の[インポート]をクリックします。 

 

 

8. 秘密鍵のファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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9. [更新]をクリックします。 

 
 

10. 更新内容を確認し、[閉じる]をクリックします。 
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9.10.8.2.4.5. 自己署名証明書 作成 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[クライアント/サーバ証明書]>[自己署名証明書を生成]をクリックします。 

 
 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

タイプ 証明書のタイプをサーバ/クライアントから指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

キーサイズ キーサイズを指定します。 

有効期限 有効期限を指定します。 
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4. 「自己署名証明書が生成されました」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.2.5. ローカル認証局  

9.10.8.2.5.1. ローカル認証局 作成 

 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[ローカル認証局]>[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。項番 5 に進んでください。 

※詳細に設定する場合、[その他のオプション]をクリックしてください。 

 
 

設定項目 説明 

証明書名 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 
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4. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書名を指定します。 

スコープ スコープを指定します。 

共通名 共通名を指定します。 

ハッシュ関数 ハッシュ関数を指定します。 

キーサイズ キーサイズを指定します。 

有効期限 有効期限を指定します。 
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5. 「ローカル認証局が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.2.5.2. ローカル認証局 証明書に署名 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

3. 対象のローカル認証局を選択し、[ ]>[証明書に署名]をクリックします。 

 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  492 

4. [インポート]をクリックします。 

 
 

5. インポートする csr.pem ファイルを選択し、[open]をクリックします。 

 
 

6. 有効期間を設定し、[署名]をクリックします。 

 
 

① 

② 
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7. [ファイルにエクスポート]をクリックします。”xxx_signed_certificate.pem”がダウンロードされたことを確認し、[閉じる]をク

リックします。 
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9.10.8.2.5.3. ローカル認証局 ファイルにエクスポート 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

3. 対象のローカル認証局を選択し、[ ]>[ファイルにエクスポート]をクリックします。 

 

 

4. pem ファイルがダウンロードされたことを確認します。 

① 

② 
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9.10.8.2.5.4. ローカル認証局 削除 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

3. 対象のローカル認証局を選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

① 

② 
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4. [削除]をクリックします。 

 
 

5. 「証明書が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.2.5.5. ローカル認証局 更新 

1. SVM 設定画面より、「証明書」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

2. 証明書管理画面が表示されます。[ローカル認証局]をクリックします。 

 
 

3. 対象のローカル認証局を選択し、[ ]>[更新]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. 以下の表の情報を入力し、[更新]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

新しい証明書名 更新後の新しい証明書名を指定します。 

有効期間 有効期間を指定します。 

 

5. 更新内容を確認し、[閉じる]をクリックします。 
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6. 対象のローカル認証局が作成されたことを確認します。 
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9.10.8.3. NFS 設定 

9.10.8.3.1. NFS 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「NFS」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.3.2. NFS 設定 

本章では、NFS 未設定の SVM における NFS 設定を記載します。NFS 設定済みの SVM に対して変更を行う場合は、

「9.10.8.3.3. NFS 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「NFS」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
CIFS、S3 プロトコルの SVM の場合 

 

 
上記以外の SVM の場合 
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設定項目 説明 

CIFS、S3 プロトコルの SVM の場合 

 SMB/CIFS プロトコルまたは S3 プロトコル

に使用しているデータインターフェイスを再利

用します。 

SMB/CIFS プロトコルに設定しているデータ LIF を利用する場合にチェック

を入れます。 

サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス データアクセス用 LIF を設定する IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク データアクセス用 LIF を設定するサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを設定する場合、[オプションのゲートウェイを追加]をクリックし、

ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスクと

ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェ

イが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク、

ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを使用

する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェ

イ、ブロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使用

します 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力

されます。 

CIFS、S3 プロトコル以外の SVM の場合 

 サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス データアクセス用 LIF を設定する IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク データアクセス用 LIF を設定するサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを設定する場合、[オプションのゲートウェイを追加]をクリックし、

ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスクと

ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェ

イが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク、

ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを使用

する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェ

イ、ブロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

 次のインターフェイスに同じサブネットを使用

します 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力

されます。 
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3. 「NFS プロトコルが設定されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.3.3. NFS 変更 

本章では、NFS 設定済みの SVM に、NFS 設定の変更を行う手順を記載します。NFS 未設定の SVM に対して設定を行う

場合は、「9.10.8.3.2. NFS 設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「NFS」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

NFS を有効にする NFS の有効/無効を指定します。 

バージョン 3 のサポートを有効にする NFSv3 を有効にする場合に指定します。 

 64 ビットの FSID とファイル ID を有効にする FlexGroup ボリュームでの I/O エラーを防止する場合に指定します。 

バージョン 4 のサポートを有効にする NFSv4 を有効にする場合にチェックを入れます。 

 ACL を有効にする ACL によるアクセス制御を有効にする場合に指定します。 

読み取り委譲を有効にする 読み取りファイル処理をクライアントに委譲する場合に指定します。 

書き込み委譲を有効にする 書き込みファイル処理をクライアントに委譲する場合に指定します。 

バージョン 4.1 のサポートを有効にするおよび 4.2 NFSv4.1、4.2 を有効にする場合にチェックを入れます。 

 ACL を有効にする アクセス制限を有効にする場合に指定します。 

読み取り委譲を有効にする 読み取りファイル処理をクライアントに委譲する場合に指定します。 

書き込み委譲を有効にする 書き込みファイル処理をクライアントに委譲する場合に指定します。 

pNFS パラレル NFS をサポートする場合に指定します。 

64 ビットの FSID とファイル ID を有効にする 

(バージョン 4.0、4.1、4.2) 

FlexGroup ボリュームでの I/O エラーを防止する場合に指定します。 

V4 ID ドメイン(オプション) NFSv4 ID マッピングドメインを指定します。NFSv4 プロトコルで定義され

るユーザ名とグループ名の文字列形式のドメイン部分を指定します。 

 

3. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

NFS 設定を無効にした場合：「NFS プロトコルが無効になりました。」 

上記以外の変更を行った場合：「NFS 設定が更新されました。」 

 
NFS 設定を無効にした場合 

 

 
上記以外の変更を行った場合 
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9.10.8.4. SMB/CIFS 設定 

9.10.8.4.1. SMB/CIFS 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「SMB/CIFS」の表示にて設定を確認できます。 
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3. [ ]をクリックすると、詳細情報を確認できます。（SMB/CIFS 設定済みの場合） 

 
 

4. [設定]をクリックすると、詳細情報を確認できます。 

 
 

5. [シンボリックリンク マッピング]をクリックすると、シンボリックリンクについて確認できます。 
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9.10.8.4.2. SMB/CIFS 設定 

本章では、SMB/CIFS 未設定の SVM における SMB/CIFS 設定を記載します。SMB/CIFS 設定済みの SVM に対して

変更を行う場合は、「9.10.8.4.3. SMB/ CIFS 変更」を参照してください。 

System Manager では、Active Directory のみサポートしています。Workgroup を設定する場合は、CLI にて行う必要

があります。 

 

1. SVM 設定画面より、「SMB/CIFS」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※ネットワークインターフェイスがすでに設定されている場合は、IP アドレス等は表示されません。 
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3. 「SMB/CIFS が設定されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

管理者名 ドメインに参加させる権限があるユーザのユーザ名を指定します。 

パスワード 上記ドメインユーザのパスワードを指定します。 

サーバ名 CIFS サーバ名を指定します。 

ACTIVE DIRECTORY ドメイン 参加する Active Directory ドメイン名を指定します。 

組織単位 Active Directory ドメイン内の OU を指定します。 

ドメイン SVM に設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ SVM に設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス データアクセス用 LIF を設定する IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク データアクセス用 LIF を設定するサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを設定する場合、ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク

とゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが

自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマス

ク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを

使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、ブ

ロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使用

する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIFのサブネットが自動的に入力されま

す。 
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9.10.8.4.3. SMB/CIFS 変更 

本章では、SMB/CIFS 設定済みの SVM に、SMB/CIFS 設定の変更を行う手順を記載します。SMB/CIFS 未設定の

SVM に対して設定を行う場合は、「9.10.8.4.2. SMB/CIFS 設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「SMB/CIFS」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されるため、下記表に従って手順を進めてください。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

SMB/CIFS の有効化/無効化を行う場合 項番 3 へ進んでください。 

SMB/CIFS 設定を変更する場合 項番 6 へ進んでください。 
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3. CIFS の有効化/無効化を行う場合、赤枠内のスイッチをクリックして有効・無効を切り替えます。 

 

 

4. 無効にする場合は以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

5. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

無効化した場合：「SMB/CIFS プロトコルが無効になりました。」 

有効化した場合：「SMB/CIFS プロトコルが有効になりました。」 

 
無効化した場合 

 

 
有効化した場合 
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6. SMB/CIFS 設定を変更する場合、[SMB/CIFS 設定を編集]をクリックします。 

 

 

7. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

署名が必要 署名の有効化/無効化を指定します。 

データの暗号化 データの暗号化の有効化/無効化を指定します。 

デフォルトの UNIX ユーザ デフォルトでマッピングされる UNIX ユーザを指定します。 

WINS サーバ WINS サーバの IP アドレスを指定します。 

[＋追加]をクリックすると WINS サーバを追加することができます。 

 

8. 「SMB/CIFS 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.4.4. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 設定 

1. SVM 設定画面より、「SMB/CIFS」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. [シンボリックリンクマッピング]をクリックするとシンボリックリンク一覧が表示されます。 
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9.10.8.4.4.1. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 追加 

1. シンボリックリンクマッピング一覧を開きます。（9.10.8.4.4. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 設定 参照） 

 

 

2. [＋追加]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

UNIX パス UNIX パスを指定します。 

ターゲット マッピング先の SMB/CIFS 共有を指定します。 

 

4. 「シンボリックリンクが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.4.4.2. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 変更 

1. シンボリックリンクマッピング一覧を開きます。（9.10.8.4.4. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 設定 参照） 

 

 

2. 対象の行にカーソルをあて、[ ]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ターゲット マッピング先の SMB/CIFS 共有を指定します。 

 

4. 「シンボリックリンクが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.4.4.3. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 削除 

1. シンボリックリンクマッピング一覧を開きます。（9.10.8.4.4. SMB/CIFS シンボリックリンクマッピング 設定 参照） 

 

 

2. 対象の行にカーソルをあて、[ ]をクリックします。 

 

 

3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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4. 「シンボリックリンクマッピングが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.4.5. SMB/CIFS 削除 

1. SVM 設定画面より、「SMB/CIFS」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. [削除]をクリックします。 
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3. ユーザ名とパスワードを入力し、[削除]をクリックします。 

 

 

4. 「SMB/CIFS 設定が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.5. iSCSI 設定 

9.10.8.5.1. iSCSI 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「iSCSI」の表示にて設定を確認できます。 
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3. [ ]をクリックすると、詳細情報を確認できます。（iSCSI 設定済みの場合） 

 

 
 

4. [サービス]をクリックすると、サービスインターフェイスの情報が表示されます。 
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5. [イニシエータセキュリティ]をクリックすると、イニシエータセキュリティの情報が表示されます。 
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9.10.8.5.2. iSCSI 設定 

本章では、iSCSI 未設定の SVM における iSCSI 設定を記載します。iSCSI 設定済みの SVM に対して変更を行う場合

は、「9.10.8.5.3. iSCSI 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「iSCSI」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス iSCSI プロトコル用のデータ LIF の IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク iSCSI プロトコル用のデータ LIF のサブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを設定する場合、[オプションのゲートウェイを追加]をクリックし、ゲー

トウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク

とゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが

自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマス

ク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを

使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、

ブロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使用

する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力され

ます。 

 

3. 「interfaces が追加されました。」「iSCSI が設定されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.5.3. iSCSI 変更 

本章では、iSCSI 設定済みの SVM に、iSCSI 設定の変更を行う手順を記載します。iSCSI 未設定の SVM に対して設定

を行う場合は、「9.10.8.5.2. iSCSI 設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「iSCSI」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されるため、下記表に従って手順を進めてください。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

iSCSI の有効化/無効化を行う場合 項番 3 へ進んでください。 

iSCSI 設定を変更する場合 項番 6 へ進んでください。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  532 

3. iSCSI の有効化/無効化を行う場合、[サービス]タブにて赤枠内のスイッチをクリックし、有効・無効を切り替えます。 

 

 

4. 無効化する場合は以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

5. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

無効化した場合：「iSCSI サービスが無効になりました。」 

有効化した場合：「iSCSI サービスが有効になりました。」 

 
無効化する場合 

 

 
有効化する場合 
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6. iSCSI 設定を変更する場合、[サービス]タブにて[編集]をクリックします。 

 

 

7. ターゲットエイリアスを指定し、[保存]をクリックします。 

 

 

8. 「iSCSI サービスが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9. iSCSI 用データ LIF を有効化/無効化する場合、[サービス]タブにて有効化/無効化する LIF の赤枠内のスイッチをダブル

クリックし、有効・無効を切り替えます。 

 

 

10. 無効化する場合はメッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

11. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

無効化した場合：「このインターフェイスの iSCSI サービスが無効になりました。」 

有効化した場合：「このインターフェイスの iSCSI サービスが有効になりました。」 

 
無効化する場合 

 

 
有効化する場合 
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9.10.8.5.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 設定 

1. SVM 設定画面より、「iSCSI」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. [イニシエータセキュリティ]タブをクリックすると、イニシエータセキュリティ情報が表示されます。 
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9.10.8.5.4.1. iSCSI デフォルトセキュリティ 変更 

1. [イニシエータセキュリティ]タブを開きます。（9.10.8.5.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 設定 参照） 

 
 

2. [編集]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

なし 認証が不要である場合、指定します。 

拒否 イニシエータからのアクセスを禁止する場合、指定します。 

CHAP CHAP 認証によるアクセスとする場合、指定します。 

 インバウンドクレデンシャル インバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のアウトバウンド認証情報と一致

する必要があります。 

 ユーザ名 インバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

アウトバウンドクレデンシャル 双方向認証に使用するアウトバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のイン

バウンド認証情報と一致する必要があります。 

インバウンドクレデンシャルを ONTAP で定義した場合にのみ、アウトバウンドクレデンシャルを

使用できます。 

 ユーザ名 アウトバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

 

4. 「イニシエータセキュリティが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.5.4.2. iSCSI イニシエータセキュリティ 追加 

1. [イニシエータセキュリティ]タブを開きます。（9.10.8.5.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 設定 参照） 

 

 

2. [+追加]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

イニシエータ名 イニシエータ名を指定します。 

なし 認証が不要である場合、指定します。 

拒否 イニシエータからのアクセスを禁止する場合、指定します。 

CHAP CHAP 認証によるアクセスとする場合、指定します。 

 インバウンドクレデンシャル インバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のアウトバウンド認証情報と一致

する必要があります。 

 ユーザ名 インバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

アウトバウンドクレデンシャル アウトバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のインバウンド認証情報と一致

する必要があります。 

 ユーザ名 アウトバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

 

4. 「イニシエータセキュリティが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.5.4.3. iSCSI イニシエータセキュリティ 変更 

1. [イニシエータセキュリティ]タブを開きます。（9.10.8.5.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 設定 参照） 

 

 

2. 対象のイニシエータにカーソルをあて、[ ]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

デフォルト デフォルトの認証を適用する場合に指定します。 

なし 認証が不要である場合、指定します。 

拒否 イニシエータからのアクセスを禁止する場合、指定します。 

CHAP CHAP 認証によるアクセスとする場合、指定します。 

 インバウンドクレデンシャル インバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のアウトバウンド認証情報と一致

する必要があります。 

 ユーザ名 インバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 インバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

アウトバウンドクレデンシャル アウトバウンド認証情報を指定します。これはイニシエータ上のインバウンド認証情報と一致

する必要があります。 

 ユーザ名 アウトバウンドクレデンシャルのユーザ名を指定します。 

パスワード アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 アウトバウンドクレデンシャルのユーザのパスワードを再入力します。 

 

4. 「イニシエータセキュリティが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.5.4.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 削除（デフォルトセキュリティへのリセット） 

1. [イニシエータセキュリティ]タブを開きます。（9.10.8.5.4. iSCSI イニシエータセキュリティ 設定 参照） 

 

 

2. 対象のイニシエータにチェックを入れ、[デフォルトセキュリティの設定]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 内容を確認し、[デフォルトセキュリティの設定]をクリックします。 

 

 

4. 「イニシエータのセキュリティタイプはデフォルトに設定されています。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.6. FC 設定 

9.10.8.6.1. FC 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「FC」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.6.2. FC 設定 

本章では、FC 未設定の SVM における FC 設定を記載します。FC 設定済みの SVM に対して変更を行う場合は、

「9.10.8.6.3. FC 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「FC」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

FC の設定 FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 

 

3. 「ネットワークインターフェイスが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.6.3. FC 変更 

本章では、FC 設定済みの SVM に、FC 設定の変更を行う手順を記載します。FC 未設定の SVM に対して設定を行う場合

は、「9.10.8.6.2. FC 設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「FC」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

FC を有効にする FC の有効化・無効化を選択します。 

ポートの設定 FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 
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3. 設定されていたポートのチェックを外した場合、以下の画面が表示されるので[はい]をクリックします。 

 

 

4. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

FC を無効化した場合：「FC/FCoE プロトコルが無効になりました。」 

FC を有効化した場合：「ネットワークインターフェイスが更新されました。」 

ポートの設定を変更した場合：「ネットワークインターフェイスが更新されました。」 

 
FC を無効化した場合 

 

 
FC を有効化した場合・ポートの設定を変更した場合 
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9.10.8.7. NVMe 設定 

9.10.8.7.1. NVMe 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「NVMe」の表示にて設定を確認できます。 

 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  549 

9.10.8.7.2. NVMe 設定 

本章では、NVMe/FC、NVMe/TCP 未設定の SVM における NVMe/FC、NVMe/TCP 設定を記載します。NVMe/FC、

NVMe/TCP 設定済みの SVM に対して変更を行う場合は、「9.10.8.7.3. NVMe 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「NVMe」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  550 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

NVMe/FC を有効にする NVMe/FC を有効化する場合にチェックを入れます。 

 FC ポートの設定 NVMe/FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 

NVMe/TCP を有効にする NVMe/TCP を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ネットワークインターフェイス NVMe/TCP プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

 サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク

とゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウ

ェイが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマス

ク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを

使用する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウ

ェイ、ブロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使

用する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入

力されます。 

 

3. 「NVMe プロトコルが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.7.3. NVMe 変更 

本章では、NVMe/FC 設定済みの SVM に、NVMe/FC 設定の変更を行う手順を記載します。NVMe/FC 未設定の SVM

に対して設定を行う場合は、「9.10.8.7.2. NVMe 設定」を参照してください。 

また、NVMe/TCP についての設定変更は、本章の手順では実行できません。「10.1.3.3. ネットワークインターフェイス

（LIF） 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「NVMe」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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3. 設定されていたポートのチェックを外した場合、以下の画面が表示されるので[はい]をクリックします。 

 

 

4. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

NVMe を無効化した場合：「NVMe が無効になりました」 

NVMe を有効化した場合：「NVMe が有効になりました」 

ポートの設定を変更した場合：「ネットワークインターフェイスが更新されました。」 

 
NVMe を無効化した場合 

 

 
NVMe を有効化した場合 

 

 
ポートの設定を変更した場合 

設定項目 説明 

NVMe を有効にする NVMe の有効化・無効化を選択します。 

ポートの設定 NVMe/FC プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

LIF を設定するポートを選択します。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  554 

9.10.8.8. S3 設定 

ONTAP クラスタ内で ONTAP Simple Storage Service (S3)オブジェクトストレージサーバを有効にすることができます。 

 

9.10.8.8.1. S3 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「S3」の表示にて設定を確認できます。 
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3. [ ]をクリックすると、詳細情報を確認できます。（S3 設定済みの場合） 

 

 

 

4. S3 管理画面が表示されます。 
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5. [ユーザ]タブをクリックすると、S3 ユーザ管理画面が表示されます。 

 

 

6. [グループ]タブをクリックすると、S3 グループ管理画面が表示されます。 
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7. [ポリシー]タブをクリックすると、S3 ポリシー管理画面が表示されます。 
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9.10.8.8.2. S3 設定 

本章では、S3 未設定の SVM における S3 設定を記載します。S3 設定済みの SVM に対して変更を行う場合は、

「9.10.8.8.3. S3 変更」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「S3」欄の[ ]をクリックします。 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

S3 サーバ名 S3 サーバ名を完全修飾ドメイン名（ FQDN ）で指定します。 

TLS を有効にする TLS を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 443 です。 

証明書 クライアントアクセスに必要な証明書を選択します。 

 システムで生成された証明書を使

用する 

オンボードの認証局の署名がある証明書を生成してインストールする場合にチェ

ックを入れます。この証明書を選択した場合、有効期限を指定する必要があり

ます。 

外部の CA 署名証明書を使用する この証明書を選択した場合、証明書と秘密鍵の貼り付けが必要です。 

HTTP を有効にする（セキュアでない） HTTP を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 80 です。 

ネットワークインターフェイス S3 プロトコル用のデータ LIF を作成します。 

SMB/CIFS プロトコルと NFS プロトコル用に

すでに設定されているネットワークインターフェ

イスを使用してください 

SVM にすでに SMB/CIFS または NFS プロトコル対応のデータ LIF が設定さ

れている場合にのみ表示されます。 

すでに SVM に設定されているデータ LIF を S3 用に使用する場合はチェックを

入れます。 

 ネットワークインターフェイスを選択してく

ださい 

すでに SVM に設定されているデータ LIF から S3 用に使用する LIF を選択し

ます。 

サブネット サブネットを指定します。 

サブネットが作成されている場合に表示されます。 

IP アドレス IP アドレスを指定します。 

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。 

ゲートウェイ ゲートウェイを指定します。 

ブロードキャストドメインとポート ブロードキャストドメインとポートを指定します。 

手順については 9.10.8.25 章を参照してください。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスクと

ゲートウェイを使用する 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイが

自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットマスク、

ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを使用

する 

ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェイ、

ブロードキャストドメインが自動的に入力されます。 

次のインターフェイスに同じサブネットを使用

する 

サブネットを指定した場合に表示されます。 

チェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットが自動的に入力され

ます。 
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3. 以下の画面が表示されるため[ダウンロード]をクリックします。これにより作成した S3 対応 SVM へのアクセスキー等が記載さ

れたテキストがダウンロードされます。ダウンロードしたテキストはアクセス時に必要となりますので必ず保存してください。 

テキストの保存後に[閉じる]をクリックします。 

 

 

  

① ② 
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9.10.8.8.3. S3 変更 

本章では、S3 設定済みの SVM に、S3 設定の変更を行う手順を記載します。S3 未設定の SVM に対して設定を行う場合

は、「9.10.8.8.2. S3 設定」を参照してください。 

 

1.  SVM 設定画面より、「S3」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されるため、下記表に従って手順を進めてください。 
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設定項目 説明 

S3 の有効化/無効化を行う場合 項番 3 へ進んでください。 

S3 サーバを編集する場合 項番 5 へ進んでください。 

 

3. S3 の有効化/無効化を行う場合、赤枠内のスイッチをクリックし、有効・無効を切り替えます。 

 

 

4. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

無効化した場合：「S3 サーバが無効になりました。」 

有効化した場合：「S3 サーバが有効になりました。」 

 
無効化した場合 

 

 
有効化した場合 

 

5. S3 サーバの設定を変更する場合、[編集]をクリックします。 
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6. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

TLS を有効にする TLS を有効化する場合にチェックを入れます。 

 証明書 クライアントアクセスに必要な証明書を選択します。 

 インストールされている証明書 インストールされている証明書を使用する場合にチェックを入れます。証明書を選

択してください。 

システムで生成された証明書 オンボードの認証局の署名がある証明書を生成してインストールする場合にチェッ

クを入れます。この証明書を選択した場合、有効期限を指定する必要がありま

す。 

外部の CA 署名証明書 この証明書を選択した場合、証明書と秘密鍵の貼り付けが必要です。 

ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 443 です。 

HTTP を有効にする（セキュアでない） HTTP を有効化する場合にチェックを入れます。 

 ポート ポート番号を指定します。デフォルトは 80 です。 

 

7. 「S3 サーバが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.8.4. S3 ユーザ設定 

1.  SVM 設定画面より、「S3」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

設定項目 説明 

ユーザを追加する場合 項番 2 へ進んでください。 

キーを再作成する場合 項番 5 へ進んでください。 

ユーザを削除する場合 項番 8 へ進んでください。 
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2. ユーザを追加する場合、[ユーザ]タブ>[追加]をクリックします。 

 
 

3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

名前 ユーザ名を指定します。 

キーの有効性 ユーザに対して作成されるアクセスキーの保持期間を指定します。 

 

  

① 

② 
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4. 以下の画面が表示されるため[ダウンロード]をクリックします。これにより作成した S3 対応 SVM へのアクセスキー等が記載さ

れたテキストがダウンロードされます。ダウンロードしたテキストはアクセス時に必要となりますので必ず保存してください。 

テキストの保存後に[閉じる]をクリックします。 

 

 

5. ユーザのキーを再作成する場合、S3 ユーザ管理画面にて対象のユーザにカーソルをあて、 [  ]>[キーを再作成]をクリックし

ます。 

 

  

① ② 

① 

② 
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6. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

キーの有効性 ユーザに対して作成されるアクセスキーの保持期間を指定します。 

 

7. 以下の画面が表示されるため[ダウンロード]をクリックします。これにより作成した S3 対応 SVM へのアクセスキー等が記載さ

れたテキストがダウンロードされます。ダウンロードしたテキストはアクセス時に必要となりますので必ず保存してください。 

テキストの保存後に[閉じる]をクリックします。 

 

 

  

① ② 
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8. ユーザを削除する場合、S3 ユーザ管理画面にて対象のユーザにカーソルをあて、[  ]>[削除]をクリックします。 

 

 

9. メッセージを確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

10. 「s3 ユーザが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  570 

9.10.8.8.5. S3 グループ設定 

1.  SVM 設定画面より、「S3」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

設定項目 説明 

グループを追加する場合 項番 2 へ進んでください。 

グループを編集する場合 項番 5 へ進んでください。 

グループを削除する場合 項番 8 へ進んでください。 
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2. グループを追加する場合、[グループ]タブ>[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

名前 グループ名を指定します。 

ユーザ グループに含めるユーザを指定します。ユーザは事前に作成しておく必要があります。 

ポリシー グループに適用するポリシーを指定します。既存のポリシー以外を指定する場合、ポリシーを事前に作成

しておく必要があります。 

 

4. 「S3 グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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5. グループを編集する場合、対象のグループにカーソルをあて、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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6. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

名前 グループ名を指定します。 

ユーザ グループに含めるユーザを指定します。ユーザは事前に作成しておく必要があります。 

ポリシー グループに適用するポリシーを指定します。既存のポリシー以外を指定する場合、ポリシーを事前に作成

しておく必要があります。 

 

7. 「S3 グループが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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8. グループを削除する場合、対象のグループにカーソルをあて、[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

9. メッセージを確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

10. 「s3 グループが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

① 

② 
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9.10.8.8.6. S3 ポリシー設定 

1.  SVM 設定画面より、「S3」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

 

  

設定項目 説明 

ポリシーを追加する場合 項番 2 へ進んでください。 

ポリシーを編集する場合 項番 5 へ進んでください。 

ポリシーを削除する場合 項番 8 へ進んでください。 
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2. ポリシーを追加する場合、[ポリシー]タブをクリックし、[追加]をクリックします。 

 

 

  

② 

① 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

4. 「S3 ポリシーが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

設定項目 説明 

名前 ポリシー名を指定します。 

グループ ポリシーを適用するグループを指定します。 

アクセス権限 ポリシーのアクセス権を指定します。[追加]をクリックしてアクセス権を追加してください。 

 許可/拒否 アクセスの許可または拒否を指定します。 

アクション アクセスを許可/拒否する操作を指定します。 

リソース アクセスを許可/拒否するリソースを指定します。 

* は、 Storage VM 内のすべてのバケットへのアクセスを許可します。 

* bucketname * および * bucketname / ** は、特定のバケット内のすべてのオブジェクトへのア

クセスを許可します。 

* bucketname/readme.txt * を指定すると、特定のバケット内のオブジェクトへのアクセスが許可さ

れます。 
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5. ポリシーを編集する場合、対象のポリシーにカーソルをあて、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

6. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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7. 「S3 ポリシーが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

8. ポリシーを削除する場合、対象のポリシーにカーソルをあて、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

設定項目 説明 

グループ ポリシーを適用するグループを指定します。 

アクセス権限 ポリシーのアクセス権を指定します。[追加]をクリックしてアクセス権を追加してください。 

 許可/拒否 アクセスの許可または拒否を指定します。 

操作 アクセスを許可/拒否する操作を指定します。 

リソース アクセスを許可/拒否するリソースを指定します。 

* は、 Storage VM 内のすべてのバケットへのアクセスを許可します。 

* bucketname * および * bucketname / ** は、特定のバケット内のすべてのオブジェクトへのア

クセスを許可します。 

* bucketname/readme.txt * を指定すると、特定のバケット内のオブジェクトへのアクセスが許可さ

れます。 

① 

② 
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9. メッセージを確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

10. 「ポリシーが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.9. ファイルシステム設定 

9.10.8.9.1. ファイルシステム設定 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ファイルシステム設定」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.9.2. ファイルシステム設定 変更 

 

1. アクティビティ追跡の有効化/無効化を行う場合、SVM 設定画面の「ファイルシステム設定」にて、「アクティビティの追跡」のス

イッチをクリックし、有効・無効を切り替えます。 

 

 

 

2. 有効にした場合、「アクティビティ追跡の自動有効化が有効になっています。」というメッセージが表示されることを確認します。 

 
 

3. 無効にした場合、「アクティビティトラッキングの自動有効化は無効です。」というメッセージが表示されることを確認します。 

 
 

  

設定項目 説明 

アクティビティ追跡の有効化/無効化を行う場合 項番 1 へ進んでください。 

ファイルシステム分析の有効化/無効化を行う場合 項番 4 へ進んでください。 
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4. ファイルシステム分析の有効化/無効化を行う場合、SVM 設定画面の「ファイルシステム設定」にて「分析」のスイッチをクリッ

クし、有効・無効を切り替えます。 

 

 
 

5. 有効にした場合、「分析の自動有効化が有効になっています。」というメッセージが表示されることを確認します。 

 
 

6. 無効にした場合、「分析の自動有効化が無効になっています。」というメッセージが表示されることを確認します。 
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9.10.8.10. NIS 設定 

9.10.8.10.1. NIS 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「NIS」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.10.2. NIS 設定 

1. SVM 設定画面より、「NIS」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

 

3. 「NIS ドメイン<ドメイン名>が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

設定項目 説明 

NIS ドメイン SVM に設定する NIS ドメイン名を指定します。 

NIS サーバ SVM に設定する NIS サーバの IP アドレスを指定します。 
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9.10.8.10.3. NIS 変更 

1. SVM 設定画面より、「NIS」欄の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

NIS ドメイン SVM に設定する NIS ドメイン名を指定します。 

NIS サーバ SVM に設定する NIS サーバの IP アドレスを指定します。 

 

3. 「NIS ドメイン<ドメイン名>が更新されました。」と表示されることを確認します。 

  

① 

② 
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9.10.8.10.4. NIS 削除 

1. SVM 設定画面より、「NIS」欄の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「NIS ドメイン<NIS ドメイン名>が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.11. ネームサービススイッチ設定 

9.10.8.11.1. ネームサービススイッチ 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ネームサービススイッチ」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.11.2. ネームサービススイッチ 変更 

NIS 設定または LDAP 設定を行う場合、サービス検索順序に「LDAP」または「NIS」を設定する必要があります。各設定につ

いては、詳細は「9.10.8.10.2. NIS 設定」または「9.10.8.12.2. LDAP 設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「ネームサービススイッチ」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. サービス検索順序を設定する項目を選び、[+追加]をクリックします。 
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3. プルダウンからサービス検索順序を選択し、[保存]をクリックします。 

※本手順を実施後、項番 5 へ進んでください。 

※サービス検索順序を最大数指定後に指定前の設定へ戻したい場合、項番 4 へ進んでください。 

 

 

 

  

ネームサービス 設定項目 説明 

ホスト サービス検索順序 

※2 つ指定できます。 

なし/ファイル/DNS から指定します。 

※なしを選択すると設定されません。 

グループ サービス検索順序 

※3 つ指定できます。 

なし/ファイル/NIS/LDAP から指定します。 

※なしを選択すると設定されません。 

ネームマップ サービス検索順序 

※2 つ指定できます。 

なし/ファイル/LDAP から指定します。 

※なしを選択すると設定されません。 

ネットグループ サービス検索順序 

※3 つ指定できます。 

なし/ファイル/NIS/LDAP から指定します。 

※なしを選択すると設定されません。 

パスワード サービス検索順序 

※3 つ指定できます。 

なし/ファイル/NIS/LDAP から指定します。 

※なしを選択すると設定されません。 

① 

② 

③ 
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4. サービス検索順序を指定前の設定へ戻したい場合、サービス検索順序の横に表示される[ ]をクリックします。 

 

 

5. 「ネームサービススイッチが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.12. LDAP 設定 

9.10.8.12.1. LDAP 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「LDAP」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.12.2. LDAP 設定 

1. SVM 設定画面より、「LDAP」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

操作 手順 

Active Directory を指定する場合 項番２へ進んでください 

LDAP を指定する場合 項番３へ進んでください 
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2. Active Directory を指定する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※Active Directory を指定する場合、CIFS の設定を事前に行ってください。 

 

 

  

設定項目 説明 

指定するサーバのタイプを選択 Active Directory を指定します。 

ドメイン名 Active Directory ドメイン名を指定します。 

優先される Active Directory IP 優先される Active Directory の IP アドレスを指定します。 

[+追加]をクリックし、IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを指定します。スキーマは、MS-AD-BIS、AD-IDMU、AD-SFU、RFC-

2307 の中からいずれかを指定します。 

ベース DN ベース DN を指定します。このパラメータは、環境ユーザ名マッピング検索も行います。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「TLS を使用」チェック

ボックスが、ポート番号 636 の場合は「LDAPS を使用」チェックボックスが表示されま

す。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 
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3. LDAP を指定する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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4. 「LDAP が設定されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

指定するサーバのタイプを選択 LDAP サーバを指定します。 

IP アドレス LDAP サーバの IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを指定します。スキーマは、MS-AD-BIS、AD-IDMU、AD-SFU、RFC-2307

の中からいずれかを指定します。 

ベース DN ベース DN を指定します。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「LDAPS を使用」チェック

ボックスが、ポート番号 636 の場合は「TLS を使用」チェックボックスが表示されます。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

最小認証レベル LDAP クライアントが LDAP サーバへのバインドに使用する最低認証レベルを指定します。 

ユーザ名 LDAP サーバにバインドするユーザを指定します。ユーザを識別名（CN = user、DC = 

domain、DC = com）形式で指定します。 

パスワード LDAP サーバにバインドするユーザのパスワードを指定します。 
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9.10.8.12.3. LDAP 変更 

1. SVM 設定画面より、「LDAP」の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 
 

操作 手順 

Active Directory の情報を変更する場合 項番２へ進んでください 

LDAP の情報を変更する場合 項番３へ進んでください 

 

② 

① 
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2. Active Directory の情報を変更する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

設定項目 説明 

ドメイン名 Active Directory ドメイン名を指定します。 

優先される Active Directory IP 優先される Active Directory の IP アドレスを指定します。 

[+追加]をクリックし、IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを指定します。スキーマは、MS-AD-BIS、AD-IDMU、AD-SFU、RFC-

2307 の中からいずれかを指定します。 

ベース DN ベース DN を指定します。このパラメータは、環境ユーザ名マッピング検索も行います。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「TLS を使用」チェック

ボックスが、ポート番号 636 の場合は「LDAPS を使用」チェックボックスが表示されま

す。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 
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3. LDAP の情報を変更する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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4. 「LDAP 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

IP アドレス LDAP サーバの IP アドレスを指定します。 

スキーマ スキーマを指定します。スキーマは、MS-AD-BIS、AD-IDMU、AD-SFU、RFC-2307 の中からいず

れかを指定します。 

ベース DN ベース DN を指定します。 

ポート LDAP サーバのポートを指定します。ポート番号 389 の場合は「LDAPS を使用」チェックボックスが、ポ

ート番号 636 の場合は「TLS を使用」チェックボックスが表示されます。 

LDAPS を使用 LDAPS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

TLS を使用 TLS プロトコルを使用する場合にチェックを入れます。 

最小認証レベル LDAP クライアントが LDAP サーバへのバインドに使用する最低認証レベルを指定します。 

ユーザ名 LDAP サーバにバインドするユーザを指定します。ユーザを識別名（CN = user、DC = domain、

DC = com）形式で指定します。 

パスワード LDAP サーバにバインドするユーザのパスワードを指定します。 
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9.10.8.12.4. LDAP 削除 

1. SVM 設定画面より、「LDAP」の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

3. 「LDAP が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

② 

① 
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9.10.8.13. Kerberos 設定 

9.10.8.13.1. Kerberos 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「Kerberos」の表示にて設定を確認できます。 
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3. 「Kerberos」の[ ]をクリックします。 

 

  

 

4. Kerberos 管理画面が表示されます。 
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9.10.8.13.2. Kerberos 設定 

Kerberosを有効にするために、事前にNFSを設定しておく必要があります。NFSの設定を行う場合は、「9.10.8.3.2. NFS 

設定」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「Kerberos」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Kerberos 管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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3. 以下の表の情報を入力します。 
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4. Realm への LIF を追加する場合、[+追加]をクリックします。 

 

  

設定項目 説明 

名前 Kerberos Realm 名を指定します。 

KDC IP アドレス Kerberos Key Distribution Center（KDC;キー配布センタ

ー）の IP アドレスを指定します。 

KDC ポート KDC のポート番号を指定します。 

KDC ベンダー KDC ベンダーを指定します。その他/Microsoft から選択します。 

 その他 KDC ベンダーが Microsoft 以外の場合に指定します。 

Microsoft KDC ベンダーが Microsoft の場合に指定します。 

 ACTIVE DIRECTORY サーバ名 Active Directory サーバ名を指定します。 

ACTIVE DIRECTORY サーバの IP アドレス Active Directory サーバの IP アドレスを指定します。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  608 

5. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

  

設定項目 説明 

KERBEROS インターフェイス Kerberos 設定用の LIF を指定します。 

サービスプリンシパル名 有効にする LIF のサービスプリンシパル名（SPN）を指定します。 

管理ユーザ名 管理ユーザ名を指定します。 

管理パスワード 管理パスワードを指定します。 
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6. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

7. 「Kerberos Realm が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.13.3. Kerberos 変更 

1. SVM 設定画面より、「Kerberos」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Kerberos 管理画面より、対象の Kerberos Realm の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  611 

3. 以下の表の情報を入力します。 
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4. Realm への LIF を作成する場合、[+追加]をクリックします。 

 

 

  

設定項目 説明 

KDC IP アドレス Kerberos Key Distribution Center（KDC;キー配布センタ

ー）の IP アドレスを指定します。 

KDC ポート KDC のポート番号を指定します。 

KDC ベンダー KDC ベンダーを指定します。その他/Microsoft から選択します。 

 その他 KDC ベンダーが Microsoft 以外の場合に指定します。 

Microsoft KDC ベンダーが Microsoft の場合に指定します。 

 ACTIVE DIRECTORY サーバ名 Active Directory サーバ名を指定します。 

ACTIVE DIRECTORY サーバの IP アドレス Active Directory サーバの IP アドレスを指定します。 

設定項目 説明 

Realm への LIF を作成する場合 項番 4 へ進んでください。 

Realm への LIF を編集・有効化する場合 項番 6 へ進んでください。 

Realm への LIF を無効化する場合 項番 8 へ進んでください。 
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5. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

6. Realm への LIF を編集・有効化する場合、対象の LIF にカーソルをあて、[ ]をクリックします。 

 
 

  

設定項目 説明 

KERBEROS インターフェイス Kerberos 設定用の LIF を指定します。 

サービスプリンシパル名 有効にする LIF のサービスプリンシパル名（SPN）を指定します。 

管理ユーザ名 管理ユーザ名を指定します。 

管理パスワード 管理パスワードを指定します。 
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7. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

8. Realm への LIF を無効化する場合、対象の LIF にカーソルをあて、[ ]をクリックします。 

 

  

設定項目 説明 

サービスプリンシパル名 有効にする LIF のサービスプリンシパル名（SPN）を指定します。 

管理ユーザ名 管理ユーザ名を指定します。 

管理パスワード 管理パスワードを指定します。 
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9. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

管理ユーザ名 管理ユーザ名を指定します。 

管理パスワード 管理パスワードを指定します。 

 

10. ステータスが「False」になっていることを確認します。 
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11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

12. 「Kerberos Realm が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  617 

9.10.8.13.4. Kerberos 削除 

1. SVM 設定画面より、「Kerberos」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Kerberos 管理画面より、対象の Kerberos Realm の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. 「kerberos realm が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.14. DNS 設定 

9.10.8.14.1. DNS 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「DNS」の表示にて設定を確認できます。 
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9.10.8.14.2. DNS 設定 

DNS 設定実施前に、データ LIF を設定する必要があります。データ LIF の設定を行う場合は、「10.1.3.2. ネットワークイン

ターフェイス（LIF） 作成」を参照してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「DNS」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. [追加]をクリックして以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

DNS ドメイン SVM に設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ SVM に設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

 

  

③ 

② 

① 
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3. 「DNS 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.14.3. DNS 変更 

1. SVM 設定画面より、「DNS」欄の[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

2. 設定を追加する場合、[+追加]をクリックし、以下に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

設定項目 説明 

設定を追加する場合 項番 2 へ進んでください。 

設定を編集する場合 項番 3 へ進んでください。 

設定を削除する場合 項番 4 へ進んでください。 

設定項目 説明 

DNS ドメイン SVM に設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ SVM に設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

① 
② 

① 

① 

② 
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3. 設定を編集する場合、対象をクリックし、以下に記載した情報を編集し、[保存]をクリックします。 

  

 

 

4. 設定を削除する場合、対象にカーソルをあて、[ ]をクリックし、[保存]をクリックします。 

※保存するには各々1 つ以上の設定が必要です。 

 

 

5. 「DNS 設定が更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

設定項目 説明 

DNS ドメイン SVM に設定する DNS ドメイン名を指定します。 

ネームサーバ SVM に設定するネームサーバの IP アドレスを指定します。 

① 

① 

② 

② 
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9.10.8.14.4. DNS 削除 

1. SVM 設定画面より、「DNS」欄の[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

 

2. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「DNS 設定が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.15. ネームマッピング 

9.10.8.15.1. ネームマッピング 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ネームマッピング」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「ネームマッピング」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

5. ネームマッピング管理画面が表示されます。 
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9.10.8.15.2. ネームマッピング 作成 

1. SVM 設定画面より、「ネームマッピング」欄の[ ] をクリックします。 

 

 
 

2. ネームマッピング管理画面より、作成するネームマッピングの[+追加]をクリックします。 
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3. 赤枠部をクリックして以下の表に記載した情報を入力し、Enter キーを押下します。 

 
 

設定項目 説明 

Windows から Unix Windows のユーザ名からマッピング Unix のユーザ名を指定します。 

 ①パターン Windows のユーザ名を指定します。 

②リプレースメント Unix のユーザ名を指定します。 

Unix から Windows Unix のユーザ名からマッピング Windows のユーザ名を指定します。 

 ①パターン Unix のユーザ名を指定します。 

②リプレースメント Windows のユーザ名を指定します。 

Kerberos から Unix Kerberos のユーザ名からマッピング Unix のユーザ名を指定します。 

 ①パターン Kerberos のユーザ名を指定します。 

②リプレースメント Unix のユーザ名を指定します。 

S3 から Windows S3 のユーザ名からマッピング Windows のユーザ名を指定します。 

 ①パターン S3 のユーザ名を指定します。 

②リプレースメント Windows のユーザ名を指定します。 

S3 から Unix S3 のユーザ名からマッピング Unix のユーザ名を指定します。 

 ①パターン S3 のユーザ名を指定します。 

②リプレースメント Unix のユーザ名を指定します。 

 

4. 「ネームマッピングが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① ② 
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9.10.8.15.3. ネームマッピング 変更 

1. SVM 設定画面より、「ネームマッピング」欄の[ ] をクリックします。 

 

 
 

2. ネームマッピングのユーザ名を編集する場合、ネームマッピング管理画面より対象をクリックし、編集します。 
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3. マッピングの優先順位を変更する場合、ネームマッピング管理画面より、優先順位変更対象のマッピングの[ ]>[上へ]また

は[ ]>[下へ]をクリックします。 

 
 

4. 「ネームマッピングが変更されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.15.4. ネームマッピング 削除 

1. SVM 設定画面より、「ネームマッピング」欄の[ ] をクリックします。 

 

 
 

2. ネームマッピング管理画面より、対象のネームマッピングの[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

① 

② 
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4. 「ネームマッピングが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.16. UNIX 

9.10.8.16.1. UNIX 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 
 

2. 「UNIX」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「UNIX」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

5. UNIX 管理画面が表示されます。 
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9.10.8.16.2. UNIX グループ 

9.10.8.16.2.1.UNIX グループ 作成 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[グループ]タブをクリックし、[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

グループ名 UNIX グループ名を指定します。 

グループ ID UNIX グループの ID を指定します。 

関連付けられているユーザ UNIX グループに所属させるユーザを指定します。 

 

4. 「UNIX グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.16.2.2.UNIX グループ 変更 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[グループ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の UNIX グループにチェックを入れ、[編集]をクリックします。 

 

4. 以下の表に記載した情報を入力し、[更新]をクリックします。 

① 

② 
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設定項目 説明 

グループ ID UNIX グループの ID を指定します。 

関連付けられているユーザ UNIX グループに所属させるユーザを指定します。 

 

5. 「UNIX グループの詳細が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.16.2.3.UNIX グループ 削除 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[グループ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の UNIX グループにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  640 

4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

5. 「グループが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8.16.3. UNIX ユーザ 

9.10.8.16.3.1.UNIX ユーザ 作成 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックし、[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ユーザ名 UNIX ユーザを指定します。 

ユーザ ID UNIX ユーザの ID を指定します。 

フルネーム UNIX ユーザのフルネームを指定します。 

プライマリグループ ID UNIX ユーザのプライマリグループ ID を指定します。 

 

4. 「UNIX ユーザが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.16.3.2.UNIX ユーザ 変更 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の UNIX ユーザにチェックを入れ、[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. 以下の表に記載した情報を入力し、[更新]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

ユーザ ID UNIX ユーザの ID を指定します。 

フルネーム UNIX ユーザのフルネームを指定します。 

プライマリグループ ID UNIX ユーザのプライマリグループ ID を指定します。 

 

5. 「UNIX ユーザの詳細が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.16.3.3.UNIX ユーザ 削除 

1. SVM 設定画面より、「UNIX」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. UNIX 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の UNIX ユーザにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  646 

4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

5. 「ユーザが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8.17. Windows 

9.10.8.17.1. Windows 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「Windows」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「Windows」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

5. Windows 管理画面が表示されます。 
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9.10.8.17.2. Windows グループ 

9.10.8.17.2.1.Windows グループ 作成 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[グループ]タブをクリックし、[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 Windows グループ名を指定します。 

説明 任意で Windows グループについての説明を記載します。 

権限 Windows グループに付与する権限を指定します。 

ドメインユーザーまたはグループ Windows グループに所属するドメインユーザまたはドメイングループを指定します。 

ローカルユーザ Windows グループに所属するローカルユーザを指定します。 
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4. 「グループが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.17.2.2.Windows グループ 変更 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[グループ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の Windows グループの[  ]>[編集]をクリックします。 

 

① 

② 
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4. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

名前 Windows グループ名を指定します。 

説明 任意で Windows グループについての説明を記載します。 

権限 Windows グループに付与する権限を指定します。 

ドメインユーザーまたはグループ Windows グループに所属するドメインユーザまたはドメイングループを指定します。 

ローカルユーザ Windows グループに所属するローカルユーザを指定します。 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  654 

5. 「グループが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.17.2.3.Windows グループ 削除 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[グループ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の Windows グループの[  ]>[削除]をクリックします。 

 

① 

② 
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4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

5. 「グループが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8.17.3. Windows ユーザ 

9.10.8.17.3.1.Windows ユーザ 作成 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックし、[追加]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 Windows ユーザを指定します。 

フルネーム Windows ユーザのフルネームを指定します。 

説明 任意で Windows ユーザについての説明を記載します。 

パスワード Windows ユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 Windows ユーザのパスワードを再入力します。 

権限を指定します Windows ユーザに権限を付与する場合にチェックを入れます。チェックを入れると権限が表

示されるので、必要な権限を指定します。 

グループを選択します Windows ユーザを所属させる Windows グループを指定します。 
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4. 「ユーザーが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  660 

9.10.8.17.3.2.Windows ユーザ 変更 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の Windows ユーザの[  ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 
② 
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4. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 Windows ユーザを指定します。 

フルネーム Windows ユーザのフルネームを指定します。 

説明 任意で Windows ユーザについての説明を記載します。 

権限を指定します Windows ユーザに権限を付与する場合にチェックを入れます。チェックを入れると権限が表

示されるので、必要な権限を指定します。 

グループを選択します Windows ユーザを所属させる Windows グループを指定します。 
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5. 「ユーザーが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.17.3.3.Windows ユーザ パスワード変更 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の Windows ユーザの[  ]>[パスワードの変更]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. パスワードを入力し、[更新]をクリックします。 

 
 

5. 「パスワードが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.17.3.4.Windows ユーザ アカウント無効化/有効化 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. アカウントを無効にする場合、対象の Windows ユーザの[  ]>[アカウントを無効にします]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. [無効化]をクリックします。 

 
 

5. 「“<ユーザ名>”は無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

6. アカウントを有効にする場合、対象の Windows ユーザの[  ]>[アカウントを有効化する]をクリックします。 

 

 

7. 「“<ユーザ名>”が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.17.3.5.Windows ユーザ 削除 

1. SVM 設定画面より、「Windows」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Windows 管理画面にて[ユーザ]タブをクリックします。 

 
 

3. 対象の Windows ユーザの[  ]>[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

  

 

5. 「ユーザが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.10.8.18. エクスポートポリシー 

9.10.8.18.1. エクスポートポリシー 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「エクスポートポリシー」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「エクスポートポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

5. エクスポートポリシー管理画面が表示されます。 

エクスポートポリシーの詳細情報を確認する場合、エクスポートポリシー名をクリックします。 

 

 

6. エクスポートポリシーの詳細情報が表示されます。 
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7. [ルール]タブをクリックすると、エクスポートポリシー ルールの詳細情報が表示されます。 

 
 

8. [割り当て済みオブジェクト]をクリックすると、割り当て済みオブジェクトの詳細情報が表示されます。 
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9.10.8.18.2. エクスポートポリシー 作成 

1. SVM 設定画面より、「エクスポートポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. エクスポートポリシー管理画面より、 [+追加]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

名前 新しく作成するエクスポートポリシー名を指定します。 

既存のポリシーからルールをコピー 既存のエクスポートポリシーのルールを新しいエクスポートポリシーにコピーする場合に指定

します。[+追加]をクリックして新しくルールを追加することも可能です。 

 STORAGE VM 既存のエクスポートポリシーが適用されている SVM を選択します。 

エクスポートポリシー 既存のエクスポートポリシーを選択します。 

ルール 選択したエクスポートポリシーのクライアントアクセス時のルールが表示されます。 

新しいルールの追加 新しいエクスポートポリシールールを作成する場合に指定します。 

 ルール クライアントアクセス時のルールを指定します。 
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4. エクスポートポリシーにルールを設定する場合、[+追加]をクリックします。 

 
 

5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 
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6. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

7. 「エクスポートポリシーが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.18.3. エクスポートポリシー 削除 

1. SVM 設定画面より、「エクスポートポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. エクスポートポリシー管理画面より、対象のエクスポートポリシーにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 

① 

② 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  677 

4. 「エクスポートポリシーが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.18.4. エクスポートポリシー ルール 

1. SVM 設定画面より、「エクスポートポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. エクスポートポリシー管理画面より、対象のエクスポートポリシー名をクリックします。 

 

 

3. [ルール]をクリックするとルール一覧が表示されます。 
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9.10.8.18.4.1.エクスポートポリシー ルール 設定 

1. 対象のエクスポートポリシーをクリックし、ルール一覧を表示します。（9.10.8.18.4 エクスポートポリシー ルール 参照） 

 

 

2.  [+追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

 

4. 「エクスポートポリシールールが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.18.4.2.エクスポートポリシー ルール 変更 

1. 対象のエクスポートポリシーをクリックし、ルール一覧を表示します。（9.10.8.18.4 エクスポートポリシー ルール 参照） 

 

 

2. エクスポートポリシー ルールの優先順位を変更する場合、対象のルールの[ ]>[Move Up]もしくは[ ]>[Move Down]

をクリックします。 

 

 

3. 「エクスポートポリシー ルールが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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4. エクスポートポリシー ルールの設定を変更する場合、対象のルールの[ ]>[編集]をクリックします。 

 

 

5. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

クライアント仕様 アクセス制御対象のクライアントを指定します。 

アクセスプロトコル 指定したクライアントからのアクセスを許可するプロトコルを指定します。 

読み取り専用アクセス 読み取り専用の許可/拒否を指定します。 

読み取り-書き込みアクセス 読み取り/書き込みの許可/拒否を指定します。 

スーパーユーザアクセス スーパーユーザアクセス許可/拒否を指定します。 

① 

② 
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6. 「エクスポートポリシー ルールが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.18.4.3.エクスポートポリシー ルール 削除 

1. 対象のエクスポートポリシーをクリックし、ルール一覧を表示します。（9.10.8.18.4 エクスポートポリシー ルール 参照） 

 

 

2. 対象のルールの[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

3. 内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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4. 「エクスポートポリシー ルールが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.19. Snapshot ポリシー 

9.10.8.19.1. Snapshot ポリシー 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「Snapshot ポリシー」の表示にて設定を確認できます。 
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3. 「Snapshot ポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

4. Snapshot ポリシーの管理画面が表示されます。 

 
 

5. [ ]をクリックすると、Snapshot ポリシーの概要が表示されます。 
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9.10.8.19.2. Snapshot ポリシー 作成 

1. SVM 設定画面より、「Snapshot ポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Snapshot ポリシーの管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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3. ポリシー名を入力します。 

 
 

4. [+追加]をクリックすると、スケジュールが自動的に追加されます。 

※スケジュールの内容を変更する場合、項番 5 に進んでください。 

 
 

  

① 

② 
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5. スケジュールの内容を変更する場合、対象の欄をクリックし、以下の表に従って情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

①スケジュール名 プルダウンからスケジュールを選択します。各スケジュールについて確認する場合、

「12.1.9.3.1. スケジュール 管理」を参照してください。 

②Snapshot の最大数 Snapshot の最大数を変更できます。 

③SnapMirror ラベル SnapMirror ラベル名を変更できます。 

④SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

 

  

① ② ③ ④ 
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6. [保存]をクリックします。 

 

 

7. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.19.3. Snapshot ポリシー 変更 

1. SVM 設定画面より、「Snapshot ポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Snapshot ポリシー管理画面より、対象の Snapshot ポリシーを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. スケジュールを追加する場合は、[+追加]をクリックし、スケジュールを追加します。 

 

 

4. スケジュールの内容を変更する場合は、対象の欄をクリックし、以下の表に従って情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

①スケジュール名 プルダウンからスケジュールを選択します。各スケジュールについて確認する場合、

「12.1.9.3.1. スケジュール 管理」を参照してください。 

②Snapshot の最大数 Snapshot の最大数を変更できます。 

③SnapMirror ラベル SnapMirror ラベル名を変更できます。 

④SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

① ② ③ ④ 
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5. スケジュールを削除する場合は、対象のスケジュールにカーソルをあて、[ ]をクリックします。 

 

 

6. [保存]をクリックします。 

 

 

7. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.19.4. Snapshot ポリシー 削除 

1. SVM 設定画面より、「Snapshot ポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. Snapshot ポリシー管理画面より、対象の Snapshot ポリシーを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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4. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.19.5. Snapshot ポリシー 無効化/有効化 

1. SVM 設定画面より、「Snapshot ポリシー」欄の[ ]をクリックします。 

 

 

 

以下に各操作での手順について記載しています。 

操作 手順 

Snapshot ポリシーを無効化する場合 項番 2 へ進んでください 

Snapshot ポリシーを有効化する場合 項番 5 へ進んでください 

 

2. Snapshot ポリシーを無効化する場合、Snapshot ポリシー管理画面より対象の Snapshot ポリシーを選択し、

[ ]>[無効化]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[無効化]をクリックします。 

 

 

4. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が無効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. Snapshot ポリシーを有効化する場合、Snapshot ポリシー管理画面より、対象の Snapshot ポリシーを選択し、

[ ]>[有効化]をクリックします。 

 

 

6. 以下のメッセージが表示されるため、内容を確認し、[有効化]をクリックします。 

 

 

7. 「Snapshot ポリシー「<Snapshot ポリシー名>」が有効になりました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.20. QoS ポリシー 

9.10.8.20.1. QoS ポリシー 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「QoS ポリシー」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「QoS ポリシー」の[ ]>[ポリシーの管理]をクリックします。 

 

 

 

5. QoS ポリシー管理画面が表示されます。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.20.2. QoS ポリシー 作成 

1. SVM 設定画面より、「QoS ポリシー」の[ ]>[ポリシーの管理]をクリックします。 

 

 
 

2. QoS ポリシーの管理画面より、[+追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報入力し、[追加]をクリックします。 

 
 

 

4. 「QoS ポリシーが追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

設定項目 説明 

ポリシーグループ名 QoS ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを設定し

た場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最大値

の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。最小スループットを指定した場合は、

IO 値を指定する必要があります。 

パフォーマンス制限を共有する パフォーマンス制限を共有する場合に指定します。 
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9.10.8.20.3. QoS ポリシー 変更 

1. SVM 設定画面より、「QoS ポリシー」の[ ]>[ポリシーの管理]をクリックします。 

 

 
 

2. QoS ポリシー管理画面より、対象の QoS ポリシーを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

ｃ 
ｃ 

① 

② 

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[更新]をクリックします。 

 

 

 

4. 「QoS ポリシーが更新されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

設定項目 説明 

ポリシーグループ名 QoS ポリシーグループ名を指定します。 

ギャランティ（MB/秒） 最小スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。ギャランティを設定し

た場合、最大値の指定も必要です。 

ギャランティ（IOPS） 最小スループットを指定します。IO 値で制御します。ギャランティを設定した場合、最大値

の指定も必要です。 

最大（MB/秒） 最大スループットを指定します。転送速度（MB/秒）で制御します。 

最大（IOPS） 最大スループットを指定します。IO 値で制御します。最小スループットを指定した場合は、

IO 値を指定する必要があります。 
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9.10.8.20.4. QoS ポリシー 削除 

1. SVM 設定画面より、「QoS ポリシー」の[ ]>[ポリシーの管理]をクリックします。 

 

 
 

2. QoS ポリシー管理画面より、対象の QoS ポリシーを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

  

ｃ 

 

① 

② 

① 

② 

ｃ 

ｃ 

① 

② 
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4. 「qos ポリシーが削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.21. 保護ポリシー 

9.10.8.21.1. 保護ポリシー 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「保護ポリシー」の表示にて設定を確認できます。 
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3. 「保護ポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

4. 保護ポリシー管理画面が表示されます。 

 

 

5. [ ]をクリックすると、保護ポリシーの詳細情報が表示されます。 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  709 

9.10.8.21.2. 保護ポリシー 作成 

1. SVM 設定画面より、「保護ポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. 保護ポリシー管理画面より、[+追加]をクリックします。 
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3. 保護ポリシーの追加画面が表示されます。ポリシータイプを選択します。 

 

 

設定項目 説明 

非同期 データの非同期レプリケーションを行います。 

データ転送のタイミングを指定する必要があります。 

同期 データの同期レプリケーションを行います。 

データの送信側と受信側は常に同じデータを持つことができます。 

継続的な オンプレミスまたはクラウドのオブジェクトストアに継続的にバックアップします。 

ONTAP S3 オブジェクトストア内のバケットを保護することができます。 

 

設定項目 説明 

ポリシータイプを「非同期」にする場合 項番 4 へ進んでください。 

ポリシータイプを「同期」にする場合 項番 7 へ進んでください。 

ポリシータイプを「継続的な」にする場合 項番 10 へ進んでください。 
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4. ポリシータイプを「非同期」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシータイプ 「非同期」を指定します。Snapshot はバックアップや災害保護に使用できま

す。 

クラウドにバックアップ クラウドストレージにバックアップする場合に指定します。 

レガシーポリシータイプを使用します [高度なポリシーオプション]をクリックすると表示されます。ONTAP9.8 以前のバ

ージョンで使用されていたポリシーを表示する場合に指定します。 

本項目は「クラウドにバックアップ」にチェックを入れた場合には表示されません。 

 ボールトのみ バックアップ専用のポリシーを作成する場合に指定します。 

ミラーのみ SnapMirror のみのポリシーを作成する場合に指定します。 

 最新の Snapshot のみをコピー 最新 Snapshot のみをコピーする場合に指定します。 

ソースから Snapshot を転送 Snapshot を送信側から受信側へ転送する場合に選択します。 

 転送スケジュール Snapshot を転送する際のスケジュールを指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

デスティネーション Snapshot の作成 デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する場合に選択します。送信

側とは関係なく、設定した保持スケジュールと SnapMirror ラベルが使用されま

す。 

 ルール デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する際のルールを指定します。 

 保持スケジュール スケジュールを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapMirror ラベル SnapMirror ラベルを指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

ネットワーク圧縮を有効にする ネットワーク圧縮を有効にする場合に選択します。 

identity の保持 Snapshot 送信側の SVM の LIF やプロトコルの設定をコピーする場合に選

択します。 

 すべてのインターフェイスおよびプロトコル

を含める 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーする場合に選

択します。 

ネットワークインターフェイスを除外 Snapshot 送信側の SVM の LIF をコピーしない場合に選択します。 

ネットワークインターフェイスとプロトコルを

除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーしない場合に

指定します。 

すべてのソース Snapshot をコピー Snapshot 送信側の Snapshot をすべてコピーする場合に指定します。 

アーカイブを有効にします クラウドへのアーカイブを有効にする場合に指定します。「クラウドにバックアップ」

にチェックを入れた場合に表示されます。 

 アーカイブまでの時間 アーカイブするまでの時間を指定します。 
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5. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。 

 

 

6. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。 

 
 

  

① 

② 

① 

② 
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7. ポリシータイプを「同期」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 
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設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシータイプ 「同期」を指定します。Snapshot の送信側と受信側は常に一致するデータを持つこ

とができます。 

コピーを同期できない場合もデータサ

ービスを継続する 

コピーを同期できない場合も送信側ストレージでクライアントアクセスを継続する場合に

指定します。問題が解消されると再同期します。 

プライマリコピーからのみ I/O を提供 両方のクラスタのコピーにアクセス可能にし、I/O は送信側ストレージでのみとする場合

に指定します。このポリシーは RTO ゼロを保証します。プライマリが停止した場合には、

自動的にセカンダリコピーにフェイルオーバーします。 

両方のコピーから I/O を提供 両方のクラスタのコピーにアクセスと I/O が可能で、双方向の同期を行う場合に指定し

ます。このポリシーは RTO ゼロを保証します。プライマリが停止した場合には、自動的

にセカンダリコピーにフェイルオーバーします。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

 

8. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。（同期タイプの場合、ルールは 1 つしか作成で

きません） 

 

 

9. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。保持数は変更不可です。 

 

① 

② 
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10. ポリシータイプを「継続的な」に指定する場合、以下の表に記載した情報を入力します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシー名 新しく作成する保護ポリシーの名前を指定します。 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ポリシータイプ 「継続的な」を指定します。Snapshot の送信側と受信側は常に一致するデータを持つことが

できます。 

THROTTLE スループット/帯域幅の上限を指定します。 

目標復旧時点 リカバリポイントを指定します。 
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11. 設定情報を確認し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

12. 「保護ポリシーが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.21.3. 保護ポリシー 変更 

1. SVM 設定画面より、「保護ポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. 保護ポリシー管理画面より、対象の保護ポリシーを選択し、[ ]>[編集]を選択します。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシータイプが「非同期」の保護ポリシーを変更する場合 項番 3 へ進んでください。 

ポリシータイプが「同期」の保護ポリシーを変更する場合 項番 7 へ進んでください。 

ポリシータイプが「継続的な」の保護ポリシーを変更する場合 項番 11 へ進んでください。 

 

  

① 

② 
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3. ポリシータイプが「非同期」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

表示される画面は、作成時に設定した内容によって異なります。 
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設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ソースから Snapshot を転送 Snapshot を送信側から受信側へ転送する場合に選択します。 

 転送スケジュール Snapshot を転送する際のスケジュールを指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

「すべてのソース Snapshot をコピー」にチェックを入れた場合は表示されません。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

デスティネーション Snapshot の作成 デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する場合に選択します。送信側

とは関係なく、設定した保持スケジュールと SnapMirror ラベルが使用されます。 

 ルール デスティネーション側に新しい Snapshot を作成する際のルールを指定します。 

 保持スケジュール スケジュールを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 

SnapMirror ラベル SnapMirror ラベルを指定します。 

SnapLock の保持期間 SnapLock によってファイルのロックを維持する期間を指定します。 

アーカイブを有効にします クラウドへのアーカイブを有効にする場合に指定します。ポリシー作成時に「クラウド

にバックアップ」にチェックを入れた場合に表示されます。 

 アーカイブまでの時間 アーカイブするまでの時間を指定します。 

ネットワーク圧縮を有効にする ネットワーク圧縮を有効にする場合に選択します。 

identity の保持 Snapshot 送信側の SVM の LIF やプロトコルの設定をコピーする場合に選択

します。 

 すべてのインターフェイスおよびプロトコル

を含める 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーする場合に選

択します。 

ネットワークインターフェイスを除外 Snapshot 送信側の SVM の LIF をコピーしない場合に選択します。 

ネットワークインターフェイスとプロトコル

を除外 

Snapshot 送信側の SVM の LIF およびプロトコル設定をコピーしない場合に指

定します。 

アーカイブを有効にします クラウドへのアーカイブを有効にする場合に指定します。ポリシー作成時に「クラウド

にバックアップ」にチェックを入れた場合に表示されます。 

 アーカイブまでの時間 アーカイブするまでの時間を指定します。 
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4. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。 

 

 

5. ルールを編集する場合、対象の欄をクリックすると、編集が可能になります。 

 

 

6. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、 [  ]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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7. ポリシータイプが「同期」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

ルール Snapshot を転送する際のルールを指定します。 

 一致する SnapMirror ラベル 転送対象とする SnapMirror ラベルを指定します。 

保持数 Snapshot の保持数を指定します。 
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8. ルールを追加する場合、[+追加]をクリックすると、自動的に追加されます。同期タイプのポリシーはルールを 1 つしか設定で

きません。すでにルールがある場合はそのルールを削除後に追加してください。またはルールを編集してください。 

 
 

9. ルールを編集する場合、赤枠部をクリックすると、編集が可能になります。 

 

 

10. ルールを削除する場合、対象の欄にカーソルをあて、[  ]をクリックします。 
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11. ポリシータイプが「継続的な」の保護ポリシーを変更する場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ポリシーの説明 ポリシーの説明を指定します。 

THROTTLE スループット/帯域幅の上限を指定します。 

目標復旧時点 リカバリポイントを指定します。 

 

12. 「保護ポリシーが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.21.4. 保護ポリシー 削除 

1. SVM 設定画面より、「保護ポリシー」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. 保護ポリシー管理画面より、対象の保護ポリシーを選択し、[ ]>[削除]を選択します。 

 

 

3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]を選択します。 

 

 

  

① 

② 
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4. 「ポリシー「<保護ポリシー名>」が削除されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.22. ランサムウェア対策 

9.10.8.22.1. ランサムウェア対策 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ランサムウェア対策」の表示にて設定を確認できます。 
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3. 赤枠部をクリックするとランサムウェア対策が有効になっているボリュームを確認できます。 
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9.10.8.22.2. ランサムウェア対策 適用対象の編集 

1. SVM 設定画面より、「ランサムウェア対策」の[ ]>[ランサムウェア対策の設定を編集]をクリックします。 

 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

NAS ボリュームでアンチランサムウェアを有効化（ラー

ニングモード） 

操作する SVM に今後作成される NAS ボリュームに対し、ランサムウェ

ア対策を自動的に有効にします。 

 この変更を、Storage VM 内の該当するすべて

の既存の NAS ボリュームに適用する。 

操作する SVM 内の現存する全ての該当する NAS ボリュームに対し

ランサムウェア対策を有効にします。 

十分な学習が終わったら、自動的に学習モードから

アクティブモードに切り替えます。 

学習期間（30 日）終了後、自動的にアクティブモードに切り替える

場合に指定します。 

 

  

① 

② 
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3. 以下のメッセージが表示されることを確認します。 

・「NAS ボリュームでアンチランサムウェアを有効化」にチェックを入れた場合：「ランサムウェア対策の状態が有効になっている」 

・「NAS ボリュームでアンチランサムウェアを有効化」のチェックを外した場合：「ランサムウェア対策の状態は無効です」 

・「この変更を、Storage VM 内の該当するすべての既存の NAS ボリュームに適用する」のチェックを変更した場合：「ラン

サムウェア対策の変更が更新されました」 

・「十分な学習が終わったら、自動的に学習モードからアクティブモードに切り替えます。」のチェックを変更した場合：

「Storage VM「<SVM 名>」が更新されました。」 
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9.10.8.22.3. ランサムウェア対策 イベントの重大度の編集 

1. SVM 設定画面より、「ランサムウェア対策」の[ ]>[ランサムウェアイベントの重大度を編集]をクリックします。 

 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

新しいファイル拡張子が検出されました 新しい拡張子を持つファイルが作成されたときにアラートイベントを作成するかど

うかを「イベントを生成しない」/「お知らせ」 から選択します。 

本手順にてアラートの設定を行った場合、これ以降に該当の SVM に作成さ

れたボリュームにのみ設定が継承されます。 

ランサムウェアスナップショットを作成しました スナップショットが作成されたときにアラートイベントを作成するかどうかを「イベン

トを生成しない」/「お知らせ」 から選択します。 

本手順にてアラートの設定を行った場合、これ以降に該当の SVM に作成さ

れたボリュームにのみ設定が継承されます。 

ランサムウェア攻撃が検出されました ランサムウェア攻撃が検出されたときにはアラートイベントが作成されます。 

本項目の設定変更はできません。 

 

3. 「イベントの重大度設定が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.23. ネイティブ FPolicy 

9.10.8.23.1. ネイティブ FPolicy 管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ネイティブ FPolicy」の表示にて設定を確認できます。 
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3. 「ネイティブ FPolicy」の[ ](※)をクリックします。 

(※)ネイティブ FPolicy が設定済みの時のみ表示されます。 

 

 
 

4. ネイティブ FPolicy の管理画面が表示されます。 
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9.10.8.23.2. ネイティブ FPolicy 設定 

本章では System Manager の画面上でネイティブ Fpolicy の設定を行う手順を記載しています。System Manager では

簡易な設定を行えますが、詳細な設定を行うためには CLI で設定を行うことを推奨します。 

 

1. [INSIGHTS]をクリックします。 

 
 

2. 「ネイティブ FPolicy が設定されていません」の[修正]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[設定]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

許可しない拡張子 対象 SVM への書き込みを拒否する拡張子を指定します。 

許可する拡張子 対象 SVM への書き込みを許可する拡張子を指定します。 

すべての Storage VM を表示します ネイティブ FPolicy を設定する SVM を指定します。設定対象の SVM にチェックを

入れます。 

選択した Storage VM のボリュームを

表示する 

ネイティブ FPolicy を設定するボリュームを指定します。設定対象のボリュームにチェ

ックを入れます。 

許可されている拡張子または許可されて

いない拡張子のリストを確認しました。 

ネイティブ FPolicy の設定が問題ないことを確認し、チェックを入れます。 
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4. 「選択した Storage VM にネイティブ FPolicy が設定されています。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24. ユーザとロール 

9.10.8.24.1. ユーザとロール管理 

1. SVM 設定画面を開きます。（9.10.8.  SVM 設定 参照） 

 

 

2. 「ユーザとロール」の表示にて設定を確認できます。 
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4. 「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

5. ユーザとロールの管理画面が表示されます。 

 
  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  740 

9.10.8.24.2. ユーザ 

9.10.8.24.2.1.ユーザ 作成 

ユーザに新規作成したロールを割り当てる場合は、先にロールを作成する必要があります。「9.10.8.24.3.1. ロール 作成」を

参照し、ロールを作成してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、ユーザの[+追加]をクリックします。 

 

 

3. ターゲット製品を選択します。 

 
 

設定項目 説明 

ターゲット製品を「System Manager」にする場合 項番 4 へ進んでください。 

ターゲット製品を「仮想化製品」にする場合 項番 5 へ進んでください。 
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4. ターゲット製品を「System Manager」にする場合、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 
 

設定項目 説明 

ターゲット製品 System Manager を指定します。 

ユーザ名 ユーザ名を指定します。 

ロール ロールを指定します。 

アプリケーション サインインに使用するアプリケーションを指定します。 

認証 サインインの認証方法を指定します。 

パスワード 認証方法をパスワードに変更する場合は、ユーザのパスワードを指定します。 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。 
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5. ターゲット製品を「仮想化製品」にする場合、以下の表に記載した情報を入力し、[追加]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ターゲット製品 仮想化製品を指定します。 

JSON ファイルのアップロード JSON ファイルを指定します。[参照]をクリックし、ファイルを選択してください。 

なお、Virtual Storage Console(VSC)等の仮想アプライアンス型ソフトウェアから JSON

ファイルをダウンロードすることで、ソフトウェアに必要な権限をもつユーザを作成することができ

ます。 

 

6. 「ユーザが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24.2.2.ユーザ 変更 

ユーザに新規作成したロールを割り当てる場合は、先にロールを作成する必要があります。「9.10.8.24.3.1. ロール 作成」を

参照し、ロールを作成してください。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※認証方式を「パスワード」に変更する場合は、パスワードの設定が必要です。 

 
 

設定項目 説明 

ロール ロールを指定します。 

アプリケーション サインインに使用するアプリケーションを指定します。 

認証 サインインの認証方法を指定します。 

パスワード ユーザのパスワードを指定します。（認証をパスワードに変更したときのみ） 

パスワードの再入力 パスワードを再入力します。（認証をパスワードに変更したときのみ） 

 

4. 「ユーザが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24.2.3.ユーザ パスワードの変更 

本章は、認証方式に「パスワード」を指定した場合のみ実施できます。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[パスワードの変更]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

  

① 

② 
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3. 新しいパスワードを入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

4. 「パスワードが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24.2.4.ユーザ ロック/ロック解除 

本章は、認証方式に「パスワード」を指定した場合のみ実施できます。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

操作 手順 

ユーザをロックする場合 項番 2 へ進んでください 

ユーザをロック解除する場合 項番 5 へ進んでください 

 

2. ユーザをロックする場合、ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[ロック]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[ロック]をクリックします。 

 

 

4. 「ユーザがロックされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. ユーザをロック解除する場合、ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[ロック解除]をクリックします。 

 
 

6. 「ユーザのロックが解除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.24.2.5.ユーザ 削除 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、対象のユーザを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 

 

  

① 

② 
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3. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

4. 「ユーザが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.10.8.24.3. ロール 

9.10.8.24.3.1.ロール 作成 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 
 

2. ユーザとロールの管理画面より、ロールの[+追加]をクリックします。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ロール名 ロール名を指定します。 

ロール属性 ロールに持たせる API アクセス権限を指定します。 

 REST API パス REST API パスを指定します。 

 セカンダリパス REST API セカンダリパスを指定します。 

 アクセス アクセス権限を指定します。 

 

4. 「ロールが追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24.3.2.ロール 変更 

事前定義されたロールの変更は実施できません。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、対象のロールを選択し、[ ]>[編集]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

ロール属性 ロールに持たせる API アクセス権限を指定します。 

 REST API パス REST API パスを指定します。 

 セカンダリパス REST API セカンダリパスを指定します。 

 アクセス アクセス権限を指定します。 

 

4. 「ロールが更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.24.3.3.ロール 削除 

ロールを削除する際に、削除対象のロールが割り当てられているユーザがないことを確認してください。 

また、事前定義されたロールの削除は実施できません。 

 

1. SVM 設定画面より、「ユーザとロール」の[ ]をクリックします。 

 

 

 

2. ユーザとロールの管理画面より、対象のロールを選択し、[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[削除]をクリックします。 

 
 

4. 「ロールが削除されました」と表示されることを確認します。 
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9.10.8.25. <参考資料>ブロードキャストドメインとポートの指定手順 

本章では、SVM 作成時のブロードキャストドメインとポートの指定手順を 2 種類記載します。 

 

方法１ 

① [ ]をクリックしてブロードキャストドメインを指定します。ホームポートは自動的に選択されます。 

 
 

方法 2 

① [ ]をクリックします。 

※SMB/CIFS 構成の場合、SVM のホームポートは選択できません。 

 

 

② 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

ブロードキャストドメイン ブロードキャストドメインを指定します。 

ホームポート ブロードキャストドメインに含まれるポートから、LIF のホームポートを指定します。 

「ホームポートを自動的に選択する（推奨）」を選ぶと、ONTAP が推奨のポートを自動的に選

択します。 
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9.11. 階層 

1. [ストレージ]>[階層]をクリックします。 

 

 

2. 階層管理画面が表示されます。赤枠内がアグリゲート管理画面です。 

 

① 

② 
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3. 赤枠内がクラウド階層管理画面です。 
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4. 赤枠内がローカルバケット管理画面です。 
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9.11.1. ローカル階層（アグリゲート） 

9.11.1.1. アグリゲート 管理 

1. [ストレージ]>[階層]をクリックします。 

 

 

2. 階層管理画面が表示されます。赤枠内がアグリゲート管理画面です。 

 

① 

② 
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3. アグリゲート管理画面より、対象のアグリゲートを選択し、[ ]>[詳細]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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4. アグリゲートの詳細情報が表示されます。 

 
 

5. [概要]をクリックします。 
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6. アグリゲートの概要を確認できます。 
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7. [ディスク情報]をクリックします。 

 

 

8. アグリゲートのディスク情報を確認できます。 

 

 

9. [ボリューム]をクリックします。 
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10. アグリゲートのボリューム情報を確認できます。 
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9.11.1.2. 自動アグリゲート 作成 

9.11.1.2.1. オンボードキーマネージャを使用して暗号化 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層を追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、構成を確認します。 
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3. アグリゲート名を変更する場合は、ローカル階層名をクリックして編集します。 

 
 

4. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

暗号化用のキー管理ツールを設定する ストレージの暗号化キーを管理するキーマネージャを設定する場合に指定します。 

 オンボードキーマネージャ ONTAP 組み込みのキーマネージャを設定する場合に指定します。 

パスフレーズ 32 文字以上のパスフレーズを設定してください。 
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5. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 

[キーデータベースをダウンロードします。]をクリックします。 

 

 

6. [ダウンロード]をクリックします。キーデータベースがダウンロードされたことを確認します。 
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9.11.1.2.2. 外部キーマネージャを使用して暗号化 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層を追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、構成を確認します。 
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3. アグリゲート名を変更する場合は、ローカル階層名をクリックして編集します。 
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4. 以下の表の情報を指定します。 

 
 

設定項目 説明 

暗号化用のキー管理ツールを設定する ストレージの暗号化キーを管理するキーマネージャを設定する場合に指定します。 

 外部キーマネージャ ONTAP 以外のキー管理サーバを使用する場合に指定します。 

 

5. キーサーバについて、[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  774 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート ポート番号は固定値です。 

セカンダリキーサーバ セカンダリキー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。指定する場合は

[追加]をクリックします。 

 

6. キーサーバの設定は[ ]>[削除]で削除することが可能です。 

 
 

7. セカンダリキーサーバの設定を行う場合、[追加]をクリックします。 

 
 

8. [＋追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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9. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 セカンダリ外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート セカンダリ外部キー管理サーバのポート番号を指定します。 

 

10. KMIP サーバ CA 証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 
 

11. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

証明書ファイルの内容をコピーして貼り付けます。 

 

12. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

13. KMIP クライアント証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 

 

14. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

証明書ファイルの内容をコピーして貼り付けます。 

秘密鍵 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

秘密鍵の内容をコピーして貼り付けます。 

 

15. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

16. [保存]をクリックします。 

 

 

17. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.1.2.3. キーマネージャ不使用 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層の追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、構成を確認します。 
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3. アグリゲート名を変更する場合は、ローカル階層名をクリックして編集します。 

 
 

4. 「暗号化用のキー管理ツールを設定する」のチェックを外し、[保存]をクリックします。 

 
 

5. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します 

 

① 

② 
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9.11.1.3. 手動アグリゲート 作成 

9.11.1.3.1. オンボードキーマネージャを使用して暗号化 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層の追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、[ローカル階層の手動作成に切り替えます]をクリックします。 

 

 

① 

② 
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3. 以下の表の情報を指定します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 アグリゲートの名前を指定します。 

ディスクタイプ アグリゲートを作成するノードとディスクタイプを指定します。 

ディスク数 アグリゲートに使用するディスク数を指定します。 

RAID のタイプ RAID タイプを指定します。 

RAID グループのサイズ RAID グループのサイズ（ディスク数）を指定します。 
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4. [RAID の割り当て]をクリックし、アグリゲートの RAID 構成を確認します。 

 

 

5. 暗号化について、以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

暗号化用のキー管理ツールを設定する ストレージの暗号化キーを管理するキーマネージャを設定する場合に指定します。 

 オンボードキーマネージャ ONTAP 組み込みのキーマネージャを設定する場合に指定します。 

パスフレーズ 32 文字以上のパスフレーズを設定してください。 
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6. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 

[キーデータベースをダウンロードします。]をクリックします。 

 

 

7. [ダウンロード]をクリックします。キーデータベースがダウンロードされたことを確認します。 
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9.11.1.3.2. 外部キーマネージャを使用して暗号化 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層を追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、[ローカル階層の手動作成に切り替えます]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を指定します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 アグリゲートの名前を指定します。 

ディスクタイプ アグリゲートを作成するノードとディスクタイプを指定します。 

ディスク数 アグリゲートに使用するディスク数を指定します。 

RAID のタイプ RAID タイプを指定します。 

RAID グループのサイズ RAID グループのサイズ（ディスク数）を指定します。 
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4. [RAID の割り当て]をクリックし、アグリゲートの RAID 構成を確認します。 

 

 

5. 暗号化について、以下の表に記載した情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

暗号化用のキー管理ツールを設定する ストレージの暗号化キーを管理するキーマネージャを設定する場合に指定します。 

 外部キーマネージャ ONTAP 以外のキー管理サーバを使用する場合に指定します。 
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6. キーサーバについて、[＋追加]をクリックし、以下の表の情報を入力します。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート ポート番号は固定値です。 

セカンダリキーサーバ セカンダリキー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。指定する場合は

[追加]をクリックします。 

 

7. キーサーバの設定は[ ]>[削除]で削除することが可能です。 

 

 

8. セカンダリキーサーバの設定を行う場合、[追加]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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9. セカンダリキーサーバで[追加]をクリックした場合は以下画面が表示されます。[＋追加]をクリックします。 

 

 

10. 以下の表の情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

IP アドレスまたはホスト名 セカンダリ外部キー管理サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

ポート セカンダリ外部キー管理サーバのポート番号を指定します。 

 

18. KMIP サーバ CA 証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 

 



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  789 

11. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

証明書ファイルの内容をコピーして貼り付けます。 

 

12. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

13. KMIP クライアント証明書を登録するには、[新しい証明書を追加する]をクリックします。 
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14. 以下の表の情報を記載し、[保存]をクリックします。 

 
 

設定項目 説明 

名前 証明書の名前を指定します。 

証明書の詳細 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

証明書ファイルの内容をコピーして貼り付けます。 

秘密鍵 [インポート]をクリックし、該当の証明書ファイルを指定しインポートするか、 

秘密鍵の内容をコピーして貼り付けます。 

 

15. 「証明書が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  



ONTAP System Manager 9.15.1 操作手順書② 

SB C&S 株式会社  791 

16. [保存]をクリックします。 

 

 

17. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.1.3.3. キーマネージャ不使用 

1. 階層管理画面より、[+ローカル階層を追加]をクリックします。 

 

 

2. [推奨構成の詳細]をクリックして、[ローカル階層の手動作成に切り替えます]をクリックします。 

 
 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を指定します。 

 
 

設定項目 説明 

名前 アグリゲートの名前を指定します。 

ディスクタイプ アグリゲートを作成するノードとディスクタイプを指定します。 

ディスク数 アグリゲートに使用するディスク数を指定します。 

RAID のタイプ RAID タイプを指定します。 

RAID グループのサイズ RAID グループのサイズ（ディスク数）を指定します。 
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4. [RAID の割り当て]をクリックし、アグリゲートの RAID 構成を確認します。 

 

 

5. 「暗号化用のキー管理ツールを設定する」のチェックを外し、[保存]をクリックします。 

 
 

6. 「ローカル階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

  

① 

② 
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9.11.1.4. アグリゲート 名称変更 

1. アグリゲート管理画面より、変更対象アグリゲートの[ ]>[名前変更]をクリックします。 

 

 

2. アグリゲート名を変更し、[保存]をクリックします。 

 

 

3. 「ローカル階層の名前が変更されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.1.5. アグリゲート 容量追加 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[容量を追加]をクリックします。 

 

 

2. [その他のオプション]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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3. 以下の表の情報を指定します。 

 

 

設定項目 説明 

ディスクタイプ アグリゲートを作成するノードとディスクタイプを指定します。 

ディスク数 アグリゲートに追加するディスク数を指定します。 
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4. アグリゲートに新しく RAID グループを追加する場合、[新しい RAID グループにディスクを追加してください]にチェックを入れま

す。 

[RAID の割り当て]をクリックし、新しい RAID グループとそこに割り当てられるディスクの数を確認します。 

 
 

5. [追加]をクリックします。 

 

 

6. 「容量が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 
 

  

① 

② 
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9.11.1.6. アグリゲート RAID 設定の変更 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[RAID 設定の編集]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表の情報を指定し、[保存]をクリックします。 

 

 

設定項目 説明 

RAID のタイプ RAID タイプを指定します。 

RAID グループのサイズ RAID グループのサイズ（ディスク数）を指定します。 

 

  

① 

② 
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3. 「変更が保存されました。」というメッセージが表示されることを確認します。 
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9.11.1.7. アグリゲート FabricPool 設定 

本章ではアグリゲートに対し階層化の設定を行う手順を記載しています。 

 

操作 手順 

アグリゲートに FabricPool としてローカルバケットを接続する場合 9.11.1.7.1 章へ 

アグリゲートに FabricPool としてクラウド階層を接続する場合 9.11.1.7.2 章へ 

アグリゲートに FabricPool ミラーとしてローカルバケットを接続する場合 9.11.1.7.3 章へ 

アグリゲートに FabricPool ミラーとしてクラウド階層を接続する場合 9.11.1.7.4 章へ 

FabricPool のプライマリとセカンダリ（ミラー）をスワップする場合 9.11.1.7.5 章へ 

FabricPool ミラーを削除する場合 9.11.1.7.6 章へ 
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9.11.1.7.1. アグリゲートに FabricPool としてローカルバケットを接続 

本作業の前提としてアグリゲートが存在する必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[ローカルバケットに階層化]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

既存 階層化の対象を既存のローカルバケットから選択します。操作するアグリゲートとは異なるアグ

リゲートに存在し、かつ「階層化に使用」の設定がされているバケットから選択できます。 

バケット名は半角英数字、"-"、"_"である必要があります。 

 アクセスキー 選択した既存ローカルバケットを所有する SVM のアクセスキーを入力します。 

シークレットキー 選択した既存ローカルバケットを所有する SVM のシークレットキーを入力します。 

新規 階層化の対象を新しく作成します。 

 バケット容量 作成するバケットの容量を指定します。 

 

3. [OK]をクリックします。 

 

 

4. 階層化するローカルバケットを既存のバケットから作成した場合、「ローカルバケット階層「<ローカルバケット名>」が接続され

ました。」と表示されることを確認します。 

 

 

5. 階層化するローカルバケットを新規作成した場合、以下画面が表示されるので、[ダウンロード]をクリックします。作成した S3

対応 SVM へのアクセスキー等が記載されたテキストがダウンロードされるため、テキストを必ず保存してください。 

[閉じる]をクリックします。 

  

① ② 
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9.11.1.7.2. アグリゲートに FabricPool としてクラウド階層を接続 

本作業の前提としてアグリゲート、クラウド階層が設定されている必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[クラウド階層の接続]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

プライマリとして接続 FabricPool として接続するクラウド階層を指定します。 

ボリュームのクラウド階層のプロパティを

更新します 

ボリュームの階層化ポリシーを更新する場合にチェックを入れます。 

更新するボリュームにチェックを入れ、階層化ポリシーを指定します。 

 階層化ポリシー プライマリアグリゲート内にボリュームがある場合のみ表示されます。 

ボリュームの階層化ポリシーを指定します。なし、Snapshot のみ、自動、すべての中

からいずれかを指定します。 

クラウド階層をミラーリング FabricPool ミラーとしてクラウド階層を接続する場合にチェックを入れます。 

 FABRICPOOL ミラーとして接続 FabricPool ミラーとして接続するクラウド階層を指定します。 

 

3. [OK]をクリックします。 

 

 

4. 「クラウド階層が接続されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.1.7.3. アグリゲートに FabricPool ミラーとしてローカルバケットを接続 

本作業の前提としてアグリゲートが階層化されている必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[ローカルバケットにミラーとして階層化]をクリックします。 

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

 

 

  

① 

② 
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設定項目 説明 

既存 階層化の対象を既存のローカルバケットから選択します。操作するアグリゲートとは異なるアグ

リゲートに存在し、かつ「階層化に使用」の設定がされているバケットから選択できます。 

バケット名は半角英数字、"-"、"_"である必要があります。 

 アクセスキー 選択した既存ローカルバケットを所有する SVM のアクセスキーを入力します。 

シークレットキー 選択した既存ローカルバケットを所有する SVM のシークレットキーを入力します。 

新規 階層化の対象を新しく作成します。 

 バケット容量 作成するバケットの容量を指定します。 

 

3. ミラーとして階層化するローカルバケットを既存のバケットから作成した場合、「ローカルバケット階層「<ローカルバケット名>」

が接続されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

4. ミラーとして階層化するローカルバケットを新規作成した場合、以下画面が表示されるので、[ダウンロード]をクリックします。

作成した S3 対応 SVM へのアクセスキー等が記載されたテキストがダウンロードされるため、テキストを必ず保存してくださ

い。 

[閉じる]をクリックします。 

 

 

  

① ② 
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9.11.1.7.4. アグリゲートに FabricPool ミラーとしてクラウド階層を接続 

本作業の前提としてアグリゲート、クラウド階層が設定されている必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[FabricPool ミラーの接続]をクリックします。 

 

 

2. FabricPool ミラーとして接続するクラウド階層オブジェクトを選択し、[保存]をクリックします。 

 

 

3. 「FabricPool ミラーが接続されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.1.7.5. FabricPool のスワップ 

本作業の前提としてアグリゲートに FabricPool ミラーが設定されている必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[クラウド階層のスワップ]をクリックします。 

 

 

2. 内容を確認し、[スワップ]をクリックします。 

 

 

3. 「FabricPool ミラーがスワップされました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.1.7.6. アグリゲートから FabricPool ミラーを削除 

本作業の前提としてアグリゲートに FabricPool ミラーが設定されている必要があります。 

 

1. アグリゲート管理画面より、対象アグリゲートの[ ]>[FabricPool ミラーの削除]をクリックします。 

 

 

2. [削除]をクリックします。 

  

 

3. 「FabricPool ミラーが削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.1.8. アグリゲート 削除 

アグリゲート上にボリュームやバケットが作成されていない場合、また FabricPool を構成していない場合のみ、アグリゲートの削

除が可能です。 

 

1. アグリゲートを削除する場合、対象アグリゲートの[ ]>[削除]をクリックします。 

 

 

2. 「ローカル階層が削除されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.2. クラウド階層 

9.11.2.1. クラウド階層 管理 

1. [ストレージ]>[階層]をクリックします。 

 

 

2. 階層管理画面が表示されます。赤枠内がクラウド階層管理画面です。 

 

  

① 

② 
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9.11.2.2. クラウド階層 作成 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し、クラウド階層を作成します。作成の前提条件は以下に記載の通りです。 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）が存在すること 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）のバケットが存在すること 

・ONTAP S3 サーバ（SVM）が DNS に登録されていること 

ONTAP S3 の設定については「9.10.8.8. S3 設定」を、バケットの設定については「9.7. バケット」を参照してください。また、

アグリゲートにクラウド階層を割り当てた場合、割り当て解除にはアグリゲートを削除する必要があります。 

 

1. 階層管理画面より、[+クラウド階層の追加]をクリックします。 

 

 

2. プルダウンから作成するクラウド階層を選択します。本書では、ONTAP S3 を選択します。 
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3. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時の条件により、表示される項目が異なる箇所があります。 
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設定項目 説明 

名前 クラウド階層の名前を指定します。 

サーバ名（FQDN） ONTAP S3 サーバ（SVM）名を完全修飾ドメイン名で指定します。 

例：SVM_S3.demo.netapp.com 

SSL SSL の有効化/無効化を指定します。 

 オブジェクトストアの証明書 オブジェクトストアへの接続を確立させる際に SSL 証明書検証を有効にするかどうかを

指定します。 

 証明書 オブジェクトストアの証明書の内容をコピーして入力します。 

共通名（オプション） 共通名（コモンネーム）を指定します。 

ポート ポート番号を指定します。 

アクセスキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のアクセスキーID を指定します。 

シークレットキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のシークレットキーを指定します。 

バケット名 既存の ONTAP S3 サーバ（SVM）コンテナ名を指定します。 

新しいバケットを作成する 新しい S3 コンテナを作成してクラウド階層とする場合に指定します。 

プライマリとして追加 プライマリとしてアグリゲートを追加していない場合に表示されます。クラウド階層に対す

るプライマリとして追加するアグリゲート名を指定します。 

 ボリュームのクラウド階層のプロパ

ティを更新します 

ボリュームの階層化ポリシーを更新する場合にチェックを入れます。 

更新するボリュームにチェックを入れ、階層化ポリシーを指定します。 

 階層化ポリシー プライマリアグリゲート内にボリュームがある場合のみ表示されます。 

ボリュームの階層化ポリシーを指定します。なし、Snapshot のみ、自動、すべての中

からいずれかを指定します。 

FabricPool ミラーとして追加 既にプライマリとしてアグリゲートを追加している場合に表示されます。FabricPool ミラ

ーとして追加するアグリゲート名を指定します。 

クラウド階層のネットワーク クラスタ間 LIF のサブネット・IPspace・IP アドレス・サブネットマスク・ブロードキャストド

メインを指定します。すでにクラスタ間 LIF が設定されている場合は、その値が表示さ

れます。 

「次のインターフェイスに同じサブネットマスク、ゲートウェイ、ブロードキャストドメインを使

用する」にチェックを入れると、以降に作成するデータ LIF のサブネットマスクとゲートウェ

イ、ブロードキャストドメイン（ブロードキャストドメインが IPspace 内に複数ある場

合）が自動的に入力されます。 

HTTP プロキシを使用する HTTP プロキシを使用する場合、指定します。 

 サーバ プロキシサーバの完全修飾ドメイン名または IP アドレスを指定します。 

 ポート プロキシサーバのポート番号を指定します。 
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4. オブジェクトストア証明書を指定しない場合、以下のメッセージが表示されます。内容に問題がなければ、チェックボックスにチ

ェックを入れ、[OK]をクリックします。 

 

 

5. 「クラウド階層が追加されました。」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 
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9.11.2.3. クラウド階層 変更 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し作成したクラウド階層を変更します。 

 

1. クラウド階層管理画面より、対象のクラウド階層の[ ]>[編集]をクリックします。  

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 
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設定項目 説明 

名前 クラウド階層の名前を指定します。 

サーバ名（FQDN） ONTAP S3 サーバ（SVM）名を完全修飾ドメイン名で指定します。 

例：SVM_S3.demo.netapp.com 

SSL SSL の有効化/無効化を指定します。 

 オブジェクトストアの証明書 オブジェクトストアへの接続を確立させる際に SSL 証明書検証を有効にするかどうかを

指定します。 

 証明書 オブジェクトストアの証明書の内容をコピーして入力します。 

共通名（オプション） 共通名（コモンネーム）を指定します。 

ポート ポート番号を指定します。 

アクセスキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のアクセスキーID を指定します。 

シークレットキー ONTAP S3 サーバ（SVM）のシークレットキーを指定します。 

IPSPACE IPspace を指定します。IPspace が複数ある場合に表示されます。 

HTTP プロキシを使用する HTTP プロキシを使用する場合、指定します。 

 サーバ プロキシサーバの完全修飾ドメイン名または IP アドレスを指定します。 

 ポート プロキシサーバのポート番号を指定します。 

 

3. 以下のメッセージが表示された場合は内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
オブジェクトストア証明書を有効にしない場合 

 

 
オブジェクトストア名、ポート、IPspace、SSL を変更した場合 

4. 「クラウド階層「<クラウド階層名>」が更新されました。」と表示されることを確認します。 

① 

② 
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9.11.2.4. クラウド階層 FabricPool 設定 

本章では、ONTAP S3 のバケットを利用し作成したクラウド階層を変更します。 

 

1. クラウド階層管理画面より、対象のクラウド階層の[ ]>[ローカル階層の接続]をクリックします。  

 

 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※操作時のクラウド階層の条件によって表示される画面が異なります。 

 

① 

② 
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設定項目 説明 

プライマリとして追加 プライマリとしてアグリゲートを追加していない場合に表示されます。プライマリとして追加

するアグリゲート名を指定します。 

ボリュームのクラウド階層のプロパティ

を更新します 

ボリュームの階層化ポリシーを更新する場合にチェックを入れます。 

更新するボリュームにチェックを入れ、階層化ポリシーを指定します。 

 階層化ポリシー プライマリアグリゲート内にボリュームがある場合のみ表示されます。 

ボリュームの階層化ポリシーを指定します。Snapshot のみ、自動、なし、すべての中

からいずれかを指定します。 

FabricPool ミラーとして追加 既にプライマリとしてアグリゲートを追加している場合に表示されます。FabricPool ミラ

ーとして追加するアグリゲート名を指定します。 

 

3. メッセージが表示されるため、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

4. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.2.5. クラウド階層 削除 

クラウド階層がアグリゲートに接続されていない場合のみ、クラウド階層の削除が可能です。 

 

1. クラウド階層管理画面より、対象のクラウド階層の[ ]>[削除]をクリックします。  

 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 

 

3. 「クラウド階層が削除されました」と表示されることを確認します。 

 

 

  

① 

② 

① 

② 
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9.11.3. ローカルバケット 

9.11.3.1. ローカルバケット 管理 

1. [ストレージ]>[階層]をクリックします。 

 

 

2. 階層管理画面が表示されます。赤枠内がローカルバケット管理画面です。 

 

① 

② 
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9.11.3.2. ローカルバケット 作成 

ローカルバケットはアグリゲートに FabricPool または FabricPool ミラーを作成する際作成されます。「9.11.1.7. アグリゲート 

FabricPool 設定」を参照してください。 
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9.11.3.3. ローカルバケット 編集 

1. ローカルバケット管理画面より、対象ローカルバケットの[ ]>[編集]をクリックします。 

 
 

2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

  
 

① 

② 
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設定項目 説明 

名前 ローカルバケットの名前を指定します。 

アクセスキー ローカルバケットを所有する SVM のアクセスキーを入力します。 

シークレットキー ローカルバケットを所有する SVM のシークレットキーを入力します。 

 

3. 「ローカルバケット階層「＜ローカルバケット階層名＞」が更新されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.3.4. ローカルバケット FabricPool 設定 

1. アグリゲートとローカルバケットの接続を行う場合、ローカルバケット管理画面より、対象ローカルバケットの[ ]>[ローカル階層

の接続]をクリックします。 

 

  

① 

② 
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2. 以下の表に記載した情報を入力し、[保存]をクリックします。 

※条件により表示される項目が異なります。 

 
 

設定項目 説明 

プライマリとして追加 プライマリとして追加するアグリゲート名を指定します。 

ボリュームのクラウド階層のプロ

パティを更新します 

ボリュームの階層化ポリシーを更新する場合にチェックを入れます。 

更新するボリュームにチェックを入れ、階層化ポリシーを指定します。 

 階層化ポリシー プライマリアグリゲート内にボリュームがある場合のみ表示されます。 

ボリュームの階層化ポリシーを指定します。なし、Snapshot のみ、自動、すべての中からいず

れかを指定します。 

FabricPool ミラーとして追加 FabricPool ミラーとして追加するアグリゲート名を指定します。 
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3. メッセージが表示された場合は、内容を確認し[OK]をクリックします。 

 
 

4. 「変更が保存されました。」と表示されることを確認します。 
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9.11.3.5. ローカルバケット 削除 

1. ローカルバケット管理画面より、対象ローカルバケットの[ ]>[削除]をクリックします。 

 
 

2. チェックボックスにチェックを入れ、[削除]をクリックします。 

 
 

3. 「ローカルバケット階層が削除されました」と表示されることを確認します。 

 
 

 

① 

② 

① 

② 


